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    　血の海に、少女は独りで立っていた。


    　これ以上ない孤独の中で、全身を震ふるわせて……


    「たすけて……」


    　と少女は泣いた。


    　少女の瞳ひとみには一人の少年が映っている。


    　少年は刃物を握にぎりしめ、少女の胸に突き刺した。


    　人形のように頽くずおれて、少女はあっけなく息絶えた。


    　光を失った瞳はもう、何も映さないはずだった。


    　少年の手で人形に作り替えられ、再び目覚めさせられたりしなければ──

  


  
    



    　　　第一章　旅人と屍の少女


    



    　大陸暦一八九〇年、晩秋の昼下がりのことである。


    「どうして人は人を殴なぐるのかということを、考えたことはあるか？」


    　ダヤン・マクレガーは真しん剣けんな顔で問うた。十九になったばかりの若者だ。場所はうっそうと木々の生い茂る山道だった。


    「声を荒らげて暴力を振るうというこの非生産的な行為にも、当然理由はあるはずだ。推測するに、人が人を殴るという行為は、九割方自分の怒りを主張するためのパフォーマンスなんじゃないか？　制せい御ぎよされた思考回路で計算し、暴力を振るってしまうくらい自分は怒っているんだと行動で見せつける。だけど自分がそんなことを計算してやっているなんて誰も思いたくはないから、怒りが爆発してしまったんだと自分で自分を騙だますんだろう」


    　ダヤンは自分で自分に納得するかのように軽く頷うなずく。


    「つまり、今俺に殴りかかろうとしているあんたたちは、俺に自分の怒りを分かってほしいということだな。残念なことに言葉だけで相手に感情を伝えられるほどの言語能力がないという証明になってしまうが、自分を卑ひ下げすることはない」


    　そう慰なぐさめの言葉を添そえて締めくくった。


    　その言葉を贈られたのは、銃じゆうや刃物を携たずさえた十人余りの屈強な盗とう賊ぞくである。ありていに言ってしまえば盗賊に襲われている状況だ。しかし旅人ダヤンは、この状況に怯おびえるでもいきり立つでもなく飄ひよう々ひようとしていた。


    　美び醜しゆうを語るほどの特徴がない顔立ち。適当に散髪されたざんばらな墨すみ色いろの髪。鍛きたえられた長ちよう身しん痩そう躯くが纏まとうのは、くたびれた黒いフード付きのコート。無む駄だにポケットを多く備えたズボンをはく足元は、泥に汚れた革のブーツ。腰こしに装着しているのはかなり大きさのある革の鞄かばん。左の肩かたには頑がん丈じようそうな麻あさの荷袋。そして──右の肩から担ぐのは黒々と塗られた棺ひつぎ。異様な風ふう体ていの旅人は、場違いなほどに平静な眼まな差ざしで盗賊を見返しながら言った。


    「これでも俺は心の広い男だ、あんたたちの言語能力がいかに低かろうと、その拙つたない言葉を誠心誠意聞いてやろうじゃないか。言葉は人間の最も偉大な発明だからな」


    　感情の漂わない仮面じみた笑みが口の端に上る。棺が醸かもし出だす薄気味悪さと相あいまって、盗賊たちはぞっとしたように立ち尽くしている。


    「どうした？　話を聞いてやると言ってるんだ」


    　ダヤンは薄笑いのまま一歩足を踏み出した。それに押されたように盗賊たちは後ずさる。しかし──


    「なめてんじゃねえぞ、てめえ……！」


    　盗賊たちの真ん中に立っていた最も体格のいい男が、ざりっと土を踏んで前に出た。


    「お頭かしら！　やっちまってください！」


    　手下たちが期待と憤いきどおりをこねくり合わせた声を上げる。


    「ふうん……お前が盗とう賊ぞくの首しゆ領りようか？　仕事の時に率そつ先せんして部下の前に出るとは、立派な心掛けだな。見直したぞ」


    　ダヤンは軽く両手を叩たたいてみせた。それが相手の怒りを更さらに煽あおったらしく、盗賊の首領は額ひたいに青筋を浮かせてダンと足を踏み鳴らした。


    「フューフィフュート！　俺に取り憑け！」


    　そう叫んだ瞬間、彼の額で銀色の小さな丸い図形が光った。眩まばゆく辺りを照らしたかと思うと男の身体からだはみるみる変へん貌ぼうした。


    　筋肉がミシミシと音を立てて盛り上がり、身体がどんどん大きくなる。全身が漆しつ黒こくの獣じゆう毛もうで覆われ、頭には曲線を描く二本の角が生える。顔は馬や牛に似た鼻はな面づらの長い獣けもののように様変わりしてゆく。


    　数秒後──そこにはこの世のものとは思えない二足歩行の化け物がいた。


    「てめえはもう終わりだ！　俺に会っちまったんだからな！」


    　さっきまでより格段に低くなった唸うなるような声で盗賊の首領は叫んだ。ぐふぐふと笑う声が獣の口の中で転がる。


    　ダヤンはそれを見上げて笑みを引っ込め、驚いたように目を丸くして数拍のあいだ沈黙した。しかし一度大きく深呼吸すると、今度は心から嬉うれしそうに笑ったのだ。


    「なんだ……お前、悪魔の契約者ベルダーだったのか」


    「てめえ、へらへらしやがって。悪魔がどういうもんだか分かってんのか？」


    　平然とその名を口にしたダヤンに、盗賊の首領は訝いぶかしむ様子で身み構がまえた。分かっているのかと問われたダヤンはちょっと考え、背せ負おった棺ひつぎをどさりと地面に下ろした。その前に両足を開いて立ち、軽く腕うでを組む。


    「むかしむかし……何千年もの大昔。北国の貧しい村に一人の男が住んでいました」


    　突然始まった昔話に、盗賊たちは唖あ然ぜんとしてお互い顔を見合わせる。


    「ある日男の目の前に、奇妙な形をした不思議な生き物が現れました。そして言ったのです。『お前の魂たましいを食べさせてくれるなら、どんな願いも叶かなえてあげよう』と。その生き物はどんな願いでも叶えるという証しよう拠こに、夜空へ虹の橋をかけ、泉の中に炎の花を咲かせてみせました。それを見た男は願いました。自分もその不思議な力がほしい──と。不思議な生き物から不思議な術を教わる代わりに魂を喰くわせる──そう約束を交かわして男は不思議な術を使えるようになりました。その男こそが始まりの魔術師ヴアルドにして最古の契約者、アーリー・ロウ。彼に魔ヴア術ールを教えたのは原初の悪魔、ナダラジャ。悪魔というのは──人間と契約して、願いを叶える代わりに魂を食べる異界の生物だ」


    　そこでダヤンはいったん言葉を切り、小首を傾かしげた。


    「もっと説明を聞きたいか？」


    　盗とう賊ぞくの首しゆ領りようはしばし絶句し、警けい戒かい心しんに満ちた目でダヤンを睨にらむ。


    「……何なんだてめえ……」


    　その目を見返し、ダヤンは子供をあやすような笑みを浮かべた。


    「悪魔は人間の魂たましいを喰くう。だけど……悪魔を喰う人間がいることは知ってるか？」


    　ダヤンの黒い瞳ひとみが獲物を見つけた獣けもののように鋭くなる。


    「そういうわけで、これから俺はお前を喰うけど……逃げるなよ？」


    「喰う……だと？　ははっ！　どうやって！」


    　化け物に変じた盗賊の首領は嘲あざけるように笑った。普通の人間の倍はある身体からだで腕うでを振りかぶり、己おのれの力を見せつけるよう地面に向かって振り下ろす。すさまじい音とともに土が陥かん没ぼつし、後ろにいた手下たちが転んだ。


    　しかしダヤンは動じることなく相手を見上げ、地面に横たえていた棺ひつぎの蓋ふたを指の節で三回ほど叩たたく。コンコンコンと乾いた音をさせた後、棺の蓋を押し開けた。


    「げっ……何だあれ」


    　棺の中を覗のぞき込こんだ盗賊たちが、仰のけ反ぞってうめいた。


    「嘘うそだろ……死体……!?」


    　彼らの言葉通り、棺の中に横たわっているのは一人の少女の死体だった。雪のように白く血ちの気けのない肌はだからは、すでに生せい気きが失われている。


    「てめえ、死体を担いでたってのか！」


    　盗賊たちは薄気味悪そうに青ざめてダヤンを見ている。ダヤンは肩かたをすくめて身を屈かがめ、棺の中に手を伸ばした。


    「失しつ敬けいだな。別に死体を担いじゃいけないって法はないだろう？　ほらアリア、起きな」


    　指の背で少女の頬ほおをぴたぴたと叩く。するとその時──今までぴくりとも動かなかった少女の死体がゆるりと目を開けたのである。


    「ひっ……動いた!?」「え？　死体じゃないのか？　生きてる……？」


    　ダヤンを取り囲む盗賊たちは完全な混乱状態に陥おちいった。


    　アリアと呼ばれた死体の少女は、緩かん慢まんな動作で棺から身を起こした。その姿を目まの当あたりにした盗賊たちは息を呑のむ。


    　十五、六歳頃の小柄なその少女は、人間離れした異様な美しさと少女離れした奇妙な艶なまめかしさを有していた。真ん中を赤いリボンでくくった長い髪は深い栗くり色いろ。着ているものは胸元を細い革かわ紐ひもで留めた白い長袖のブラウスと、ハイウエストの黒いスカート。膝ひざ丈たけのスカートからは青白い足が生々しくのぞくが、それを少しでも隠そうとするように膝丈のブーツで締め付けている。


    　ダヤンは少女に見入る盗賊たちに告げた。


    「最古の契約者ベルダーは悪魔から教わった魔ヴア術ールをほかの人間に教えたと言われている。そうして世界中に広まった魔術を扱う人間は、魔術師ヴアルドと呼ばれて迫害された。魔術師は悪魔の術を模も倣ほうして、人の心を操ることもできれば真夏に雪を降らすこともできる。そして、死体を操って動かすことだってできる」


    「てめえ……まさか……」


    　盗とう賊ぞくの首しゆ領りようはくぐもった声で言いながら、じりと一歩後ずさる。ダヤンは相手を追い詰めるように笑う。


    「ああ、お前の想像は当たってるよ。俺は魔術師だ。これは俺の操る屍人形アイズオルガン、名前はアリア」


    　アリアは棺ひつぎをまたぎ、とんと地面に足を下ろした。盗賊たちは怯ひるんだように一歩下がった。


    「さあ、アリア。ご主人様の獲物を狩っておいで」


    　ダヤンは傍かたわらの少女に命じる。アリアはその命令を受けて、華きや奢しやな右手をゆらりと頭上に振りかぶった。その途と端たん、形の良い少女の爪つめがビキビキと音を立てて伸び、刃物のごとき鋭するどさを示してギラリと光った。


    　盗賊たちは未知の恐怖に警けい戒かい心しん全開で備えている。そして次の瞬間、アリアの鋭い爪は、傍らのダヤンに向かって振り下ろされた。


    「ぎゃっ!!」


    　ダヤンは何とも情けない悲鳴を上げて飛とび退すさった。


    「こらお前！　何するんだ！」


    　危あやういところで命を繋つなぎ止め、責めるように怒ど鳴なるが、アリアは言い訳するでも謝あやまるでもなく再びダヤンに爪を向けた。


    「一つ聞くわ。いつからあなたは私のご主人様になったのかしら？」


    「それはほら、ちょっとカッコつけてみたかっただけだ」


    　ダヤンは自分の胸をバンと叩たたいて居い直なおった。アリアの美しい瞳ひとみが怒りの形にきゅっと尖とがる。


    「もう少し上等な言い訳を考えてくれない？　あと三秒なら待ってもいいわ」


    「いやいやいや！　状況を見てくれ。俺は今、盗賊に襲われているんだ。身ぐるみはがされそうになっているんだ。生命の危機なんだ。助けてくれ！」


    　一、二……と数えだした少女を遮さえぎって、ダヤンは呆あつ気けに取られている盗賊たちを指さした。


    　アリアは目をぱちくりさせた。


    「あら、それは大変ね。他の誰かにあなたを殺させるわけにはいかないわ。だってあなたを殺すのは私だもの。横から出てきた邪じや魔ま者ものに横取りされないうちに、さくっと殺してしまいましょう。さあ、首を出して」


    　少女の爪がジャキンと鳴って、ダヤンの首筋に添そえられた。


    「おいおい、俺が死んだらお前も死ぬぞ」


    「つまらないこと言うわね。私は、もう、死んでいるわよ」


    　アリアはくっと笑った。皮肉っぽいその笑みは少女らしからず婀あ娜だめいて見える。


    「それもそうだな」


    　ダヤンはははっと笑って両手を伸ばし、アリアの頬ほおをぐっとはさんで自分に引き寄せた。喉のど元もとを滑すべった爪つめが皮ひ膚ふを割さいて、一筋の血が首筋を伝う。ダヤンはそれに構うことなく、仮面じみた笑みで酷こく薄はくに断じた。


    「だけど、お前には無理だよ。お前は俺を殺せない。お前は俺の命令を聞いて金を稼かせぐためだけに蘇よみがえった、俺の可か愛わいい可愛い道具だもの。だからちゃんと、俺の命令を聞きなよ」


    「……殺す」


    　明確な殺意を込めて少女は吹雪ふぶきの如ごとき冷たい瞳ひとみを向けるが、その表情すらも艶えん美びであった。頬を押さえたまま間近でその顔を見つめ返し、ダヤンはにこっと無邪気に笑った。


    「俺の金かね儲もうけのために遊んでおいで、俺の道具」


    　そう命じると、アリアは険けんのある目でダヤンの手を振り払い、ブラウスの袖をまくりあげた。


    「終わったら殺してあげるわ」


    「無理だと言ってるのに、分からんやつだなあ」


    　ダヤンはアリアの腕うでを引き、彼女の背中のボタンを一つ外す。そのブラウスは前を紐ひもで留め、後ろをボタンで留める意い匠しようになっており、どちらからでも開けられる。布の隙すき間まから差し入れた右手で華きや奢しやな背中に触ふれた。アリアは険けわしい顔のまま無む抵てい抗こうでいる。


    　ダヤンの右の手のひらに刻まれているのは、二重円と黒い蔦つたを組み合わせて魔ヴア術ール文字を無数に配した黒い模様──魔術法陣ヴアルグラーンと呼ばれる魔術を扱うための図形だ。かつて魔術の師匠に刻んでもらったものである。魔力を通わせたダヤンの魔術法陣は、ぼうっと青い光を発した。


    「封ふう印いん解除」


    　その言葉が森の中に響き渡ると同時にアリアの背中が青く輝き、剣けん呑のんな表情をしていた少女の様子が一変した。瞳がカッと朱あかに染まり、牙きばのごとく犬歯が伸びて危険な光を放つ。


    　少女は一瞬にして理性も知性も失い、獲物を狩る獣けものの瞳を盗賊の首しゆ領りように向けた。


    「竜装甲ドラグリユード装着」


    　ダヤンが続けてその言葉を放つと、アリアの背後に身みの丈たけほどもある大きな丸い光の図形が浮かび、渦うずを巻くよう回転しながら彼女の体内に取り込まれた。


    　すると両腕の肘ひじから先が爬は虫ちゆう類るいの表皮に似た装甲で覆われ、爪は太く巨大化し、肘からも鉤かぎ爪づめが突き出して、まるで伝説の竜の腕のようになる。


    　獣の眼まな差ざしと竜の両腕を携たずさえた少女は深く身を屈かがめたかと思うと、一瞬後には高く跳ちよう躍やくしていた。軽々と宙ちゆうを舞い、閃せん光こうのような速さで敵に襲い掛かる。


    　化け物に変じた盗とう賊ぞくの首領はすんでのところでその攻こう撃げきを回避した。竜の爪はその後ろにあった木に当たり、大木は真っ二つに叩たたき切られて大きな音とともに地面へ倒れる。


    　辺りから悲鳴が上がるが、アリアは周りの手下どもに目もくれず再び敵を強襲する。盗賊の首しゆ領りようは必死にかわそうとしたが、それより彼女は速かった。竜の爪つめが一瞬で敵の肩かたを切きり裂さく。鮮せん血けつが飛び散り、化け物の悲鳴がこだまする。


    「お頭かしら！」


    　青ざめた手下の一人が拳けん銃じゆうを構えた。しかしその銃口が火を噴く前に、別方向からキインと独特な銃声が響いた。


    「邪魔するなよ」


    　飄ひよう々ひようと言ってのけたのはダヤンだった。彼の手に握にぎられたのは鈍にび色いろの回転式拳銃。銀色の光を放ちながら発射された弾丸は地面に着弾し、次の瞬間地面に円形の複雑な図形が浮かんで緑色に光った。輝きの中、地面に生えていた草が突とつ如じよ異常な成長をみせてぐんぐん伸び、太い蔦つたの檻おりとなって手下たちを閉じ込めた。


    「なっ……なんだこれ！」


    　彼らは狼ろう狽ばいして蔦の檻をつかむ。檻はうねうねと動きながら手下たちを捕えている。


    　ダヤンは檻に歩み寄り、蔦を揺すって逃れようとする盗とう賊ぞくの眉み間けんに銃口を向けた。


    「この檻は悪魔バーニーニャの二二二七式魔術法陣ヴアルグラーンを改良した魔ヴア術ールだ。雑草を異常成長させて操る。ちなみにこれから撃つのは、想像を絶する高温で物質を燃やす魔術だ。自分で言うのはおこがましいが、よくできていると思う。これを撃ち込まれてもかまわないという強つわ者ものなら抵抗を許そう。俺は戦うのが苦手でね、武器がないと太た刀ち打うちできないんだ」
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    　自分たちの手にも武器が握られているというのに、盗とう賊ぞくたちはたちまち青ざめて固まった。


    「よくできました」


    　ダヤンが満足げに笑うのと、アリアの爪つめが盗賊の首しゆ領りようの胸を切きり裂さいて決着がつくのはほぼ同時だった。ずんと地面を震ふるわせて敵は地面に倒れた。身体からだがみるみる縮ちぢんで元の人間の姿になる。ダヤンは盗賊の首領に歩み寄った。そして拳けん銃じゆうを向けると──


    『やめろ！』


    　頭の中にこだまする奇妙な声とともに、倒れている盗賊の首領の影の中から黒い腕うでが突き出してきた。自分に襲い掛かってくるそれをダヤンは後退してかわす。


    「アリア、捕つかまえろ」


    　淡たん々たんとした命令を受けて、アリアはその腕に飛びかかった。竜の腕でその黒い腕をつかみ、影の中から引きずり出す。現れたのは黒い蝙こう蝠もりの羽を背中に生やした美少年だった。


    　アリアは獰どう猛もうな光を宿やどす瞳ひとみでその美少年を見み据すえ、腕を振り──一瞬で少年の首を容よう赦しやなく切り落とした。地面に転がる少年の首が苦しげにうめき声をあげる。アリアは残った胴体を地面に引き倒して胸を踏ふみ潰つぶした。


    　ダヤンは転がる少年の首を見下ろして問いただした。


    「お前がこの男と契約した悪魔だな？」


    『俺は熱と剛ごう力りきを支配する悪魔、フューフィフュート。この人間は俺が見つけた獲物だ。横取りは許さんぞ』


    　美しい少年の姿を模もした悪魔は忌いま忌いましげに唸うなる。


    「もちろんそうだ。この男はお前の契約者ベルダーでお前の獲物だ。だけど──お前は俺の獲物だ」


    　優しいとも冷たいとも判じえない声こわ音ねで言い、ダヤンは悪魔の胸元に左手を当てた。


    　ダヤンの左の手のひらには、右手と違う魔術法陣ヴアルグラーンが刻印されている。それは異界の存在である悪魔に触ふれて喰くらうために刻まれた印である。円の中に閉じた目のような模様を組み込んだ図形だ。


    「中級の悪魔か……思いがけず良い餌えさにありつけたな」


    『何をするつもりだ……！』


    「お前を喰う」


    『俺を喰う……だと……!?』


    　悪魔の表情は哀あわれなほどに引きつった。


    『ああ……そうか……ははっ……分かったぞ。くそ……！　こんな人間など見捨てて逃げればよかった！　くそ！　くそ！　お前のことは知っているぞ！　悪魔喰いのダヤン！』


    　ダヤンは肯こう定ていの意を込めた笑みを浮かべ、悪魔に当てた手のひらに力を入れた。


    「お前の中を暴あばく。許可するか？」


    　怜れい悧りな瞳でじっと悪魔を見下ろすと、悪魔はぎりぎりと歯は噛がみして振ふり絞しぼるように答える。


    『……餌えさでしかない人間などに屈すると思うか？』


    「それなら無む理り矢や理りこじ開けるしかないな。まあ痛いのは少しの間だけだ。がんばれ」


    　胸に当てたダヤンの左手から光が発せられたかと思うと、悪魔は絶ぜつ叫きようした。その胸からどす黒い血が噴ふき出だす。ダヤンの手は血の海と化した悪魔の胸にどぷんと沈んだ。悲鳴を上げ続ける悪魔の中を探さぐり、ある一点で手を止める。


    「……見つけた……契約書ベルダングラーン」


    　ぽつりと呟つぶやき、ダヤンは悪魔の身体からだから手を引き抜く。ずるずると引きずられて悪魔の腹から出てきたのは四角い図形。鈍にぶい光を放つ魔術法陣ヴアルグラーンが宙ちゆうに浮かんだ。


    　ダヤンは細かな模様の描かれたその魔術法陣に手を這はわせ、しゃがんだまま内容を読み取って小さく頷うなずく。


    「契約を破は棄きした時の罰ばつ則そくはないな。それにしても下へ手た糞くそな契約書だ。契約書は悪魔の技術の粋すいを集めた最上級の魔術法陣。もっと美しくあるべきだと思うがね」


    　がっかりしたように言いながら、ダヤンは契約書の中央に手のひらを当てた。


    「魔術師ヴアルドダヤン・マクレガーの権限で契約を破棄する」


    　たちまち契約書は切きり裂さかれたかのように四散して、燐りん光こうを放ちながら消えた。


    　ダヤンはアリアに踏みつけられたまま苦痛に喘あえぐ悪魔にもう一度手を伸ばした。


    「それじゃあ……お前を喰くうよ」


    　するとダヤンの左の手のひらの魔術法陣が変化した。閉じた目に似た図形がぎょろりと開くのを感じ、ダヤンは悪魔の腹に手を当てた。ぞぶりぞぶりと音を立てながらダヤンの手のひらは悪魔を飲み込んでゆく。悪魔は憎ぞう悪おの光を宿やどした目でダヤンを睨にらんだ。


    『人でありながら我らを喰うか……お前の方がよほど悪魔だ、悪魔喰い』


    「嬉うれしいね、悪魔と並び称されるなんて」


    『いい気になるなよ……いずれ腹の中から貴き様さまを喰ってやるからな』


    「はは、それは無理だ。俺の魂たましいを喰らう悪魔は、もうずっと前から決まってる」


    　嘲あざ笑わらうダヤンを睨みながら、悪魔は切り落とされた頭ごとダヤンの身体の中に消えた。悪魔を封印するため背中に刻まれた魔術法陣が熱を持ち、新しく加わった悪魔が身体の中でもがく。ダヤンはしばらく目を閉じてそれを喰らいつくそうと努める。


    　喰った悪魔を完全に飲み下し、ダヤンはゆっくりと瞼まぶたを開けた。くらくらと眩暈めまいがして意識を持っていかれそうになるのをこらえると、一つ大きく息をつき、はっと顔を上げて眉まゆをひそめた。


    　完全に理性を失ったまま興奮状態にあるアリアが、倒れて気を失っている盗とう賊ぞくの首しゆ領りように剣けん呑のんな眼まな差ざしを向けていた。凶きよう暴ぼうな獣けものの表情で男を見み据すえ、四足獣のように身み構がまえて飛び掛かる。男の身体にのしかかり、その首目掛けて爪つめを振り下ろそうとした。


    　ダヤンはすかさず手を打ち鳴らした。ぱあんと乾いた音が鳴り、アリアはぴたりと動きを止めた。ダヤンはもう一度腹に力を込める。


    　さて──ここからが一番大変だ。下級悪魔など目ではない。


    　アリアはぎらぎらと燃える瞳ひとみで男を踏んづけたままダヤンの方を振り向いた。強い破壊衝しよう動どうが全身からほとばしり、近付けば誰彼構わず襲い掛かりそうな雰ふん囲い気き。


    　ダヤンは呼吸を整えて大きく手を広げた。


    「アリア！　来い！」


    　アリアの瞳がひときわ大きく見開かれた。そして男の上から跳ちよう躍やくし、ダヤンに飛び掛かってくる。


    　ダヤンが両手を広げたまま構えると、アリアはそこへ猛もう然ぜんと体当たりしてきた。


    　ダヤンはその身体からだを受け止めながら、凄すさまじい衝撃にふっ飛ばされた。アリアを抱えたまま十メルトルは地面を滑すべる。


    　背中が削けずれるかと思いながらダヤンはようやく停止し、ゲホゲホとむせつつ身体を起こす。するとアリアはダヤンの膝ひざの上にのったまま抱だきついてきて、ダヤンの首をガブッと噛かんだ。


    「いでっ……ちょ……」


    　甘あま噛がみ──というには痛すぎる力でガブガブ噛まれる。しかしそれは盗とう賊ぞくの首しゆ領りように対する攻こう撃げきとは全く違っていた。ダヤンは心しん頭とうを滅めつ却きやくして痛みを空の彼方かなたへ追いやった。


    「よしよし、よくやったな」


    　褒ほめてやると、アリアはダヤンを噛むのをやめ、ここは自分の居場所と言わんばかりに膝の上で丸まった。


    　獰どう猛もうな獣けものはすっかりなりを潜ひそめ、目の前にいるのは飼い主に甘える猫である。


    　ふと見ると、盗賊たちを捕えていた蔦つたの檻おりが枯れており、盗賊たちはすでに逃げ出していた。あれは魔力を供給し続けなければ長時間維持できない術なのだ。気を失っていた盗賊の首領も、手下に運ばれていったのか姿を消している。


    「アリア、悪魔の匂においが残ってるからって人を襲うなよ」


    　ダヤンは安あん堵どしつつ、ゆっくり諭さとす。膝の上のアリアは猫のように丸まったまま顔を起こし、不ふ愉ゆ快かいそうにシャッと鳴いた。


    「ああ……はいはい、撫なでろってことね」


    　ダヤンは要求に応じて膝の上に居い座すわるアリアの耳を指先でくすぐった。アリアは気持ちよさそうに目を閉じた。


    　その姿はどう見ても、ダヤンを殺すと宣言した少女と同一人物には見えない。


    　封印を解かれて理性を失っている彼女は本能に忠実な獣と化す。悪魔に対しては異常な攻撃衝動を向け、そしてどういうわけか、ダヤンに対しては普段の殺意と裏腹に、猫のごとく甘えるのだ。


    　別の人格に乗っ取られているのかというほどの変へん貌ぼうぶりに、しかしダヤンは動じることなく、彼女の要求通り頭や首筋や背中まで丹たん念ねんに撫なでてやる。


    「よしよし、いい子で頑がん張ばったな。これからも俺がたくさん稼かせげるように戦うんだぞ」


    　言い聞かせるように囁ささやきながらひとしきり撫でてやると、アリアは満足したように上体を起こした。そしてダヤンに顔を近づけ──鼻先をつんと触ふれ合わせる。


    　嬉うれしそうな笑みで再び丸まり、ダヤンの腹に頭をこすりつけ、遊び疲れた猫のようにすやすやと眠ってしまった。


    　そこでダヤンはようやく身体からだの力を抜いた。


    　全身を疲労感が襲う。


    　アリアを戦わせるのには膨ぼう大だいな魔力が必要で、情けないことに彼女が戦い終わった後、疲ひ弊へいしているのはたいがいダヤンの方なのである。


    　ダヤンは眠る少女の頬ほおにそっと触れる。氷のように冷たい屍しかばねの肌はだ……この肌に触れることがダヤンは何より嫌きらいだった。


    「アリア……お前はいつ生き返るんだろうな」


    『──いけないね』


    　不ふ意いに頭の中を揺らす不思議な声が響き、ダヤンの言葉を遮さえぎった。


    　顔を上げると、森の中に似つかわしくないひらひらのドレスをまとった、五、六歳くらいの童どう女じよが空中に浮かんで腰こし掛かけている。どう考えても人間ではありえない。


    「なんだ、お前か……ガーガウルド」


    　ダヤンは少しも動じることなくその名を呼んだ。


    「今日は童女の姿でお出ましか。どういう趣味だよ」


    『君の好みじゃなかったかい？』


    　ガーガウルドと呼ばれた童女は、宙ちゆうに浮かんだままスカートの裾すそをひらりと持ち上げた。


    　今は童女の姿をしているガーガウルドだが、ダヤンの前に姿を現すたび姿を変える。


    「お前は俺を何だと思ってるんだ」


    　ダヤンは口元を引きつらせて言い返した。


    　ガーガウルドは心底楽しそうにくっくと笑う。


    『もちろんこの世で一番大事な人間だと思っているよ。だからね、君は決して契約を破ってはいけないよ』


    「破るわけがないだろ」


    　ダヤンはアリアを撫でながら呆あきれたように答えた。


    『そんなに彼女に触れていたら、余よ計けい辛つらくならないかい？』


    「……辛いことが一個もないのは、楽しいことが何もないのとどう違うんだ？」


    　笑って切り返したダヤンを見つめ、ガーガウルドは愛いとおしそうに目を細める。


    『ふふふ……君は本当に……日に日に美お味いしそうになるねえ』


    「そんなこと言うために出てきたのか？　暇ひまな奴やつだな」


    　ダヤンは呆あきれて聞いた。ガーガウルドは笑いながらふるりと首を横に振る。


    『もちろん用事があって来たのさ。君を見に来たんだ。君はまだよく分かっていないのかい？　君たち人間が私たち悪魔の目にどれほど美お味いしそうに映るか。悪魔というのは食欲だけで生きる存在。美う味まいものを食べるためなら何だってする。君はそんな私が見つけた極ごく上じようの御ご馳ち走そうだ。この気持ちに名前を付けるなら、もはや愛と言っても差さし支つかえないだろう。君を美味しく育て上げるためならどんな犠ぎ牲せいも厭いとわないほどに、私は君を愛しているんだよ』


    　ガーガウルドはうっとりとした笑みを浮かべて地面に降り立ち、音もなく近付くとダヤンの顎あごに手を添そえて上向かせた。


    『だからね、忘れてはいけないよ。君が私と……悪魔と取引をした契約者ベルダーなのだってことを』


    「……あの盗とう賊ぞくのお頭かしらと一いつ緒しよってことだな」


    『私の大切な御馳走をあんなものと一緒にするのはいただけないね』


    「悪魔に魂たましいを売ったということにおいては同じだろ」


    　断言したダヤンに悪魔は毒どく々どくしい笑みを向ける。


    『そうだね……君が私に魂を売ったのは確かだ』


    　その声は冷気を帯おびてダヤンの耳を打った。


    『愛する少女の亡なき骸がらを前にして、彼女を生き返らせたいと悪魔に願った。あれから二年経つが、まるで昨日のことのようだ』


    　悪魔はダヤンから手を放し、懐なつかしむような眼まな差ざしで膝ひざに眠るアリアを見下ろす。そして上を向けた手の平を胸の高さに持ち上げた。そこへきらきらと光の粒つぶが集しゆう束そくし、光の図形を描き、やがて純じゆん白ぱくの光を放つ一枚の紙になった。


    『失われた彼女の魂の半分を探すために旅をし、その途中で出会った六百六十六体の悪魔を捕とらえて己おのれの身体からだに封ふう印いんする。それが達たつ成せいされた暁あかつきには、生と死を支配する悪魔のこの私が、君の愛する少女を生き返らせる。そしていつか君の命が尽きた後には、君の魂を私に喰くわせる。それが私たちの契約だ』


    　ガーガウルドは宙ちゆうに浮かべた契約書ベルダングラーンをダヤンに向ける。


    『この契約書には全てが記されているよ。契約を完かん遂すいするための条件まで全部だ。君はもちろん覚えているだろうね？　もしや忘れてしまったかい？　それなら思い出させてあげなくちゃいけないね』


    　楽しげに笑いながら、悪魔は契約書の紙面を指先でなぞった。


    『君は彼女にこの契約の内容を教えてはならない。君は悪魔を捕らえるための道具として彼女を戦わせなければならない。そして……君は彼女に愛されてはならない』


    　ダヤンの心の中をえぐろうとするみたいに、悪魔はことさらゆっくり言葉を紡つむぐ。


    『君が彼女を生き返らせようとしていることを、彼女に知られてはいけないよ。さっきのような不用意な発言には気を付けることだ。契約を破れば……彼女は生き返らないからね』


    　挑ちよう発はつするように言うが、ダヤンが何も言葉を返さないので悪魔は訝いぶかしんだらしい。怪け訝げんな顔でこちらを覗のぞき込こんできた。


    『言葉も出ないほどに辛つらいのかい？』


    　ダヤンは真ま顔がおで悪魔を見つめ返した。


    「お前に見み惚とれてた。お前の作る魔術法陣ヴアルグラーンは本当に美しいな。俺もお前みたいな魔ヴア術ールが使えたらと思うよ」


    　先ほどダヤンが喰くった悪魔の契約書ベルダングラーンは光の図形の域を出なかったが、細さい緻ちを極めたガーガウルドの契約書は本物の紙のように見える。しかしよく見てみると、それは限りなく微び細さいな文もん様ようを編み込んだ魔術法陣なのである。


    　それほどまでに精せい巧こうな魔術法陣を作ることが出来るのは圧あつ倒とう的てき高位の悪魔である証あかしだ。少なくともダヤンは今までガーガウルドより美しい魔術を使う悪魔を見たことがない。


    　忌き憚たんのない賞しよう賛さんの言葉を贈ると、ガーガウルドは虚きよを突かれたらしくぽかんとした。


    『君……私の話を聞いていなかったのかい？』


    「いいや、もちろん聞いてた。だけどな、その程度で狼狽うろたえると思ったなら俺を舐なめ過ぎだ。安心しろ、俺はお前との契約を破らない」


    　はっきりと宣言したダヤンを見て、悪魔はけたけたと笑いだした。


    『君は本当に素す敵てきだ。君の魂たましいを食べる日が来るのが楽しみだよ。何年も何十年も傷ついて苦しんで戦い抜いて……最後まで壊こわれることなく生き抜いた君の魂はどんな味がするだろうね？　だから易やす々やすと契約を破るようなことはしないでおくれ』


    「そういうお前こそ俺との契約を破るなよ？　俺が約束を果たしたら、必ずアリアを生き返らせろ」


    　膝ひざで眠るアリアの背中に手を触ふれるダヤンを見て、悪魔の瞳ひとみに意地の悪い光が宿やどる。


    『ふふふ……おかしな話だねえ……誰より愛いとしいその少女を殺したのは……ほかならぬ君自身なのにねえ……そこまでして、君は彼女を手に入れたかったのかい？』


    　嘲あざ笑わらうようなその声は、森の中に低く響いた。


    　ダヤンはアリアの身体からだにのせた手をきつく握にぎった。


    「……ああ、そうだよ。そこまでして、俺はアリアを手に入れたかったんだ」


    　怖こわい笑みを浮かべたダヤンに、ガーガウルドは一瞬感嘆の表情を見せる。


    『それなら最後まで貫つらぬくといい。次の目的の悪魔は、この山を越えた街にいるよ』


    　そう告げて、ガーガウルドは姿を消した。


    　ダヤンはいいかげん痺しびれ始めた己おのれの足を案じ、アリアの背中に手を当てた。


    「封ふう印いん発動・竜装甲ドラグリユード解除」


    　その声に応じて右手の魔術法陣ヴアルグラーンが発動し、アリアの両腕うでは人間のそれに戻った。


    　彼女はぱちりと目を覚まして、甘える猫の姿など幻だったかのようにダヤンを見上げてなんとも嫌いやそうな顔になる。


    　もう少し品性に欠ける少女であれば、舌打ちの一つもしたに違いない。


    「ちゃんと片付いたわよね？」


    　アリアはダヤンの膝ひざに座ったまま聞いてきた。


    「ああ、終わった終わった。ごくろうさま」


    「術者がだらしないと屍人形アイズオルガンが苦労することになるの。反省しているなら死んでいいわよ」


    「今度な。あと重いからどいて」


    　アリアは嫌がらせのようにダヤンの上に座っていたが、ダヤンが根を上げたのを見てようやく立ち上がった。


    「なあ……アリア」


    　呼び声に応えて振り返る少女の目にかつての温かさはない。


    　ダヤンはじっと彼女を見つめて、何の脈絡もなく問いかけた。


    「俺のことが好きか？」


    　あまりに唐突なその問いに、アリアは一瞬放心し、見る見るうちに侮ぶ蔑べつの表情へと変わった。


    「自分を殺した男なんて、殺したいほど嫌きらいだけど……それが何か？」


    「そうか……俺が嫌いか……それはよかった」
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    　否定の言葉を導き出せたことに安あん堵どして、ダヤンは小さく頷うなずく。


    　どうかどうか……自分を好きにならないでほしい。彼女がダヤンを愛したら、彼女はもう生き返れない。


    　心底ほっとしているダヤンを見て、アリアは不ふ愉ゆ快かいそうに眦まなじりを釣つり上あげた。


    「あなたを殺せないなら、いっそ死体らしく死んだほうがましだわ」


    「それはだめだ。お前はこれからもせっせと戦って、俺を稼かせがせてくれないといけないんだからな。期待してるよ、可か愛わいい可愛い俺の道具」


    　ダヤンは笑いながら嘘うそを吐つく。願いが叶かなうその日まで、何度でも、何度でも──


    　そこまでしてでも、ダヤンは彼女を手に入れたかったのだ。


    



    



    　ダヤンとアリアは同じ村で生まれ育った。


    　出会ったのは十二年前、ダヤンが七歳の時である。


    　ダヤンは村でも評判の変わり者で、一つ年下のアリアは村でも評判の美しい少女だった。


    　そんな二人がいつも一いつ緒しよにいたのは、アリアの父親が魔術師ヴアルドで、ダヤンが彼の弟子だったからだ。


    　アリアという少女は村中の人たちから愛されていた。


    　魔術師の父を持ち、貧しい暮らしをしているのにいつも明るく笑っていて、病気がちな母親のためによく働く親孝行で心優しい娘だと、みんなに感心されていた。


    　そんなアリアはある時ダヤンに聞いた。


    「ダヤンはどうして魔ヴア術ールなんか練習するの？　何が楽しいの？　人から嫌われても続けるくらい価値のあること？」


    　無む垢くな瞳ひとみに非難の色を隠して彼女は問う。


    　明るく心優しいと評判のその少女が、案外毒を持っていることをダヤンだけは知っていた。


    「やりたいからやってるだけだ。美しいものを作るのはそれだけで楽しいよ。今一番やりたいのは……植物を成長させる魔術かな。生命を操る術が一番好きだ。あんなに美しくて強い魔術は他にないよ」


    　ダヤンがふんふんと鼻を鳴らして得意げに語ると、アリアは綺き麗れいな形の眉まゆをひそめた。


    「植物を成長させてどうするの？」


    「種イモからたった一日でジャガイモを収穫できるようになるよ。畑を持ってる人はみんな喜ぶだろ？」


    「だけど魔術って……教会キルヒエンに厳しく制限されてる悪魔の術でしょ？」


    　さすがに魔術師の娘らしく、アリアは的確なことを言った。だけどもつまらない発想だなあとダヤンは思う。


    「そう思うなら、飢き饉きんの時にも神様に祈りながら飢うえていたらいいよ」


    　ダヤンが正直な感想を述べると、アリアは驚いた顔になった。


    「でも俺はみんなが飢えてるのは嫌いやなんだ。だから悪魔の真ま似ねだってする。それでいっぱいジャガイモを収穫したら、ジャガイモのパンケーキを焼く。そうしたら……食べた人はきっと、美お味いしいって目を輝かせて言うよ。俺はそれが見たい」


    　ダヤンがそう答えると、アリアは今までに見たこともないようなキラキラした目でダヤンを見ていた。


    「いずれは植物だけじゃなくて、動物の生命を操る魔ヴア術ールも研究したいんだよな」


    　少し得意になってダヤンは続けた。


    「怪け我がや病気を治せるようにさ」


    　するとアリアは身を乗り出してダヤンを見上げた。


    「お母さんの病気を治せる？」


    「ああ、俺が治してあげるよ」


    　ダヤンはなんの責任も確証もなく宣言した。その程度には子供だった。


    　二人は毎日一いつ緒しよにいた。


    　傍そばにいない日は一日だってなく、いつの間にかダヤンはアリアを好きになっていた。


    　そばにいるのが当たり前になりすぎて、彼女を好きにならずにいる理由が見当たらなかった。


    



    　そして十七歳になったある日、ダヤンは彼女を手に入れるためにその手で彼女を殺すことになる。


    



    　愛する少女の死体を前にしたダヤンは、彼女を生き返らせようとした。


    　今まで訓練し続けてきた技術を駆く使しして、彼女の魂たましいを留めようと努めた。


    　屍人形アイズオルガンと呼ばれる禁きん術じゆつを使って──


    　そうして再び動き出したアリアは、魂を半分なくして記憶を全て失っていた。ただ、自分を殺したダヤンへの憎ぞう悪おだけをその身の内に閉じ込めて……


    　それはもう、ダヤンの愛した少女とは違ってしまっていた。だから……本当に生き返らせたいと願ったのだ。元通りの彼女のままに。


    　そんなダヤンの目の前に悪魔は現れた。


    　そしてダヤンは悪魔と契約し、今こうしてここにいる。

  


  
    



    　　　第二章　悪魔と契約者の街


    



    　ダヤンがたどりついたのは、ハインフェルトという街だった。


    　いくつもの山に囲まれた盆地の街で、南の国との貿易の行路になっているため蒸気機関車の線路が通っていて、それなりの活気がある。ここに、次の獲物である悪魔がいるというのだ。


    　山道を越えてハインフェルトの街に入ったダヤンは、街の大通りに足を踏み入れた途と端たん、行きかう人々から奇き怪かいなものを見る目で見られた。もちろんアリアの眠る黒い棺ひつぎを担いで歩いているからだ。


    　とはいえ、それで心を折られるような可か愛わいい精神なら初めからこんな旅などしていないという話だ。そもそも魔ヴア術ールに関わろうとすら思うまい。そういう意味において、ダヤンの精神は鋼こう鉄てつをも凌りよう駕がする。棺を担いだまま平然と街中を歩いていった。


    　ダヤンが担ぐ棺はヤクヤ桐きりでできた特別製で、普通の木材の十分の一の重さなのだが、それでも中に少女一人入っていることは確かだ。元々背が高かったわりに痩やせていたダヤンも、棺を担いで旅しているうち色んな意味でたくましくなってしまった。


    　──さて、どこに泊とまろうか？　というか、そもそも泊めてくれるところはあるのか──？


    　そんなことを心配しながら街を歩いていて、ふと違い和わ感かんを覚えた。鋼鉄製の図ず太ぶとい精神を持つくせに、昔からダヤンは周りの人をよく見ていて、意外なほどに聡さといところがある。


    　ダヤンが感じた違和感の正体は、時折見かける奇妙に生せい気きのない人の姿だった。まるで死人か人形のような人々を、街の中でちらほら見かける。


    「おじさん、この街では何か悪い病やまいでも流は行やってるのか？」


    　あまりに気になり、ダヤンは露ろ店てんであぶり肉を売っていた中年男性に聞いてみた。彼は棺を背せ負おったダヤンを見てびくりとする。ダヤンがじっと見つめて答えを待つと、


    「……風か邪ぜでも流行ってんだろ。ランドルフ先生のところへ通う患者も多いらしいからな」


    　おじさんは、店の前から早く消えてくれと言わんばかりの早口で答えた。


    「ランドルフ先生って？」


    「街で一番のお医者さんだよ」


    「へえ……ところでおじさん、今晩俺を家に泊めてくれないか？　お礼はするよ」


    　ダヤンがぐっと身を乗り出して頼むと、おじさんはひいっと仰のけ反ぞった。


    「冗じよう談だんじゃない！　何なんだお前！　買わないならどこかへ行ってくれよ！」


    　悲鳴にも似た怒ど鳴なり声に衆しゆう目もくが集まる。彼らはダヤンを見て皆みな一いち様ようにぎょっとした顔をした。ダヤンは気にすることなく詰つめ寄よった。


    「それじゃあ、どこか泊まれるところを知らないか？」


    「宿やど屋やにでも行けばいいだろ！　ほら、通りの向こうにある建物だ！」


    「宿やど屋やか……ありがとう、おじさん。助かるよ」


    　ダヤンはぱっと手をあげて挨あい拶さつすると、指された方へ向かって歩き出した。


    　しかし──看かん板ばんの掲かかげられた宿屋へ行ってもダヤンはあっさり宿泊を断られる。


    「あいにく今日は満室で……」


    　と言われたが、すれ違いざまに入った別の客はあっさり客室へ通されている様子だ。泣こうかなとダヤンは思った。


    　この街でも野の宿じゆく決定かと思いながら歩いていると、目の前に印象的な建物を発見してぎくりとした。


    　尖とがった屋根の上に三連十字ドラツエインを掲げる厳格な雰ふん囲い気きの建物──教会キルヒエンだ。


    　国によって関係は異なるが、この国において教会と魔術師ヴアルドは古くから対立してきた──いや、教会が一方的に魔術師を排はい斥せきしてきた関係だ。神に祈ることで奇跡の御み業わざを使う教会の神官たちからしてみれば、悪魔の模も倣ほうである魔術ヴアールはまさに悪あしき術であろう。異端審問官クライスビシヨフの手で処しよ罰ばつされる魔術師は多い。悪魔喰ぐいと呼ばれるダヤンなど、教会からしてみれば悪あく党とうの中の悪党だ。


    　ダヤンはその場を通り過ぎながら、横目で教会を見やる。


    　この教会の大きさからして異端審問官は常駐していなそうだが、とにかく関わらない方がいい。そう思いながら足を速めたとき、突然怒ど号ごうが耳に突き刺さった。


    「どこ見て歩いてんだ、嬢じようちゃんよお！」


    　舌をぐるぐると巻いた口く調ちようでまくしたてるのは、どう見ても酔よっぱらっている赤ら顔の中年男だった。ダヤンは驚いて立ち止まる。見れば、絡からまれているのは十七歳くらいの少女だ。瓶びんを詰めたかごを抱えた可か愛わいらしい顔立ちの少女である。


    　男の服が茶色く汚れていることや、少女の持つ瓶からそれと同色の液体が零こぼれていることから考えて、ダヤンはだいたいの事情を推測した。


    「仕事もねえ、昼間っからふらふらしてる情けない男だと思って……馬ば鹿かにしてやがるのか！」


    　男は更さらに怒ど鳴なる。酒の力で胸に秘めた己おのれの劣れつ等とう意識があふれだしているらしい。


    「すみません、弁べん償しようしますから……」


    「金払えば引き下がると思ってんのか！　ああん!?」


    　怯おびえて身を縮ちぢめる少女の謝罪にも耳を貸さない男は、ますます声を荒らげた。


    　目立ってはいけない……と思いながらも、ダヤンは渋しぶい顔で数秒考え、男へ近付く。


    「おい、あんた。みんなが見ている中で怒鳴るなんて恥ずかしくないのか？」


    　ダヤンの言う通り周りの人たちは眉まゆをひそめて成り行きを見守っていたが、冷静な第三者がいれば、お前が言うなと突っ込んだかもしれない。実際、忠告された男もダヤンのいでたちを見て目をむいた。突然現れた棺ひつぎを担ぐ男……驚きを越えて恐怖の領域であろう。


    「どうやら服を汚されたらしいが、女の子をそこまで怒鳴る理由にはならないだろ」


    　ダヤンは更に詰つめ寄よった。男は数回口をぱくぱくとさせて、それでも果か敢かんに怒鳴った。


    「て、てめえには関係ねえだろうが！　すっこんでろ！」


    　ダヤンの胸をどんと突き飛ばす。周囲がざわめき、このままでは教会キルヒエンの神官が出てきかねない。それは少々厄やつ介かいだ。ダヤンがちらと見ると、少女は不安そうな顔でこちらを見ていた。これを放って逃げるというのは人としていかがなものかと思う。


    　しばし思案したダヤンは、隣の果物屋に置かれている水を張った桶おけを拝借した。そして問もん答どう無む用ようで男に水をぶっかける。


    　はらはらしながら見守っていた周りの人たちが、しんと静まり返った。


    　ダヤンは丁重に桶を返却し、自らの胸をどんと叩たたいた。


    「俺は今、あんたに水をかけた。これはわざとだ。だからこれは、あんたが俺を怒る理由になる。あんたには俺を怒る権利がある」


    　やはり周囲の人々は固かた唾ずを吞んでいる。ダヤンの目的が全く見えないのだろう。悲しいことに、ダヤンの行動はたいてい人から理解されないのだった。


    「な、な、な……何しやがるんだてめえ!!」


    　男は当然のごとく激げき高こうし、ダヤンの顎あごを殴なぐりつけた。ダヤンは吹っ飛ばされて棺ひつぎごとひっくり返り、くらくらする視界に星を見る。


    　明確な暴力行為に周囲の人々が悲鳴を上げた。


    「ちょっと……警官を呼びましょうよ」


    　青ざめた近所の主婦たちが、慌あわてて公的機関に助けを求めようとする。それを聞いて、男はさすがにまずいと思ったようだ。


    「ちっ……今日は見逃してやるが、二度と舐なめたことすんじゃねえぞ！」


    　舌打ちし、のしのしと歩いてその場を立ち去る。


    「あの……大丈夫ですか？」


    　脅おどされていた少女が、ためらいがちにダヤンの傍そばで屈かがみこんだ。


    「あー……とりあえず死んではいないね」


    「ど、どうしてあんなことを……」


    　あんなこと──というのは水をかけたことだろう。目を回しながらダヤンは説明の言葉を探した。


    「何な故ぜか俺は昔から人を怒らせることが得意らしい。その代わり、人をなだめたり機嫌を取ったりすることは下へ手た糞くそだ。長所を生かすのが人のあるべき姿であって、苦手なことで勝負するほど俺は酔すい狂きようじゃあない」


    　苦笑をまじえて説明してみるものの、少女は理解できなかったようできょとんとしている。


    「とりあえず、俺に怒りが向けばあんたへの怒りはなくなるだろう？」


    　最後にそう付け足すと、少女は目を真ん丸くした。


    「私の代わりに殴られてくれたんですか……!?」


    「いや、殴なぐられるとは思わなかったけど、俺は人に怒られても平気だからね。頑がん張ばって何か伝えようとしてくれてるんだと思えば嬉うれしいくらいだ」


    　ははっと笑い、ダヤンは立ち上がって棺ひつぎを担ぎ直した。アリアがどこかをぶつけなかっただろうかと少し心配になる。


    「あの、旅の方なんですか？」


    「ああ、人じん畜ちく無む害がいな旅人だというのに、たった今宿やど屋やで宿泊を断られて泣きたい気持ちになってたとこだよ」


    　ダヤンは少女の同情心を買うように、わざとらしくため息を吐つく。


    「ええと……じゃあ、よかったらうちへいらっしゃいませんか？」


    「……いいのか？」


    　思い通りの反応を得たダヤンはきらんと目を光らせた。少女は朗ほがらかな笑顔を返す。


    「ぜひ泊とまってください、せめてものお礼に。私はリリフィーナといいます」


    「俺はダヤンだ。みんな気味悪がって泊めてくれなくてね。あんたの家に泊めてもらえるなら助かる。でも本当にいいのか？」


    　リリフィーナはもちろんというように首しゆ肯こうした。


    「恩人に恩を返すのは当たり前ですよ。どうぞうちへ来てください。それに、怪け我がの手当ても」


    　と、彼女は自分の顎あごのあたりを指差してみせる。


    　ダヤンも自分の顎に手をやると、殴られた場所が痛んで思わず顔をしかめてしまった。


    



    「ダヤンさんはもしかして……その……亡くなった方を弔とむらうために旅を……？」


    　連れ立って歩いていると、人ひと気けがなくなったところでリリフィーナが不ふ意いに聞いてきた。気き遣づかうような眼差しでダヤンの担ぐ棺に目を向ける。


    「教会キルヒエン信徒の中には、死者の形見や三連十字ドラツエインを担いで巡じゆん礼れいする方もいると聞きますし……」


    　少しの距離を空あけてリリフィーナの横を歩きながら、ダヤンは担いだ棺を顎で示した。


    「気味が悪い？」


    「いいえ、気味が悪いなんて思いません！」


    　リリフィーナは急に立ち止まり、思いのほか強く否定した。彼女は自分の声に自分で驚きながらも、かすかにうつむいて言葉を重ねた。


    「……最初は驚きましたけど、気味が悪いなんて思わないです。死者を悼いたむのはごく普通のことじゃないですか」


    　ダヤンはじっと彼女を観察し、一いつ考こうして口を開いた。


    「悪いが、俺は教会信徒じゃないよ。この棺には仕事の道具が入ってるんだ」


    「あ、すみません。やだ私、勝手に勘かん違ちがいしちゃって……。いったい何のお仕事を？」


    　戸と惑まどったように聞き返される。彼女が勘違いするのも無理はない。棺の蓋ふたには教会の三連十字を模かたどった飾りがつけられているのだ。それは少しでも怪あやしまれないための偽装だった。


    　ダヤンは教会キルヒエンからかなり離れたことを確認して正直に明かした。


    「俺は魔術師ヴアルドだよ」


    「……魔術師？」


    　リリフィーナは未知の言葉を口にするように繰り返す。


    「残念ながら胡う散さん臭くさいと思われてることは知ってる。人に迷惑かけた覚えはないんだがな。でもまあ、こんな怪しい人間を家に上げるのはやめておいた方がいいかもね。あとから追い出されると俺が傷つくから」


    　しかし彼女は数秒放心した末に、ゆっくりと首を振った。


    「そんなことしませんよ。どんな仕事をしている人でも、恩人には変わりないじゃないですか。さあ、行きましょう」


    　自分を鼓こ舞ぶするように言うと、彼女は再びダヤンを案内するように歩き出した。


    



    　リリフィーナに連れられてきたのは、大通りから外れた場所にある建物だった。


    「これは……病院？」


    　見上げるのは三階建ての建物で、清潔感のある真白い壁には窓が多く、陽ひを十分に取り込む構造となっていた。入り口の広い扉とびらを患者が出入りしている。彼らを眺ながめ、ダヤンは奇妙な違い和わ感かんを覚えた。しかしその感覚はリリフィーナの声で遮さえぎられる。


    「私の父は医者なんです。私も普ふ段だんはここで働いているんですよ。今日はお休みですけど」


    「へえ……立派な建物だ。有名なお医者さんなのかい？」


    　ダヤンは感心したようにその立派な建物を眺めた。


    「いちおう、街で一番のお医者さんと言われているみたいです」


    　リリフィーナは少し恥ずかしそうに父を誇った。


    「もしかして、お父さんはランドルフ先生？」


    「父を知っているんですか？」


    「さっき露ろ店てんのおじさんに、街で一番の名医だと教えてもらった」


    　そう説明すると、リリフィーナは嬉うれしそうに口元をほころばせた。


    「少し待っていてくださいね、父に話してきますから」


    　彼女は小走りで病院の中へ入っていった。


    　ダヤンがその場に佇たたずんで待っていると、時折病院へ出入りする患者の姿が目に入る。やっぱり何か変だなとダヤンは訝いぶかる。


    　患者たちは誰一人ダヤンを見ない。棺ひつぎを背せ負おった不ぶ気き味みな男を気にかけもしない。この病院に出入りしている患者は、街中で幾いく度どか見かけた生せい気きのない人たちと全く同じだった。


    　ダヤンが難しい顔で彼らを観察していると、リリフィーナが戻ってきた。


    「お待たせしました。うちはもう少し先の方なんです」


    　ダヤンはまだ患者が気になっていたが、仕方なくそこから離れた。


    　しばらく歩き、案内されたのはこれまた立派な二階建ての家だった。しかし、使用人などは雇やとっていないようで家の中には誰もいない。


    　ひとまず居い間まに通されて棺ひつぎを下ろすと、リリフィーナは少し待っていてほしいと言って出て行った。


    　部屋の中を見回していたら、暖だん炉ろの上に置かれた写真が自然と目に入る。そこにはリリフィーナと、彼女に面おも差ざしの似た父親らしき男性と、リリフィーナにも父親にも似ていない若者が写っていた。写真の中のリリフィーナとその若者は、仲良さそうに寄り添そっている。


    　写真を眺ながめていると薬箱を持ったリリフィーナが戻ってきた。


    「この人は？」


    　ダヤンは何気なく聞いた。するとリリフィーナの顔がわずかに曇くもる。


    「……兄のギールです」


    「お兄さんがいるのか。挨あい拶さつした方がいいかな？」


    「いえ……」


    　リリフィーナは反射的に否定の言葉を発し、しばし口をつぐんで、


    「兄は……三か月前に死にました」


    　暖炉の傍そばに行き、写真立てにそっと触ふれた。


    「そうか……じゃあ挨拶できないな。残念だ」


    「……そうですね」


    　今までの朗ほがらかな様子が一変し、彼女は物憂い雰ふん囲い気きを醸かもし出だす。


    「仲の良い兄妹だったんだな」


    　ダヤンが写真の中の二人を眺めながら何気なく言うと、リリフィーナは振り返った。


    「いえ……正直、あまり良い兄ではなかったので……。兄は……人を不幸にする人だったんです。死んだ方がよかったんだと思います」


    　空くう虚きよな洞ほらのような瞳ひとみは、ダヤンに向けられながら何か別のものを見ているかのようだ。


    「どうしてそう思うの？」


    　ダヤンは首を傾かしげた。彼女の答えは写真から受ける印象とはずいぶん違っている。リリフィーナはダヤンの傍かたわらに置かれた棺を見て、酷ひどく辛つらそうに顔をゆがめた。


    「…………最初に亡くなったのは兄の父でした。次に亡くなったのは兄の母。残された兄は父親の従弟いとこだった私のお父さんに引き取られたんです」


    　それはつまり──ダヤンは血縁関係を頭で想像する。


    「兄は私の本当の兄じゃなくて、又また従兄いとこだったんです」


    　ダヤンが答えを出す前にリリフィーナが説明した。そして更さらに続ける。


    「そうしたら……今度は私の母が亡くなりました。どうしてでしょうね？　兄の傍そばにいる人は次々死ぬんです。そういう人がこの世にはいるんです。だから……兄は死ぬべきだったんです」


    　そこまで言って、リリフィーナははっとしたように口をつぐんだ。気まずそうに手をもみ絞り、そっとダヤンを見上げる。


    「すみません……初対面の人に話すことじゃありませんよね」


    「別に構わないよ。俺はあんたに特別な興味はないけど、言いたいなら言えばいい。俺は何とも思わないから」


    　ダヤンのズバッとした無神経発言に、リリフィーナはちょっと驚いた顔をしてふっと笑った。


    「ありがとうございます。怪け我がの手当てをしますね」


    　彼女はそう言って薬箱から小さな湿布を出し、ダヤンの顎あごに貼った。


    　手当が終わるとダヤンは二階の南にある客間に通される。


    「どうぞ、お好きに使ってくださいね」


    　リリフィーナはそう言って部屋を出た。ダヤンは棺ひつぎを置いてようやく人ひと心地ごこちがつく。窓の外を見ると、街は夕ゆう陽ひを浴びて朱しゆ色いろの絵の具をぶちまけられたみたいに朱あかく染まっていた。


    　この街に悪魔と契約している人間がいる。それを見つけて、いつも通り悪魔を喰くらうのだ。


    「早く出てこいよ……」


    　窓まど枠わくに肘を置いて手に顎をのせ、ダヤンはにんまりと笑った。


    



    



    　日が暮れた頃、リリフィーナの父であるランドルフ医師が帰宅した。


    　彼はメガネをかけた優しそうな男だった。写真で見た通り、面おも差ざしが娘と似ている。ただ、目の下にくまがあって、酷ひどく疲れた様子だった。


    「娘を助けていただいたそうで、ありがとうございます」


    　ランドルフはダヤンに出で会あい頭がしらの握あく手しゆを求めた。おおむね人から避けられているダヤンにとって、そういう扱いを受けるのは珍しかった。


    「こっちこそ泊めてもらって助かる。あんたたちに会えなかったら野の宿じゆくだったよ」


    　相手が子供でも年上でも、ダヤンはいつも同じしゃべり方をする。昔一人だけ絶対的敬意を払って対たい峙じしていた相手がいたが──その人はもういない。


    　礼儀正しいとは言えないダヤンの口く調ちように、しかしランドルフは嫌いやな顔一つしなかった。


    「恩人に恩を返すのは当然のことだからね」


    　とかく怒られがちな自分の存在をすんなり受け入れられ、ダヤンは少し驚く。


    　その後すぐに夕食が振ふる舞まわれ、その夜は豚すね肉の煮込みに、キャベツの漬物とジャガイモとソーセージを添そえたものをごちそうになる。ここまで親切にされたのは久しぶりで、ダヤンは単純に嬉うれしかった。


    「ところで、ダヤン君はその……魔術師ヴアルドだと聞いたんだが……」


    　食事中、不ふ意いにランドルフがそんなことを口にする。


    「この街へは何か目的があって来たのかい？」


    　探さぐるように問われ、ダヤンは一瞬思考を巡めぐらせて答えた。


    「仕事だよ。いい金かね儲もうけの情報を得たからね」


    　にっと笑ったダヤンを見て、ランドルフは渋しぶい顔になる。


    「教会キルヒエンへ通報する？」


    「いや、そんなことはしないよ。魔術師というものを私はよく知らないが、娘を助けてくれた君が悪い人とは思えないからね。だけど、金儲けの情報というのはどんな話なんだい？　別に怪あやしんでいるわけではないんだが……」


    「それは企業秘密ということで」


    　ダヤンは胡う散さん臭くさい笑みでその話を打ち切った。


    　それでもランドルフは気になるようで真しん剣けんな顔をしている。


    　部屋の中が一瞬しんとし、ダヤンはずっと気になっていたことを思い出して聞いてみた。


    「なあ、先生。この街では何か変な病気でも流は行やってるのか？」


    「病気？」


    「先生の病院に通ってた患者さん、生せい気きのない人形みたいだっただろう？」


    　問われたランドルフは首を傾かたむけ、少し考えると、


    「生気がない？　……まあ、病院に通う患者さんはみんな具合が悪いわけだから、元気溌はつ剌らつではないだろうねえ」


    　苦笑いしながらそう答えた。


    「そうか……それもそうだな」


    　ダヤンは一応納得しておく。


    　食事を終えると、ダヤンはデザートの林りん檎ごタルトを片手に客間へ戻った。そして、アリアが眠る棺ひつぎを叩たたいて蓋ふたを開ける。この棺にはアリアを眠らせる術を施ほどこしてあり、蓋を開けない限り彼女は目を覚まさない。


    「おはよう」


    　ダヤンはタルトをもぐもぐやりながら挨あい拶さつした。アリアは身を起こし、緩かん慢まんな動作で棺から出る。


    「身体からだの調子を見ようか」


    　最後の一口を頬ほお張ばって声をかけると、彼女は無言で床に座り背を向けた。


    　ダヤンはその後ろに胡坐あぐらをかいて座り、ちょうど真ん中辺りを赤いリボンで結ゆっている長い髪を肩かたから前にやって、アリアが着ているブラウスの背中のボタンを外した。

  


  [image: ]


  
    　腰こしの辺りまで全て外すと、白い背中があらわになる。そこには背中一面に円形の魔術法陣ヴアルグラーンが刻まれていた。図形の一部がダヤンの右手の平に刻まれたものと似通っている。


    「そろそろ疑ぎ似じ体液の交換時期だな」


    　ダヤンは魔術法陣ヴアルグラーンの上辺に手を当てて呟つぶやいた。彼女の肌はだは氷のように冷たい。


    　その身体からだの中に流れているのは血液ではなかった。


    　屍人形アイズオルガンはあくまで死体なのである。


    　心臓も動かず呼吸もせず代たい謝しやもなく、そのままでは肉も血も腐くさるのだ。


    　それを防ぐため、屍人形の血液は疑似体液に交換されている。


    　生前と同じ肌色を保ち、強い防ぼう腐ふ効果と高い魔力伝導率を有する液体だ。


    　血液と疑似体液を交換して、様々な能力を付与した魔術法陣を身体に刻み、魔力を注そそいで死体を動かす──それが屍人形だ。


    　ただ、アリアが他の屍人形と違うところは、生前の魂たましいを肉体に留めているところである。


    　これは人間離れした技術が必要で、ダヤンがアリアの魂を死体に閉じ込めることに成功したのは奇跡に近い。


    　高い戦闘能力と生前の魂。そうしてできたのが屍人形のアリアだ。


    「やっぱりいつもより少し遅いな……」


    　ダヤンは魔術法陣に手を当てたまま、懐かい中ちゆう時ど計けいの秒針に目を落とす。手の平から少しずつ魔力を流し込み、「一、二、三……」と時間を測る。


    「鈍にぶい感じはあるか？」


    「いつもと変わらないわ」


    　アリアは無感情に答える。


    　初めてこうして触ふれた時、彼女は怯ひるんだように全身を強こわ張ばらせて逃げた。自分を殺した男に触れられることを嫌けん悪おし、供給された魔力が尽きて動かなくなるまでダヤンを拒こばんだ。


    　しかし幾いく度ども同じことを繰り返し、今の彼女は身じろぎもせずにじっとしている。触れられることに反応するのは恥ち辱じよくであると言わんばかりに、無反応を貫つらぬいている。


    　けれどもこの日、アリアは珍しく振り返った。


    「その顔をやめてくれない？」


    　険けんのある目がダヤンを射いた。


    「……その顔って？」


    　ダヤンは右手をアリアの背中に当てたまま、左手で自分の顔を撫なでた。そこにあるのは特とく筆ひつするところのないいつもの顔だ。


    「人に触さわって不快そうな顔をするなと言っているのよ」


    　アリアはじろりとダヤンをねめつける。


    「自覚がないの？　あなた、いつも私に触るとそういう顔をするわ」


    「ああ……」


    　と、ダヤンはようやく得とく心しんがいった。


    「冷たいものに触るのは嫌きらいなんだ」


    　ダヤンはアリアの素す肌はだに触れることに未いまだ慣れない。その身体からだの冷たさにいつも怯む。遠い日に毎日触れていたあの温かな身体は、どこにもないのだと思い知らされる。その痛みを隠そうとして、いつも難しい顔になるのだ。


    「触るなら温かい身体の女の子がいい」


    　昔の彼女を思い出してそう言うと、アリアは体温を凌りよう駕がする氷点下の表情に変わった。


    「あなたに触られて喜ぶ女の子などこの世のどこにもいないから、その変態的な思考は心の中にしまっておくといいわ」


    　ダヤンはその言葉に反応し、動きを止めてしまった。


    　その言葉は今も昔もアリアの口くち癖ぐせである。


    『体温の高い身体に触ってると頭がよく働くから、お前に触らせて』


    　子供の頃、ダヤンは彼女によくそう頼んだ。


    　苦笑しながらも、拒むことなく手を差し出してくるのがアリアだった。


    　手を握にぎり、足に触り、背中をくっつけ、二匹の子猫のように寄り添そって温かさを感じると、ダヤンの頭は極きよく限げんまで澄すみ渡わたって新しいことを思いついた。


    『俺はお前の身体が好きだと思う』


    　真しん剣けんにそう告げるダヤンに、アリアは呆あきれたように言ったものだ。


    『ダヤンは変態が過ぎると思うの』


    　そうして獣けものが親愛を示すように、鼻の先をつんとくっつけてくる。


    　あの時の温かさはもう得られない。


    　熱い血液を流すための彼女の心臓を、ダヤンがこの手で刺さし貫つらぬいてしまったから。


    　そこで思い出を振り切り、ダヤンは小さくため息を吐ついた。


    「変態にも人権というものがあるんだぞ」


    　そう言うと、屍人形アイズオルガンの冷たい背中にもう一度意識を集中する。


    「そうね、屍しかばねには人権なんてないのでしょうから、術者に好きなように扱われるしかないわ」


    　アリアは背中をダヤンに晒さらし、無む抵てい抗こうで前を向いた。


    「よく分かってるじゃないか」


    　ダヤンはにこっと笑って思考を閉め切り、最後まで計測を続ける。


    「やっぱり近いうちに疑ぎ似じ体液を換えた方がいいな……」


    　測り終えると、最後に屍人形としての身体からだを維持するため、背中から魔力を注そそぐ。


    　そうして全て終わると、アリアのブラウスのボタンを元通り留めようとして──しかしその前に彼女が突然立ち上がった。肉にく食しよく獣じゆうのように眼がん光こう鋭するどく宙ちゆうを見み据すえ、ゆっくり振り返って形の良い唇くちびるを開く。


    「今一瞬、悪魔の匂においがしたわ」


    　アリアの身体は顕けん現げんした悪魔の気け配はいを感知するよう作られている。それを最も近い感覚で表現すると匂いに似ているのだ。


    　ダヤンも思わず立ち上がった。


    「近くにいるのか？」


    「今はもう感じないわ。ほんの少しの間、感知できるくらいの距離で顕現したみたい」


    「感知できるくらいって言うと……この家の中か？」


    　ぐるりと部屋の中を見回す。


    「さあ、そこまではっきり分からないわ。だけど、かすかでも匂いをつかませるなんて、大した力のない悪魔よ」


    「どうかな、お前に捕ほ捉そくされたと感じてすぐに気配を消せるくらいには、力があるのかもしれない」


    　ダヤンがその可能性を示すと、アリアは面おも白しろくなさそうに眉まゆをひそめた。


    　ダヤンはそれに構わず、顎あごに手を当てて思案する。


    「悪魔はめったに契約者ベルダーから離れない。この近辺に契約者がいる可能性は高いな。もしかしたら、この家の中に……」


    　考えているうち、表情が険けわしくなった。


    「……あの人たちが契約者ベルダーなのか……？」


    「どんな人たちが住んでいるの？」


    「四十歳くらいの医者と、若い娘さんだ。その娘さんを街で助けたら泊とめてくれたんだよ。料理上じよう手ずで気立てのよさそうなお嬢じようさんだ。怪け我がの手当てもしてくれたしな」


    「へえ……」


    　湿布を貼ったダヤンの顎あごを見て、アリアの声の調子が何な故ぜかわずかに低くなった。


    「ずいぶん不服そうな顔をしてるわね。可か愛わいい女の子が契約者だと戦えないから困る……とでも考えているのかしら？　平気で人を殺せるようなあなたが今いま更さら？」


    　ダヤンは一瞬表情が凍こおりかけたが、それを無む理り矢や理り薄ら笑いに変えてみせた。


    　人を殺人鬼みたいに言うとは失しつ敬けいな話である。


    「俺はお前以外の人間を殺したことはないよ」


    　仮面じみた笑みをわずかも崩すことなく言い切る。


    　二年前のあの一瞬が脳のう裏りによぎる。あんな感覚、他の誰かで得たいとは思わない。


    「そう……つまり可愛げのない女なら殺せても、優しく手当てしてくれる料理上手で可愛いお嬢さんは傷つけたくないということね。立派な紳しん士しだわ」


    　アリアは凍いてついた瞳ひとみで微ほほ笑えんだ。


    　艶えん美びな笑みを向けられたダヤンはぞくりとする。


    「とりあえず笑うのをやめようか。不ぶ気き味みすぎるから」


    「今、戯ざれ言ごとばかりほざく僕の舌をぶった切ってくださいと言った？」


    「何をどう聞いたらそうなる。言うわけねえだろ」


    　ダヤンは頬ほおを引きつらせて理り不ふ尽じんな暴力を拒否した。


    「くだらないこと言ってないで、真しん剣けんに仕事のことを考えろよ。お前の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが俺の金かね儲もうけに繋つながるということを忘れるな」


    「悪魔を喰くって手に入れた魔術ヴアールを売るのでしょ？　悪趣味な商売だわ」


    「商売に貴き賤せんはないさ。大切なのは金になるかどうかということだ」


    「金の亡もう者じやね」


    　アリアは笑顔を引っ込めると、侮ぶ蔑べつの表情を浮かべた。


    　代わりにダヤンがにこりと笑う。


    「そういう俺に殺されたお前が悪い」


    　無む慈じ悲ひに告げられたアリアの顔が、じわじわと怒りの色に染まってゆく。


    　それにも構わずダヤンは言った。


    「さあ、仕事を始めようか」


    　アリアは目の前の男を今すぐ殺すかどうか悩むように目を据わらせていたが、憤いきどおりを収めて視線を切った。


    「契約者ベルダーを特定すればいいんでしょう」


    「どうやって特定するかだな」


    「この家の住人を全員半殺しにすればいいわ。契約者が命の危機に陥おちいれば悪魔は顕けん現げんするもの。それで現れなければこの家の住人は契約者じゃないということだから、今度は近所の住人を襲えばいいのよ。来て早々近くにいると分かってよかったわね」


    「……ちょっと待とうか」


    　ダヤンは半眼になって軽く片手を上げた。


    「俺が警察に捕つかまってしまうだろ」


    「それが所有者の責任というものよ。だけどそれじゃあ困るわね。警察なんかに盗とられたら、あなたを殺せなくなるわ」


    　アリアはしれっと言ってのける。


    「そうだ、困るだろ。違法行為はやめよう」


    「じゃあどうしようかしら？」


    　試すように聞かれ、ダヤンは大げさに考える態度を作り、


    「そうだな……一番手っ取り早いのは……地道に調査をするということだな」


    　そう答えてにんまりと笑った。


    「手始めに必要なものを調達してくるとするか」


    「魔術道具の調達？　あてはあるの？」


    　アリアは当然のように先んじて部屋から出ようとする。


    「ああ、お前は来なくていいよ。棺ひつぎに戻って寝てな」


    「私が一いつ緒しよだと困るような、いかがわしいところへ行くつもりということね」


    　無表情で決めつけられ、ダヤンはいくつかの反論を考えるが──急にめんどくさくなった。


    「あー……まあそういうことでいいよ」


    　アリアをくるりと半回転させると、ボタンが外れてあらわになったままの背中に右手を当てて──


    「強制切断実行」


    　屍人形アイズオルガンの魔力供給回路を絶った。アリアはがくんとひざを折り、床に手をついてダヤンを見上げる。


    「お前は俺の人形で、俺の魔力がなければ指一本動かせないってこと、忘れたのか？　この中でおとなしく寝てな」


    　ダヤンは無む理り矢や理りアリアを引きずって、棺の中に押し込めた。この棺には屍人形を眠らせる仕掛けがしてある。射い殺ころさんとする瞳ひとみを隠すように蓋ふたを閉め、大きく息を吐はいた。


    「お前についてこられたら困るんだよ……」


    　ダヤンは静かに部屋を出ると、ランドルフ医師の家からこっそりと外へ出た。


    　空はもうすっかり暗くなり、星がきらきらと瞬またたいている。


    　一度それを見上げ、ダヤンは夜の街へと繰くり出だした。


    



    



    　通りは街灯で照らされていた。腰こしに装着した革の鞄かばんから小さな真しん鍮ちゆう製のコンパスを取り出す。手のひらにのせて数秒待つと、金の細い針はぐるぐる回転して一方向を指す。


    　ダヤンはその針に従って街の中を歩き、暗く怪あやしげな裏通りに出た。小さな商店や民家が立ち並んでいるが、そろそろ人々が眠りにつこうかという時間だ。どの店も閉まっており人通りは全くない。


    　コンパスの針はその中の一軒を指した。十年も前に閉店して一度も開いていないのじゃないかというくらいさびれた店の木戸をドンドンと叩たたく。


    「……誰だ？　今日はもう店じまいだよ」


    　中からしわがれた声が聞こえる。


    「客です。明日は何時に開きますか？」


    「……九時からだ」


    「それより三時間二十一分早く開けてもらえませんか？」


    　それが合図の言葉である。


    「……それは困るな。今開けよう」


    　ギイギイと耳みみ障ざわりな音を立てて戸が開かれ、中から鷲わし鼻ばなの老ろう爺やが顔を出す。


    　ダヤンが真鍮のコンパスを手のひらにのせて差し出すと、老爺は枯れ木に似た指でコンパスに触ふれ、細い目で持ち主を確かめてからずるりと身を引いた。


    「入りな」


    　顎あごをぐいっとしゃくって中を示す。


    「どうも」


    　ダヤンは会え釈しやくしながら店の中に入った。


    　老爺に案内されて地下室に降りると、ランプの明かりで店の中がぼうっと照らされる。薄暗い店内には埃ほこりっぽい棚たなが並び、そこには奇妙な品物がぞろりと並んでいた。


    　赤い液体に漬つけられたトカゲや人の形をした草の根、カビにまみれた謎なぞの玉。色んな意味で鳥とり肌はだの立つような品物ばかりだ。


    　ダヤンはそれらを眺ながめ、目を大きく見開いて熱い息を吐はいた。


    「ときめく……」


    　自然と頬ほおが紅こう潮ちようし、瞳ひとみは少年のように輝いた。


    　魔術ヴアールには様々な道具が必要だ。そして蓄ちく積せきされた知識が必要だ。そのため、今から二百年前にとある組織が作られた。


    　魔術結社『黒の森シユヴアルツヴアルド』。


    　世界中に散った魔術師ヴアルドたちの研究成果を共有するための場所であり、魔術ヴアールに必要な道具を流通させるための組織でもある。


    　魔術師によって組織された秘密結社──と言うと何やら犯罪に手を染める凶きよう悪あくな組織のように思えるが、要するに魔術を愛する変人たちが集まって、ひっそりと研究をすすめているという地味な集団なのだった。


    　大きな街にはたいてい彼らの営いとなむ店がある。この店もその一つで、最初に出した真しん鍮ちゆうのコンパスは入店許可証でもあった。ダヤンはここへ買い物に来たのだ。


    　さすがの品しな揃ぞろえにダヤンが感心していると、それを見て鷲わし鼻ばなの老ろう爺やは暗く呟つぶやいた。


    「その年で魔術なんぞに魅み入いられるとは……気の毒な若わか造ぞうだな。人に後ろ指を差されるような人生を選ぶとはね」


    「どうして気の毒？　だってこの世に魔術より美しいものなんてないだろ？　惹ひかれるのは自然の摂せつ理りというものだ」


    　ダヤンは棚たなの品物を見ながら大おお真ま面じ目めに答えた。


    「ははっ！　いかれたガキめ。今日は何が目当てだ？」


    　破裂するような笑しよう声せいを上げて老爺は聞いてくる。


    「魔術法陣ヴアルグラーンを売りたい」


    　ダヤンは腰こしの革鞄かばんから数十枚の紙束を取り出した。


    「こりゃあ……」


    　受け取った老爺はそこに描かれた図形に見入る。


    「お前さんが考案したのか？」


    「もらいものを使いやすく改良したんだよ」


    　ダヤンが先日喰くった悪魔の保有する魔術法陣の一部である。それを人間の魔術師でも扱えるように改良したものだ。ダヤンはそうして生計を立てている。そうして金かね儲もうけをすることが旅の目的なのだと、ダヤンはアリアに思い込ませている。


    「たいしたもんだな……」


    　老爺は感心して何度も何度もその魔術法陣を見比べていた。


    「それから買い物もしたいんだ。一級高純度無加工の石ざく榴ろ水すい晶しようを一ひと枡ます。サザレ蜘ぐ蛛もの糸を一巻き。ドラドラ蝙こう蝠もりの血ち墨ずみを一瓶びん。ネム樺かばの皮を十四枚」


    　棚から目を離すことなくダヤンは一息に注文した。


    「豪ごう気ぎな買い物だな。庶民の月の稼ぎが吹っ飛びそうな額だが、まあ、これだけの魔術法陣と引き換えなら釣りが出るよ。ちょっと待ってろ」


    　老爺は奥の部屋へ行ってしばらくゴトゴトと物音を立てると、ダヤンの注文した商品をまとめて持ってきた。


    「差額は七万二千ヤールだ」


    　告げられた金額の通り紙幣を手渡される。若者の一般的な月の稼かせぎの三分の一程度。十分なおつりだとダヤンは満足する。そして布に包まれた商品を受け取った。


    「用が済んだならさっさと帰りな」


    　老ろう爺やはかすれた声でそっけなく言い、部屋に置いていた古い椅い子すへ億おつ劫くうそうに腰こし掛かけた。


    「いや、もう一つ用事があるんだ」


    「何だね？」


    「ある魔術師ヴアルドを捜さがしてる。何でもいいから情報がほしい」


    　ダヤンを見上げる老爺の表情はたちまち渋しぶくなった。


    「魔術師の情報だと？　よほど高名か、あるいは危険人物じゃなけりゃ難しいな」


    　困ったように頭を掻かいている。


    「いったい誰を捜してる？」


    「狂きよう乱らんのオスカー」


    　たちまち老爺の表情は凍こおり付つく。


    「狂乱の……！　小こ僧ぞう！　なんて奴やつを捜してるんだ！」


    　激しく動揺する老爺とは対照的に、ダヤンは平静な顔をしていた。


    「オスカーについて何か情報はないか？」


    「……お前、どうしてあんないかれた魔術師を捜してるんだ？」


    「大事なものを盗とられてね、どうしても取り返したい。何か知らないか？」


    　ダヤンは真ま顔がおで老爺を見み据すえ、追い詰めるように問いただした。


    　老爺は数秒のあいだ唇くちびるを引き結んでいたが、かすかに口を開いた。


    「知らんな」


    　それ以上何も言おうとしない。ダヤンは吐と息いきとともに肩かたの力を抜いた。


    「そうか……分かったよ。これを売ってくれてありがとうな」


    　買った商品を抱えて背を向けると、地下室から出るための階段に足をかける。


    「おい、小僧」


    　強こわ張ばった声がダヤンを引き留めた。ダヤンは首だけで振り返った。


    「悪いことは言わん。あんな危険人物を捜すのはやめておけ」


    　老爺は険けわしい顔で諭さとしてきた。皺しわだらけの顔をじっと見つめ、ダヤンはふっと笑った。


    「心配してくれるのか、ありがとう。だけど……俺はどうやってでもあいつをぶちのめして、大事なものを奪い返してやると決めてるんだ。そのために旅をしてる」


    　老爺はしばし絶句し、憐れん憫びんすら感じさせる声こわ音ねで呟つぶやいた。


    「……お前……普通じゃねえな」


    「魔術師というのはそういうものだろ」


    　ダヤンはじゃあなと手を上げて、今度こそ店を後にした。


    



    



    　ランドルフ医師宅に帰る道すがら、ダヤンは昔のことを思い出していた。


    　子供の頃から度たび々たびおかしな子だと言われた。


    　敬けい虔けんな教会キルヒエン信徒の多い田舎いなかの村に生まれ、厳格な教師の父と穏やかな母と生き真ま面じ目めな兄の元で育ち、家族の中でダヤンだけが周囲からそう評された。


    　そんなダヤンが『師匠』に出会ったのは、七歳のある日のことだった。


    　村外れのあばら家で怪あやしい魔術ヴアールの研究をしているという噂うわさの男である。魔術師ヴアルド──と呼ばれて村中の人たちから忌いみ嫌きらわれていたその男にふと興味を抱いたダヤンは、彼のあばら家を訪ね、彼が使う魔術を覗のぞき見た。


    　そこにあったのは圧あつ倒とう的てき造ぞう形けい美びを誇ほこる魔術法陣ヴアルグラーンと、それらが発する怪しい輝き。ダヤンは一目見た瞬間──魔術に、堕おちた。


    「俺にそれを教えてください！」


    　その場であばら家に飛び込み、男に無理やり弟子入りした。


    　ダヤンが師匠の元へ入いり浸びたっていることは、たちまち村中の噂になった。


    　学校の友達はダヤンに石を投げたし、近所の人たちはダヤンを異常者扱いする。


    　それに頭を抱えた両親はダヤンを叱しかり、尻しりを叩たたき、納な屋やに閉じ込め、懸けん命めいに説得したが、ダヤンはその言葉を聞き入れなかった。


    　ダヤンは人をよく観察する子供だったが、他人の感情に左右されることのない子供でもあった。ありていに言ってしまえば、誰に嫌われても疎うとまれても笑われても詰なじられても、全く痛つう痒ようを覚えることがなかったのだ。


    　人に好かれようなどと思わない。愛されることなんてくだらない。そんなのはどうだっていいことだ。


    　世界がダヤンを嫌おうが、ダヤンは世界を愛している。


    　ダヤンを厳しく[image: ]り飛ばす厳格な教師の父も、ダヤンからいつも目を逸そらす母も、ダヤンに侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを注そそぐ兄も、ダヤンを嘲あざ笑わらう近所の人たちも、ダヤンを攻こう撃げきの対象にする学校の友人たちも──ダヤンは全員を好きだった。


    　自分を嫌っている人なんて好きになれないと人は言う。おかしな話だ。自分が誰を好きになるか、どうして他人の感情に左右されなきゃならないんだろう？


    　少年だったダヤンはある種無敵の自己中心性で、嫌われていようが何だろうがお構いもなくみんなのことが好きだったのだ。


    　何に煩わずらわされることもなく、ダヤンは毎日毎日師匠の元へ通った。


    　するとある日師匠が聞いた。


    「お前はどうしてここへ来る？」


    「……師匠の使う魔術ヴアールが本当に美しいと思ったからです」


    　ダヤンが初めて会った時のことを思い返して答えると、床に座っていた師匠は顔を上げて向むかいのダヤンを見た。はっきりとダヤンを見ていた。真正面から目が合ったのはこの時が初めてだった。師匠は人の顔をあまり見ない。


    「お前は僕に似ているな」


    　師匠はぽつりと呟つぶやいた。


    　そして次の日、ダヤンの右の手のひらに、魔術を扱うための魔術法陣ヴアルグラーンを刻んでくれた。


    　その模様は本当に美しく、ダヤンは心から嬉うれしかった。


    　師匠はそれからというもの、ダヤンに様々なことを教えた。


    　ダヤンが初めて悪魔を見たのもこのころのことである。


    　師匠は自分が悪魔と契約するつもりだと言い、魔術を使って一体の悪魔を呼び出した。


    　それはカラスのような形をしていた。大した力のない下級悪魔だという。


    「それでも研究の足しにはなるだろう。僕は多くの悪魔と契約している。力は多ければ多いほどいい」


    　初めて見た悪魔に見とれているダヤンを見て、師匠はいつもより饒じよう舌ぜつに説明してくれた。契約の交かわし方。その際の注意点。それらを事こと細こまかに──


    「悪魔というものはいつも強い願いを持つ人間を探している。その人間と契約を交わして魂たましいを喰くらうために。この悪魔も、僕の魂欲しさに寄ってきた」


    　その意味を頭の中で噛かみ砕くだき、ダヤンは仰ぎよう天てんした。


    「え!?　師匠が悪魔に魂を喰われるということですか？」


    　素すっ頓とん狂きような声を上げる。しかし師匠は首を横に振った。


    「いいや、代わりに別の魂を喰わせる」


    「……別の？」


    「人間は己おのれの所有する魂でなければ悪魔との契約には使えない。だが、僕は他人の魂の所有権を奪うことができる。生まれつきそういう力がある」


    　師匠は抑よく揚ようのない声で淡たん々たんと言ったが、何かとても怖こわいことを言われた気がした。


    　誰かの魂はその人だけのもので、他の人が触ふれてはならないと思ったのだ。


    「……俺は俺の魂だけで十分です。人の魂はいらない」


    　ダヤンは少し反抗するような気持ちで言い返した。すると──


    「お前が他人の魂の所有者になることは可能だ」


    　師匠は乾いた声でそんなことを言い出した。


    「どんな人間でも他人の魂の所有者になれる方法が一つだけある」


    　そんなの知りたくないと思ったけれど、師匠はダヤンにその恐おそろしい方法を教えた。聞かなければよかったとダヤンは思った。


    　師匠には妻と娘がいた。師匠が魔術ヴアールの研究をしているあばら家ではなくて、村の片かた隅すみにある小さな家に住んでいた。その娘というのがアリアだったのだ。


    



    



    　ランドルフ医師の家の一室──ダヤンの借りている客間に置かれた黒い棺ひつぎの中で、アリアは夢を見ていた。


    　真っ暗くら闇やみの中にたった一人で佇たたずんでいる。


    　自分が眠っているのだとすぐに分かった。


    　夢を見る死体など滑こつ稽けいだと自じ嘲ちよう的てきに思う。


    　黒い夢の中で、アリアは一人きりだった。


    　いつもそばにいる相手がここにはいない。


    　がらんどうの世界にたった一人で取り残されたような不安感。


    　黒々とした空間の中、アリアは膝ひざを抱えて丸まった。


    　この感覚は何だろう……これを寒いというのだったっけ……？


    　もう温度を感じなくなってしまったアリアの身体からだは寒さも冷たさも覚えていない。


    　こんな風になってしまったのは全てあの男のせいなのだ。


    　次に目を覚ましたら今度こそ殺そう。


    　棺の蓋ふたが開いた瞬間にあの男ののどを切きり裂さこう。


    　アリアを操る暇ひまなど与えず一息に。


    　だから……早く帰ってくるといい。


    　いつもの飄ひよう々ひようとした顔で棺を開けてほしい。


    　もしもダヤンが帰ってくることなく、どこかで勝手に死んでしまったら、魔力の供給をされなくなったアリアはたちまちただの死体になってしまうのだ。


    　そのうち知らない人に発見されて、身み寄よりのない死体として土の中に埋められる。


    　そのまま永遠に一人きり……


    　それを想像すると闇より黒い恐怖が胸の中を浸した。


    　この身体は本当に、屍しかばねでできた人形なのだ。


    　アリアはダヤンがいなければ、目を覚ますことすらできない。だから……だから……


    「早く帰ってきなさいよ……」


    　膝を抱え、闇に向かって呟つぶやいたその瞬間、コンコンコンと棺を叩たたく音が夢の中に響いた。


    　棺の蓋が開かれ真っ暗闇の世界が崩れ去り、アリアはゆっくりと目を開けた。


    　目覚めた瞬間、夢の中の光景は砂が零こぼれ落ちるように消えてゆき、ただ、恐怖心だけが胸の内に残った。


    　ぼんやりと辺りを見ると、目の前にはよく知った男の顔がある。


    　それを見た瞬間の感情に名を付けるなら、安あん堵どというのがふさわしいのかもしれないが、アリアはその感覚に嫌けん悪おを覚えて己おのれの心に蓋ふたをした。


    　憎い男が帰ってきて安堵する自分の浅ましさを疎うとましく思う。


    「ただいま」


    　ダヤンは言いながら棺ひつぎの隣にしゃがんだ。


    　アリアはゆっくりと身体からだを起こし、彼の方へそっと手を伸ばした。そして強く腕うでをつかみ、手て荒あらくひねり上げる。


    「無む理り矢や理り棺に閉じ込められて、とっても悲しかったわ」


    　少しも悲しそうではない冷ややかな声でアリアが言うと、ダヤンは悲鳴を上げて身をよじる。


    「ぎゃあああああ！　やめろ！　ごめん！　悪かった！」


    　その謝罪を受けて、アリアは彼を解放する。


    　ダヤンは涙目でへたりこんだ。


    「邪魔な女を起こして何の用？」


    　アリアは棺のふちに両腕を置き、そこへ顎あごを乗せた。


    　ダヤンはへたり込んだまま顔だけを上げる。


    「疑ぎ似じ体液を少し取らせてくれ」


    　その言葉でアリアはすぐ彼のしようとしていることを察した。


    「どうぞ」


    　右の腕を軽く突きだす。


    「準備するから少し待ってろ」


    　ダヤンは一度立ち上がり、買い求めてきた荷物の中から袋を取り出すと、すり鉢ばちを足の間に抱えて袋の中身をぶちまけた。赤い水すい晶しようがざらざらと零こぼれる。


    　彼は力を入れてすり鉢を押さえ、すりこぎで水晶を磨すり潰つぶし始めた。


    　真しん剣けんな顔で一いつ心しん不ふ乱らんに作業を続ける。


    　その横顔をアリアは棺の中に座ったまま眺ながめ続けた。


    　魔術法陣ヴアルグラーンを描くときや薬品を調合するとき、ダヤンはこの世から隔かく離りされたように深く集中する。周囲のいっさいが目に入らず、自分の肉体のみを世界としているかのように──


    　今なら触ふれても気づかないだろう。刺されて心臓が止まるまで気付かないかもしれない。


    　けれどダヤンがあんまりにも真剣な顔をしていたので──アリアはその表情に見入ってしまった。わけの分からない奇妙な錯さつ覚かくに陥おちいり、何な故ぜだかこの時間が永遠に続けばいいような気持ちがする。


    　いつの間にか恐怖心が消えていた。ここには今ダヤンがいる。例えばアリアが今ここで死体に戻ってしまうとしても、意識の途切れる最後の瞬間にはダヤンが傍そばにいるのだ。一人で闇やみの中に放り出されたりしない。


    　安心するとともに己おのれの心を嫌けん悪おした。アリアはダヤンを殺すと決めている。復ふく讐しゆうを果たすと誓ちかっている。その力が自分にはある。それなのに……今まで幾いく度どとなく訪れた機会をこうして手放してきた。まるで身体からだだけでなく頭の中まで操られているみたいだ。


    　そこでダヤンが作業を中断し、アリアの方に右手を差し伸べてきた。


    「手」


    　短く言われ、アリアは恭うやうやしく白い手を差し出す。まるで騎き士しの口付けを求める淑しゆく女じよのようなその仕し草ぐさに、与えられたのはナイフの切っ先だった。


    　ダヤンはアリアの手を取り、その指先を刃物で切ったのだ。赤い液体が球を作り、重力に従って流れ落ちる。


    　ダヤンはその雫しずくを水すい晶しようの粉が入ったすり鉢ばちで受けた。


    　アリアの傷は、ダヤンが軽く背中の魔術法陣ヴアルグラーンに触ふれるとすぐに消えた。


    　ダヤンは体液を加えた水晶の粉末を丹たん念ねんに擦すり混ぜて、作業を終える。


    　真しん剣けんな顔ですり鉢の中を見ているダヤンを眺ながめ、アリアは棺ひつぎのふちに頬ほお杖づえをついて聞いた。


    「上う手まくできたみたいね」


    　ダヤンは訝いぶかるようにこちらを向いた。


    「分かるのか？」


    「あなたの顔を見ていればね。ちゃんと集中していると、あなたはほとんどまばたきしなくなるもの」


    　アリアは自分の瞼まぶたを押さえてみせた。


    　ダヤンは驚いたように瞬きする。


    「考えたことなかった」


    「いつもそうよ」


    「へえ……よくそんなところを見てるな」


    　感心したように言われてアリアは一瞬言葉を呑のんだ。


    「……二年も一いつ緒しよにいれば、誰だって気付くわ」


    　無難なところに言葉を落ち着かせる。


    　二年前にアリアが目覚めた時、彼女はもう死んでいた。


    　自分が何者であるかは全く覚えておらず、残された記憶はたった一つ、目の前の男に殺された瞬間の映像。そして胸の中には制せい御ぎよしがたい強烈な怒りが渦うず巻まいていた。


    　男はアリアを金かね儲もうけの道具にするため蘇よみがえらせたと語り、アリアの背に所有の証あかしを刻んで好き勝手に操った。


    　失った記憶の代わりに得たのは人間離れした戦闘能力。


    　自分が何者なのか……自分に何が起きたのか……アリアは何一つ分かっていない。


    　未だに混乱の中、ただ屍しかばねの身体からだで存在し続けている。


    　黙っていると不安でおかしくなりそうだ。


    　だから不安を殺意に変えて、アリアはダヤンを殺すと言葉にする。


    　復ふく讐しゆうという目的があれば、アリアは存在することが許される。


    　自分を殺した男を殺す──そのために、今日も彼を見つめ続けるのだ。


    「……用事が終わったならもう寝る」


    　アリアはふいっと顔を背そむけ、棺ひつぎの中に納まった。


    「ああ、おやすみ」


    　ダヤンはそう言って棺の蓋ふたを閉める。


    　暗い棺の中でたちまち意識が遠のくが、今度は怖こわいと思わなかった。


    　眠っても、すぐそばにダヤンがいる。


    　胸の中を満たすのは、不ふ愉ゆ快かい極まりない安心感。


    　その感覚に包まれて、アリアは夢の中へ落ちていった。


    



    



    　その日の深夜──同じ屋根の下でとある光景が繰り広げられていた。


    　自室で頭を抱えるランドルフ医師の目の前に、一人の美しい令れい嬢じようが佇たたずんでいる。


    　いや、それを一人と称していいのだろうか？　古風な貴族めいた衣装を身にまとうその令れい嬢じようの背中には黒い蝶ちようの羽根が生え、気まぐれに足を踏み出せば身体からだは宙ちゆうにふわりと浮かんだ。
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    『困ったわねえ……あなたがそんなに苦しんでいるとあたくしも苦しいわ』


    　胡こ蝶ちようの令嬢は言葉に反して楽しげに笑っている。


    「どうしてお前は叶かなえてしまったんだ……私はそんなことを望んでいなかった」


    　ランドルフは椅い子すに座って苦しげに声を振ふり絞しぼる。


    『ふふふ……おかしいわねえ……望んでいなかったのに叶ったと思うの？　それは違うわ。あなたは心の奥底で望んでいたのよ。あたくしはそれを叶えたの。本当は嬉うれしかったでしょう？　正直におなりなさい』


    　優しく甘やかすように毒の言葉を吐はきながら、胡蝶の令嬢はランドルフの頬ほおに触ふれる。そして苦悩に満ちた彼の顔を見ると、満ち足りたように微ほほ笑えんだ。


    『素す敵てきな顔……あなたが苦しめば苦しむほど、あたくしの餌えさは美お味いしくなるわ。あたくしは苦悩に満ちた魂たましいが何より好きよ』


    　うっとりと頬を染めるその顔を見て、ランドルフは何も言えずにただ拳こぶしを握にぎる。


    　その光景を扉とびらの隙すき間まから見ている者がいたことに、ランドルフは最後まで気づかなかった。

  


  
    



    　　　第三章　怪しい人たちと迷走する真相


    



    　ダヤンはアリアが棺ひつぎに戻った後も、夜よ更ふけまで別の作業を続けた。


    　今の自分に以前ほどの集中力がないことをダヤンは自覚している。


    　ダヤンが一番集中できるのは、アリアが傍そばにいるときだった。彼女の温かさに触ふれている時だった。


    　だから今はもう、昔ほどに深く集中することはできない。冷たい彼女の肌はだに触れると、ダヤンの意識は否いや応おうなく乱れる。


    　そんな己おのれの弱さについて考えながら作業を続けていたが、いつの間にか眠ってしまい、気付くと夜が明けていた。


    　何気なく窓から外を見ると、知らない男が家の前の道に佇たたずんでいるのが目に入る。


    　ダヤンは窓から離れてすり鉢ばちの中を確認した。粉々に砕くだかれた赤い水すい晶しようが、アリアの体液を吸って程よく熟成されている。それを革袋に詰めて寝かせ、散らかった道具を適当に片づけ、そこでもう一度窓の外を見た。


    　さっきの男はまだ同じ場所に立っていた。明らかにこの家を見ている。


    　眉まゆをひそめ、ダヤンは部屋から出た。


    　昨夜場所を聞いていたリリフィーナの部屋まで行くと、扉とびらをノックして返事を聞かずにそのまま開ける。


    「あのさ、外に……」


    　男がずっと立っているんだが──と言いかけて、ダヤンはぴたりと止まった。


    　リリフィーナは服を着ていなかった。というか、着替えている途中だった。ワンピースを手に持ったまま唖あ然ぜんとして硬こう直ちよくしている。


    　少女らしく細い身体からだに、窓から差し込む朝日が当たる。横を向いていたので女性らしい乳ち房ぶさのふくらみがはっきり分かった。半分見える白い背中は真珠のように白い。


    「ちょ……出ていってください！」


    　激怒され、ダヤンはすぐさま部屋を出るとドアを閉めた。部屋の中から慌あわてたような衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。


    「悪い」


    　ダヤンは扉越しに謝罪して出直そうとするが、すぐに呼び止められた。


    「大きな声を出してすみません。何か用事だったんですよね」


    　昨日と同じ穏やかな声で聞いてくる。ダヤンは扉を挟んで事情を説明した。


    「家の前に知らない男がずっと立ってるんだ。知り合いかと思って」


    「……男の人ですか？」


    　リリフィーナは不審そうに呟つぶやくと、足音を立てドアから離れ、すぐに戻ってきた。


    「誰もいないですよ」


    「そうか、ただの通りすがりかな」


    　そう言い切ってしまうには、あまりに長い時間あの男はこの家を見ていた。


    　知り合いでないとはとても思えないが、すでに立ち去った後なら確かめようがない。


    　ダヤンが追究を諦あきらめて部屋に戻ろうとすると、ドアが内側から開かれた。きちんとワンピースに着替えたリリフィーナが、いささか暗い面おも持もちで廊下に出てくる。


    「あの……ちょっと聞きたいことがあるんですけど、いいですか？」


    「うん？　何？」


    　軽く首を傾かたむけて聞き返すと、リリフィーナは視線を左右にさまよわせた。


    「ダヤンさんは、その……魔術師ヴアルドなんですよね？」


    「まあね」


    　ダヤンはさらりと肯こう定ていする。


    「魔術師というのは、悪魔の生態に詳しいんですよね？」


    「それはまあ、悪魔の模も倣ほうをするのが魔術ヴアールだからね」


    「ですよね、魔術師というのは悪魔と親しいんですよね」


    　リリフィーナは口元に拳こぶしを当てて、難しい顔をしている。


    「親しいともいえるが、場合によっては悪あく魔ま祓ばらいもするよ」


    「え!?　そうなんですか？　それは教会キルヒエンの仕事じゃないんですか？」


    　彼女は驚いたように高い声を上げた。


    「悪魔との関わりを公にしたくない人間は、魔術師に依頼することがあるね」


    　悪魔祓いを依頼する人間の大半は、悪魔の契約者ベルダーの身内である。親族が悪魔にそそのかされて契約を交かわしたことを隠したがる者は多い。


    「そうなんですか……悪魔というのは、どうして人に取り憑いたりするんですか？　何を考えて、何のために動いているんでしょう？」


    　思いつめたように聞いてくるリリフィーナの顔色はずいぶんと悪い。


    　悪魔が取り憑く──という言葉は素人しろうとがよく使うが、正確に言うなら悪魔と契約した──だ。


    　そんなことを考えながらダヤンは質問を返した。


    「何でそんなことを聞くんだ？　悪魔に取り憑かれた人間でも知ってるのか？」


    「あ、いえ、魔術師という人に初めて会ったので、ちょっと好奇心が湧わいて……」


    　リリフィーナは誤ご魔ま化かすように笑った。


    「……食欲だよ」


    　一いつ考こうし、ダヤンは端的に答えた。


    「悪魔はただ、美う味まい人間の魂たましいを喰くうことだけを考えてる。そこに悪意は一つもない。ただ、人間が美お味いしい野菜を育てようとするみたいに、悪魔は美味しい魂たましいを育てて喰くうんだ。そういう習性の存在であるというだけだ」


    　その説明を聞き、リリフィーナは真っ青になって黙り込んだ。


    　二人は廊ろう下かに佇たたずみ、しばし沈黙したまま向き合っていると、足音がして家主のランドルフが通りかかる。朝だというのに昨夜よりも疲れた顔をしていた。


    　リリフィーナはぎくりと表情をこわばらせ、父に朝の挨あい拶さつをすると気まずそうに部屋へ戻ってしまった。


    「おはよう。世話になって悪いね」


    　ダヤンはにこっと笑ってランドルフに挨拶した。


    「顔色が悪いけど体調でも悪いのか？」


    　続けて問いかけると、ランドルフは小さくため息を吐ついた。


    「ここのところ寝付けなくてね。ダヤン君はゆっくり休めたかい？」


    「仕事で夜よ更ふかしはしたが、まあいつも通りだ」


    「そうか、仕事が上う手まくいくといいね。うちでよければゆっくりしていってくれ」


    　ランドルフは力なく笑って廊下を歩いていった。


    　ダヤンはその後ろ姿をじっと見送り、客間へ戻った。


    　静かに横たわっている黒い棺ひつぎの前に胡坐あぐらをかき、しばらくの間その冷たい佇まいを眺ながめる。


    　アリアの魂は屍しかばねとなった肉体に無む理り矢や理り繋つなぎ止められているのだ。起きて活動すればするだけ、その魂は痛んでしまう。


    　取り返しがつかないほどに痛んでしまえば、もう生き返らせることは不可能だ。できることなら生き返るまで起こしたくはなかった。


    　しかし、それはガーガウルドとの契約に反する。ダヤンは彼女を道具として使い、悪魔を捕とらえる旅を続けなければならない。


    　だからダヤンは、彼女を起こす。起こせば起こすだけ魂は痛み、いずれこの身体からだに繋ぎ止めておくことができなくなると分かっていても。


    　このまま旅を続ければあと五年──五年でアリアの魂は消滅してしまうことだろう。それまでに、ダヤンは六百六十六体の悪魔をこの身体に封じ、奪われたアリアの魂の半分を取り戻さなければならないのだ。


    　そのために、ダヤンは今日も彼女を起こす。


    　ノックして、棺の蓋ふたを開けた。


    「アリア、起きろ」


    　ダヤンの呼びかけに応じてアリアのまぶたが開く。


    「この家のことを調べに行く。ついてきてくれ」


    　アリアは目を細めて起き上がり、ぐっと顔を近づけてきた。


    「昨日は来なくていいと言ったくせに」


    「一秒前はもう過去だ。小さなことに囚とらわれてどうする」


    　昨日はオスカーの情報を集める目的もあったから、アリアを連れてゆくわけにはいかなかったのだ。ダヤンの本当の目的を、彼女に知られるわけにはいかない。


    　それを隠し、飄ひよう々ひようとした笑みを浮かべる。


    「とにかく片かたっ端ぱしから情報を集めていくぞ。お前が必要だ」


    　アリアは不可解そうに眉まゆを寄せ、ぴんときたらしくわずかに目を細めた。


    「ああ……そういう作戦なのね」


    「そういうこと。俺が餌えさだ」


    　ダヤンは親指で自分の胸を指し示した。


    「いいわ、喰くわれないように護衛してあげる」


    　アリアはひらりと立ち上がり、荷物の中からダヤンのコートを出して羽は織おると部屋の窓を開け放った。窓まど枠わくに足をかけ、一瞬で地面に飛び降りる。


    「おい、俺を置いていくな」


    　ダヤンは呼び止めながら急いで客間を出て行った。


    　リリフィーナに近所で人の集まる店をいくつか聞き、アリアを追って家を出る。


    



    



    「魔術法陣ヴアルグラーンの美しさに魅み入いられた──以外で悪魔に関心を持つ理由は何だ？」


    　ダヤンは街の通りを歩きながら疑問を口にした。


    　今朝交かわしたリリフィーナとの会話が頭に残っている。


    　傍かたわらを歩くアリアが頭からフードを被かぶってこちらを見上げた。


    「悪魔と関わっているから」


    「その可能性は十分考えられるな」


    　言いながらダヤンは身み震ぶるいする。コートを取られて晩秋には相応ふさわしくない薄着だった。よれたシャツにすり切れたズボンという哀あわれを誘ういで立ち。


    「さぶい……」


    　昔から寒いのと冷たいのは嫌きらいだ。一年中春であれば世界はもうちょっと平和なのじゃないかと思う。


    「お前が生きてれば、お前の身体からだで暖をとれるんだがな……」


    　ため息まじりに呟つぶやくと、隣を歩いていたアリアが冷ややかかつ淡たん々たんと言った。


    「清すが々すがしいくらいに変態ね。殺すわよ」


    「失しつ敬けいな奴やつだな。変態に生きる権利はないというのか」


    「大丈夫よ。無神経な変態に限って長生きするんだから」


    「そうか、よかった」


    　胸を撫なで下ろし、ダヤンは黙々と足を進めた。


    　目的の場所は近所の酒場だ。リリフィーナに聞いた話によると、昼間も食堂として営業しているらしい。


    　教えてもらった道順で進むとすぐにたどり着いた。商店街の一角に佇たたずむ小ぢんまりとした酒場だ。なかなか盛況らしく建物の外にまで笑しよう声せいがこぼれている。


    　ダヤンが年季の入った木の扉とびらを開けると、すぐ近くの席に座っていた客が何人か振り返った。店内では十五人ほどの客が楽しそうに飲み食いしている。


    　ダヤンがカウンター席に座ると、隣の席にフードで顔を隠したアリアも腰こし掛かけた。


    「兄ちゃん、見ない顔だね」


    　店主らしい中年の男がカウンターの中からにこにこと話しかけてきた。


    「旅の途中で立ち寄ったんだ」


    　ダヤンもにこにこと返事をする。


    「何か飲むかい？」


    「ええと……ミルク。それから何か甘いもの」


    　店主は呆あきれたように口を開けてははっと笑った。


    「酒場で頼むものじゃねえなあ。ビールくらい飲まないのかい？」


    「酒は弱いし味が嫌きらいなんだよ。苦いのも酸っぱいのもしゅわしゅわするのもダメだ。世界にはミルクとお菓子とハンバーグがあればいい。そしてジャガイモが添そえてあればいい」


    　ダヤンは信念をもって断言した。店主はゲラゲラと笑いだす。


    「それじゃあ甘くてあったかいミルクを用意してやるよ」


    　棚たなから陶器のカップを出そうとする背中を見つつ、ダヤンは何気なさを装って尋たずねた。


    「俺、ランドルフ先生の家に厄やつ介かいになってるんだ。先生も娘さんも優しくてすごく助かってるんだよ。だけどさ、なんで初めて会った俺に親切にしてくれるんだろうな」


    「ああ、ランドルフ先生は昔からああいう人なんだよ。本当に立派な人でなあ」


    　店主は背を向けたまま少し嬉うれしそうに答えた。


    　そこで隣の隣に座っていた客の一人が話に入ってきた。


    「おいおい、兄ちゃん。先生のとこに厄介になってるって？　リリフィーナちゃんが可か愛わいいからって手え出しちゃいけねえぞ」


    　酔よって真っ赤な顔になった老夫である。酔い方に年季が入っているところが見事だ。


    　老夫の言う通りリリフィーナは可愛い顔立ちをしているが、ダヤンの感性に照らし合わせれば所しよ詮せん不完全な人間の造形でしかない。


    「見た目はともかく、あの子は料理上じよう手ずだね」


    「まあなあ……おっかさんを早くに亡くしてるからなあ……」


    　老夫はちびりと盃さかずきの酒を飲んだ。ダヤンはぴくりと反応した。昨日リリフィーナが言っていたことを思い出す。


    「ああ、その話は聞いたよ。気の毒な亡くなり方だったのか？」


    「事故だよ。馬車に轢ひかれてなあ……。それより気の毒なのは、リリフィーナちゃんも同じような事故にあったことさ」


    「へえ？」


    　ダヤンは本気で驚き、声を上げた。老夫は感かん極きわまったように首を振る。


    「背中がざっくり切られる酷ひどい怪け我がで、通りが血の海になっちまって……あの時はもう助からねえと思ったけどな」


    「爺さんやめなよ、そんな話」


    　店主が老夫をたしなめて、ダヤンの前にミルクと焼き菓子を置いた。


    　ダヤンは老夫の言葉を頭の中で繰り返し、その光景を想像する。助からないほどの怪我を負ったというリリフィーナの姿を思い浮かべる。


    「でも、今は元気そうじゃないか。無事に助かったんならよかったよ。やっぱり先生の娘さんだからいい治療が受けられたのかな」


    　訝いぶかる気持ちを隠して話を続けると、老夫は身を乗り出して隣の席に移ってきた。


    「それがなあ……めでたしめでたしの話じゃないのさ。娘が助かったかと思ったら……今度は身代わりみたいに息子が死んじまったんだよ」


    　息子──というとつまり……？


    「娘さんのお兄さんのことか？」


    「そうさ。ランドルフ先生の跡を継ぐはずだったんだけどなあ……」


    　ダヤンは難しい顔で考え込んだ。地味にひっそりと写真に写っていた若者の姿を思い出す。同時に、リリフィーナの言葉がよぎった。


    　兄は人を不幸にすると彼女は言った。その兄が、妹の身代わりみたいに、死んだ──？


    　何か不吉な繋つながりを感じる。


    「あの息子ってのも気の毒で……」


    「おいおい爺さん、もう本当にやめときな。よその人に言うようなことじゃないだろ。おしゃべりが過ぎるよ！」


    　店主が今度はかなり強い口く調ちようで老夫を諭さとした。


    「そうだな……やめとくか。余よ計けいな話を聞かせちまったね、旅人さんよ」


    　老夫はそう言ってぐびりと盃をあおった。


    　これ以上は難しそうだと思い、ダヤンは仕方なくそれ以上の情報を得ることを諦あきらめた。


    「もっと教えてくれないか？　実はちょっとした事情があって、俺は先生のことを色々と調べてるんだ」


    　情報を得ることを諦あきらめたダヤンは、代わりにあからさまな挑ちよう発はつをする。


    　老夫と店主はたちまち表情が険けわしくなった。


    「何だって？　先生を調べてるだと？」


    「どういうことだ？」


    「何でもいいから教えてくれよ」


    　ダヤンはしつこく食い下がった。


    「何だか知らないが、先生に失礼なことするんじゃねえよ。帰りな」


    　店主がはっきりと不快を示し、ダヤンを店から追い出そうとする。


    「しょうがないな、出直すよ」


    　ダヤンはミルクを飲んで焼き菓子を油紙に包み、おとなしく酒場を出る。


    「先生を探さぐっている人間がいるって、噂うわさになるかしらね？」


    　後ろをついてくるアリアが小声で聞いてきた。


    「探られたらまずいことがある人の耳まで、ちゃんと届けばいいんだがな」


    　ダヤンも声をひそめて答えた。


    「何度か繰り返せばきっと想いは届くだろう」


    　冗じよう談だんめかして言い、少し歩いて次の店へ行こうとすると、


    「なあ、あんた。ランドルフ先生のことを調べてるのか？」


    　背後から声をかけられた。


    　振り返ると、ダヤンと同じ年頃の若者が険しい顔で立っている。短髪で目つきが悪い若者だ。幼い言葉で表現するなら、いかにも不良っぽい雰ふん囲い気きである。


    「お前、先生の家に泊とまってる客だよな。さっき酒場で先生のことを色々探ってただろ？　何でだ？」


    　警けい戒かい心しんをむき出しにした若者に、ダヤンは見覚えがあるような気がした。数秒目を閉じて思案し、どこで見たのか思い出した。


    「腹が減ったな」


    　ぽつりと言う。


    「朝飯、一いつ緒しよにどうだ？」


    　胡う散さん臭くさい笑みを添そえて誘い、歩き出した。若者は怪け訝げんな顔をしつつダヤンの後に続く。


    「魚が餌えさに食いついたかしら？」


    　隣を歩くアリアがフードの中から小声で言った。


    「どうだろうな。こんな短時間で想いが届いたなら嬉うれしいね」


    　若者に聞こえぬよう話しつつ、ダヤンは近くの店でソーセージとキャベツを挟んだパンを二つ買い、ぶらぶらと歩く。


    　一口齧かじると、ソーセージの塩気に酸っぱいキャベツが絶妙で美う味まい。


    　行儀悪く食べ歩きしていると、後ろから若者が焦じれたように聞いてきた。


    「答えろよ。何で先生を探さぐってる？　お前、何者だ？」


    「自分が何者であるかも明かさず人の素す性じようを問うのか。失しつ敬けいな奴やつだな」


    　ダヤンは歩きながら振り返り、じろりと若者を睨にらんだ。


    　若者はカチンときたらしく、ダヤンの肩かたをつかんで引っ張った。胸ぐらをつかみ上げ、怖こわい顔で詰つめ寄よる。


    「なめてんじゃねえぞ。さっさと答えろ！」


    　そう怒ど鳴なった若者は、次の瞬間、逆さまになって宙ちゆうに浮かんでいた。


    　アリアが彼の襟えり首くびをつかんでぶん投げたのだ。空中で一瞬静止した若者と、ダヤンの目が合う。頭から地面に叩たたきつけられて脳のう味み噌そをぶちまける寸前、若者は再び襟首を引っ張られて地面に転がされた。


    　それらは一瞬の出来事で、通りを歩いていた人たちの目には、若者が派手に転んだように映ったことだろう。


    　倒れた若者は何が起きたのか分からない様子で放心している。ただ衝撃だけを感じたのか、浅く早い呼吸を繰り返していた。


    「誰の許可を得てこの男に触さわっているの？」


    　ぞっとするような冷たい声が若者の頭上に降り注そそぐ。ずれたフードから覗のぞくアリアの美び貌ぼうと相あいまって、それは異様な恐怖心を喚かん起きした。


    「何だよ……お前……」


    　小柄な少女の手で自分の身体からだがおもちゃのように振り回されたという事実が、受け止めきれない様子である。


    「ただの道具よ」


    　アリアは無感情に答えてフードを深く被かぶり直した。


    　ダヤンは腰こしを抜かした若者の腕うでを引いて立たせてやる。


    「名乗るつもりはあるか？」


    　にこりと笑って問いかけると、若者は呑のまれたように押し黙り、ぼそっと名乗った。


    「……トトだ」


    「そうか、はじめまして。俺はダヤンだ」


    　無事に挨あい拶さつを終えると、ダヤンは再び通りを歩きだした。


    　若者──トトは慌あわててついてくる。


    「お前、何の目的でランドルフ先生のことを嗅かぎまわってるんだよ？」


    「そういうあんたも先生のことを探ってるのか？」


    　ダヤンはばくりとパンにかぶりつきながら聞き返した。


    「……何でそう思う？」


    　トトの声に猜さい疑ぎの響きがこもった。


    「あんた、先生の家を見張っていただろ」


    　今朝、医者親子の家の前にいた男が彼だったことを、ダヤンは思い出していた。


    「……見てたのかよ」


    「隠れているつもりだったのか？」


    　ちょっと馬ば鹿かにしたように聞き返したところで、ダヤンたちは街の中央広場にたどり着いた。


    　敷き詰められた石畳が模様を描く広場には、中央に噴ふん水すいがある。買い物をする人々が行きかう姿が見てとれた。


    　ダヤンは噴水のふちにどかっと腰こし掛かける。その傍かたわらにアリアが音も立てず座った。


    「あんたも座れよ」


    　隣を叩たたいてみせるが、トトは疑うたぐるような眼まな差ざしでダヤンの眼前に立った。


    「まだ質問に答えてないぜ。お前はどうして先生を探さぐってるんだ？　もしかして、警察か新聞記者じゃないのか？」


    　彼は必死とさえいえる様子でダヤンに詰つめ寄よる。


    　ダヤンはトトを見上げ、苦笑いしつつ答えた。


    「そんなものに間違われたのは初めてだな。残念だが違うよ。俺は旅の魔術師ヴアルドだ。教会キルヒエンに見つかると面めん倒どうが起きることもあってね。世話になってる家主が俺を教会に売ったりしないか、ちょっと気になっただけだ」


    　魔術師という言葉を聞いたトトは瞠どう目もくし、しかしすぐに落らく胆たんの表情を浮かべた。


    「……そうかよ」


    　酷ひどく思いつめた顔で歯は噛がみし、彼は背を向けて立ち去ろうとする。


    「まあ待て」


    　ダヤンは座ったままトトを呼び止めた。


    「俺は魔術師だと言ったろ？　困ってる人間には金で雇やとわれてやる心づもりがある。どうだ？」


    「……冗じよう談だんだろ……魔術師ってだけでも胡う散さん臭くさいってのに、そのうえ金で動く人間なんか信用できるかよ」


    　悪あく態たいをつきながらもトトの瞳ひとみは揺らいだ。


    「そんなことはない。金で動く人間の方が、誠意で動く人間より誠実だということを証明してやろう」


    　ダヤンはにいっと笑ってたたみかける。


    　時折周囲を街の人たちが通り過ぎるが、誰も二人がこんな物ぶつ騒そうな話をしているとは気づくことなく当たり前の朝を送っている。


    　そんな日常の隙すき間まから、ダヤンは相手を追い詰めた。


    「まあ話だけでも聞かせてみろ。俺はお前の力になれるかもしれないじゃないか」


    　トトは唇くちびるをかみしめて苦悩の表情を浮かべた。長いこと悩みぬき、拳こぶしを握にぎって口を開く。


    「魔術師ヴアルドってのは……人が隠していることを自白させたりできるのか？」


    「できなくはないが、精神操作は危険な術だ。下へ手たに使うと相手の脳を損傷する。そうまでして暴あばきたいことがあるっていうのか？」


    「……ああ、三か月前に死んだ人間の死因を調べたいんだ」


    　思いもよらないことを聞かれて、ダヤンは目をぱちくりさせた。


    「そういうことはできるのか？」


    　トトは苦悩から一変、ギラギラとした目でダヤンを睨にらむ。


    　ダヤンは少し考えて、不敵に笑った。


    「報ほう酬しゆうに応じてどんな望みでも叶かなえる。それが魔術師というものだ」


    　その隣で、アリアが小さく口を動かした。美しい唇が、「嘘うそ吐つき」という言葉を形作る。


    　失しつ敬けいなと思いつつ、ダヤンは彼女を無視して持っていたソーセージ入りのパンをトトに差し出した。


    「詳しく話を聞かせてくれよ」


    　するとトトは意を決したようにパンを受け取って飛び出たソーセージを一口かじり、


    「ギールがどうして死んだのか知りたい」


    　強い声で言った。


    「ギールはランドルフ先生の……」


    　トトが説明しかけたが、ダヤンはその名に覚えがあった。


    「先生の息子の名前だな？」


    　リリフィーナから兄の名として聞かされたその名前を、ダヤンは確認のために口にした。


    「ああ、さっき酒場で爺じいさんが話してた、先生の息子だ。あいつは俺の親友だったんだ。何の事情も聞かされず、いきなり死んだと言われても俺は納得できねえ。あいつがどうして死んだのか、どうしても知りたい」


    「……だとしても、どうして先生を探さぐってた？」


    　ダヤンがそこを追及すると、トトは表情を硬くして数拍息を詰め、鬼き気き迫せまる表情で言った。


    「ランドルフ先生が……ギールを殺したかもしれねえからだ」


    　強く拳を握ったせいで、持っていたパンがぐしゃりとつぶれた。


    「何な故ぜそう思う？」


    　ダヤンは淡たん々たんと理由を問うた。


    「リリフィーナちゃんが生きてる」


    　トトは間かん髪はつを容いれずに答えた。


    　ダヤンはさっき酒場で聞いた話を思い出した。死ぬほどの怪け我がをしたリリフィーナが助かったというあの話を。


    「あの子は三か月前事故にあった。俺はそのとき一いつ緒しよにいたんだ」


    　その瞬間を思い出すように、トトは苦しげな顔をした。


    「酷ひどい怪け我がで、ランドルフ先生の病院にすぐ運ばれたけど……血を流し過ぎてて助からないって先生は言った。それなのに……次の朝もう一度病院に行ったら、あの子は助かってたんだ」


    「……奇跡が起きたんだな。よかったじゃないか」


    　ダヤンはにこりと笑った。


    　対たい峙じするトトも引きつった笑みを浮かべた。


    「そんなもんが簡単に起こるなら、この世に悲劇は存在しねえよ」


    「奇跡じゃないなら何だって？」


    　掘り下げるように問いかけると、トトは燃えるような瞳ひとみでダヤンを見み据すえた。


    「リリフィーナちゃんが助かった同じ夜に、ギールは死んだんだ！　意味わかんねえよ。俺が聞いても、ランドルフ先生は急死だとしか教えてくれねえ。そんなの……どう考えても不自然じゃねえか」


    「確かに不自然だ。いったい何があったんだろうな」


    　ダヤンは相手をのせるように、はっきりと同意を示した。


    　トトは一瞬口を噤つぐみ、言いたくないことを口にするようにうっすらと唇くちびるを開いた。


    「……リリフィーナちゃんは確かに失しつ血けつ死しする寸前だった。それなのに助かって、それと同じ日にギールが死んだ。俺は……ランドルフ先生が、リリフィーナちゃんに輸血するために、ギールから死ぬまで血を抜いたんじゃないかと疑ってる」


    「ほう……」


    　ダヤンは予想外の言葉にいささか間の抜けた声をもらした。


    「その根拠は？　何か知っているんだろ？」


    　続けざまに聞かれ、トトは渋しぶい顔でダヤンを見下ろした。その表情に迷いの色がちらついたのを感じ、ダヤンは口を割らせるために挑ちよう発はつした。


    「何の根拠もなく想像だけでそこまで懊おう悩のうできるとしたら、想像力が豊か過ぎるな。もちろん、その説に確信を持てる何かを知っているんだろう？」


    　否いなと答えることが恥になるような聞き方をすると、トトは少しの躊ちゆう躇ちよを挟んで口を開いた。


    「俺は、あれからずっとギールの死の真相が知りたかった。急死したという以外の答えを見つけたかったんだ。だから、ランドルフ先生のことを探さぐってた」


    　トトはそこで数拍の間をあけ、一度深く息をした。


    「そうしたら、休日に先生が一人で外出した日があったんだ。俺は後をつけたよ。先生は近所の墓地に行って、ギールの墓の前で跪ひざまずいて泣いてた。泣きながら、『娘のためにお前を犠ぎ牲せいにした父さんを許してくれ』と言ってた」


    　トトはぎりと歯は噛がみした。強い憤いきどおりが全身から噴ふき出だしてくるようだった。


    「なるほどね、街の人たちから慕したわれる先生が、娘を助けるために息子を死なせたということか……」


    　ダヤンは顎あごを押さえて思案しながら呟つぶやいた。


    　その情報に、昨夜アリアが感じ取った悪魔の存在を重ね合わせると、一つの可能性が見えてくる。それはつまり、ランドルフ医師が悪魔と契約し、息子の命を生いけ贄にえにして娘の怪け我がを治したというものだ。


    　傍かたわらに座るアリアも同じことを考えたらしい。斜めに顔を上げてダヤンと目を合わせ、


    「あの医者を半殺しにする？」


    　物ぶつ騒そう極まりない囁ささやき声を投げかけてきた。


    「ちょっと黙ってな」


    　ダヤンは彼女の膝ひざを軽く叩たたいてたしなめた。


    　そのささやかな行為に、鋭するどい蹴けりが返されてダヤンのふくらはぎに刺さった。


    「てっ……つまり、あんたはその証しよう拠こをつかもうとして先生を探さぐってるんだな？」


    　痛みに顔をしかめて確認すると、トトは強く顎を引いた。


    「ああ、俺だって先生を尊敬してた。本当にすげえ人だと思ってた。だけどあの人は、ギールを……」


    　言葉が途切れ、その瞳ひとみに鮮せん烈れつな怒りが閃ひらめいた。


    　ダヤンは座ったまま前のめりになり、膝に肘ひじをついて両手を組み合わせた。


    「それじゃあ聞くが、それが本当だと証明されたらどうする？　復ふく讐しゆうするのか？　俺に先生を暗殺してくれとでも？」


    「まさか」


    　トトは吐はき捨てるように言った。


    「証拠が見つかったら、先生には警察に出頭してちゃんと罪を償つぐなってもらう」


    「先生の娘さんには？」


    　ダヤンがそのことを口にした途と端たん、トトは硬こう直ちよくした。


    「娘さんが兄の犠ぎ牲せいで助かったと確定したら、彼女の責任を追及するつもりはあるのか？」


    「……リリフィーナちゃんが悪いってわけじゃねえよ。近くにいたのに助けられなかった俺が役立たずだったんだ」


    　彼は目を背そむけながら低く呟く。


    「もしかして、あんたはあの娘さんの恋人か？」


    　一いつ緒しよにいたということから何となく想像して聞いてみると、トトの表情は今までと違う形に崩れた。動揺──と言い表される表情だった。


    「……ちげえよ」


    　ことさら低く彼は答えた。


    「ただの友達の妹で、好意は全くないと？」


    　関係性を正確に把は握あくしようと、ダヤンは念を押す。


    　しかしトトは渋しぶい顔で黙り込んでしまった。しばし待っても彼は口を開こうとしない。


    　ダヤンは一いつ考こうして呟つぶやいた。


    「俺の好きな女の子は変わった女の子だったな」


    　怪け訝げんな顔をするトトをおいて話を続ける。


    「魔術ヴアールには興味がないくせに、魔術師ヴアルドを毎日見つめてるような女の子だった」


    　魔術に集中しているとき、ダヤンは周りにいる人間を全く見なかった。しかしアリアはいつもそばにいて、そんなダヤンをじっと見つめていた。


    「本人曰いわく、周りを顧みず魔術に没頭している男の姿なら永遠に見ていられる──だそうだ。意味が分からないだろ？」


    「……いきなり何の話だ？」


    「自己開示の返報性を期待してみただけだよ」


    　相手がつられて自分のことを話し出すのを、期待しているということだ。


    　トトは数回瞬きし、苦笑いした。


    「俺がリリフィーナちゃんを好きでも、あの子は俺のものにはならねえよ。リリフィーナちゃんはギールが好きだったんだ。ギールは養子で、本当の兄妹じゃなかったからな」


    　ダヤンは一瞬目を見張る。リリフィーナが写真の兄に向けた冷たい言葉を思い出す。


    「又また従兄いとこだという話は聞いたんだが」


    「ああ、両親が死んで引き取られたんだよ。あいつは地味で根暗で面おも白しろみのない奴やつで、自分が人を不幸にする人間だなんて本気で思ってる馬ば鹿かだった」


    　トトは心底悔しそうに自分の膝ひざを叩たたいた。


    　妹も同じことを言っていたとダヤンは覚えている。


    「そんなわけねえだろって何度言っても、絶対受け入れなかった。あいつはクソ馬鹿で……信じられねえくらい頑がん固こだったんだ」


    「でもいいヤツだった？」


    　ダヤンが声の調子を落として静かに聞くと、トトの苛か烈れつな表情はたちまち揺らいだ。


    「ああ……いいヤツだったんだ。俺はみんなからろくでなし扱いされてたけど、あいつだけは昔からずっと俺の味方でいてくれた。陰気でつまらない馬鹿でも、本当にいいヤツだったんだ」


    　彼はほとんど泣き出しそうな顔になっていた。


    「リリフィーナちゃんがあいつを好きになったのが分かるよ。だからあの子は、兄さんの思い込みを自分が否定するんだって言ってた。ずっとそばにいても不幸にならないことを証明するんだって……。あいつは馬鹿で頑固だから、そういうリリフィーナちゃんを遠ざけようとしたけど、本当はあいつだってリリフィーナちゃんが好きだったはずなんだ」


    　トトの目頭に涙が滲にじみ、彼は手の甲こうでそれを拭ぬぐった。


    「あいつはリリフィーナちゃんを誰より大事にしてた。それに、引き取ってくれたランドルフ先生を慕したってて、医者になろうと頑がん張ばってたんだぜ。そんなこと全部知ってたはずなのに、あいつを死なせたんだとしたら……俺は先生を絶対に許さねえ」


    　憎ぞう悪おを込めた言葉を振ふり絞しぼる。


    　ダヤンは深く息をついて彼に応えた。


    「なるほどね、そういう事情ならあんたに雇やとわれよう。先生が本当に息子を死なせたのかどうか、俺が調べる」


    「できるのか？」


    「できないと思うのか？」


    「……いくら払えばいい？」


    　疑わしげに聞かれ、ダヤンは少し考えて答えた。


    「十五万ヤール」


    　その金額を高いと思ったのか安いと思ったのか分からないが、トトは淡たん々たんと首しゆ肯こうした。


    「分かった、お前を雇う」


    「契約成立だな」


    　ダヤンはにいと笑った。


    「それじゃあ、もう一つ聞かせてくれ。あんたは先生を三か月監視していたんだろう？　墓地の一件以外で何かおかしなことはなかったか？　例えば、病院の患者たちについて」


    　トトは首を捻ひねって不可解そうな顔になる。


    「患者？　さあ、知らねえよ」


    「ずいぶん気力がなさそうだったが、いつもああなのか？」


    「は？　病院の患者が元気だったら変だろ」


    「以前と比べて更さらに元気がなくなっているということは？」


    「そもそも、以前の患者の状態なんて知らねえよ」


    　言われてみればそれもそうだとダヤンは納得する。


    　病院に通う無気力な患者たちが、ダヤンはどうしても気にかかっていた。


    　精気を吸い取られてしまったかのような人の群れ。何もないとは思えない。


    　ダヤンが思考を巡めぐらせていると、トトが暗い顔でぼそりと呟つぶやいた。


    「リリフィーナちゃんは……」


    　そこで言葉を切り、口を閉じてしまう。


    「娘さんがどうした？」


    「……いや、何でもねえ」


    　そう言いながらも、落ち着きなく手を動かしていた。


    「一つの情報が結果を左右することもある。知っていることは全部置いていけ。その方が気は楽になるぞ」


    　ダヤンが後押しすると、トトは長く沈黙した末に震ふるえる唇くちびるを開いた。


    「リリフィーナちゃんは何も知らなかったと思うか？　ランドルフ先生がギールを死なせたんだとしたら……リリフィーナちゃんは本当にそれを知らなかったのか？　あの子は……事故の後からずっと、俺とは目も合わせようとしなくなった。やましいことがあるみたいに、俺を避けてるんだ」


    　そこで突然、脱力したように全身の力を抜く。


    「いや、そんなことあるわけねえ。リリフィーナちゃんはいい子なんだ。ランドルフ先生だって本当にいい人だ。あの人たちが、ギールを死なせたなんてあるわけない。全部俺の思い込みなんじゃないか？　ギールはやっぱり病気か何かで……」


    　自分に言い聞かせるよう呟つぶやいて、ぐしゃりと頭を掻かいた。


    「くそ……何言ってんだ俺……」


    　色々な感情がせめぎあって苦悩しているトトを冷静に見やり、ダヤンはふと疑問を口にした。


    「娘さんが兄を好きだったというのは本当か？　あんたの勘かん違ちがいだということはないか？」


    「……どういうことだ？」


    「娘さんも、兄は人を不幸にする死ぬべき人だったと言っていたんだがな」


    　その言葉を聞き、トトは愕がく然ぜんとした顔になった。


    「……嘘うそだろ」


    「本当だ。あんたが娘さんの気持ちを読み違えたという可能性はないか？　兄を好きな振りをしていた可能性は？　娘さんがあんたを避ける理由はその辺りにないか？」


    「…………リリフィーナちゃんはそんな子じゃない」


    「あんたの願望を聞いてるわけじゃないよ」


    　一いち抹まつの酷こく薄はくさを織り交ぜて、ダヤンは断じる。


    　トトは真っ青になって言葉もなく凍こおり付ついていた。


    　ダヤンは立ち上がって彼の肩かたをとんと叩たたいた。


    「まあいい、本当のことは俺が見つけてきてやる。あんたは金を用意して待ってろ」


    　するとトトは、ようやく思考の檻おりから解放されてまともにダヤンの顔を見た。


    「家はどこだ？」


    「……商店街の果物屋の二階」


    「そうか、何か分かったら知らせる」


    「……ああ」


    　彼は放心したように呟くと、今度こそその場を去ってゆく。


    　トトの姿が見えなくなると、ダヤンは再び噴ふん水すいのふちに腰こしを下ろした。


    「あれは餌えさに食いついた獲物？」


    　傍かたわらの少女が聞いてくる。


    「違うな」


    　ダヤンは即答した。


    「嘘うそを言ってるようには見えなかった」


    　むしろ嘘の下へ手たな人間だと思えた。


    「いい金づるになりそうだな」


    「強欲ね」


    　フードの中から嘲ちよう笑しようめいた微ほほ笑えみがのぞく。


    「彼の言葉に嘘がないというのなら、契約者ベルダーはランドルフという医者で確定だわ」


    「……」


    　ダヤンは答えず、膝ひざに頬ほお杖づえをついて考え込んだ。


    「私の想像は間違っている？」


    「……患者が無気力になっている理由が分からない。見た感じの症状として、あれは悪魔に精気を吸われた人間だな。だが、目的が不明だ」


    「……悪魔が精気を喰くっているのかしら？」


    「いや、悪魔の好物は魂たましいであって精気じゃない」


    　精気は体力と同質のもので、悪魔の腹を満たさない。


    「悪魔が人の精気を吸うのは、たいていの場合それをエネルギーにして契約者の願いを叶かなえるためだ。つまり、目的じゃなく手段だ」


    　それは、ダヤンが六百六十六体の悪魔を喰らおうとしていることと同じである。


    「悪魔は契約者の願いを叶えるために、患者の精気を吸っているということ？」


    「その可能性がある」


    「それじゃあ……契約者の望みはまだ叶えられていないということになってしまうわ」


    「ああ、あの先生が契約者で、娘を助けることが願いだったとしたら、矛む盾じゆんしてるな」


    　ダヤンは眉み間けんにしわを寄せて考えながら、酒場で包んだ焼き菓子を取り出してばくりと頬ほお張ばった。バターが薫かおる焼き菓子は甘くしっとりと美う味まい。


    「娘さんは確かに瀕ひん死しの怪け我がから助かっている。それは間違いなく悪魔の力によるもので、輸血で助かったわけじゃない」


    「何な故ぜそう言い切れるの？」


    「娘さんの背中には傷跡がなかったからだ」


    　するとアリアは目を丸くした。


    「どういうこと？」


    「あの子は背中を怪我したと聞いたろ？　いくら輸血したって、死ぬほどの大怪我が三か月で傷一つ残さず治るはずはない」


    「そうじゃないわ。どうして背中に傷がないと分かるの？」


    「ああ、直接見たからな」


    「……どういうこと？」


    「着替えているところを見たんだよ」


    　アリアは無表情でじっと固まったあと、抑よく揚ようのない声で言った。


    「…………あなたが変態という解釈でいいかしら？」


    「否定はしない」


    　婦女子の着替えを覗のぞくというのは十分変態じみた行為であろう。しかし、故意に覗いたわけではない。ああいうのは不可抗力というのだと開き直り、ダヤンは焼き菓子を頬ほお張ばる。


    　頭の中はたちまちさっきまでの思考に戻った。


    「願いは確かに叶かなっているのに、契約者ベルダーはまだ何かをしようとしているということだ。その目的と息子の死の真相を突き止めて、悪魔を喰くう。それが今回の仕事だな」


    　指折り数えながら頭を整理した。


    「不審なところはあるが、契約者の第一候補はやはり先生だろう」


    「半殺す？」


    「半殺さない」


    　アリアのさりげない暴力宣言を、ダヤンはぴしゃりと否定する。


    「ならどうするの？」


    「餌えさをもっと撒まいておこうか」


    　そこで焼き菓子を食べ終え、バターの油分が付いた手をズボンで拭ぬぐおうとする。


    「街の人たちへの聞き込みを続けるということ？」


    　アリアは確認しながらバチンと音を立ててダヤンの手を乱暴に叩たたき落とし、ポケットから取り出したハンカチでべっとりしたダヤンの指先を拭いた。


    　彼女は昔からダヤンがズボンで手を拭うのを咎とがめる。記憶を失っても身体からだに染みついた習慣は残っているのかもしれない。


    　怒りながらも真しん剣けんな顔でダヤンの手を拭うアリアを見ているうち、ダヤンの胸中にふと危険な感覚が生じた。ダヤンはハンカチから手を引き抜き、汚れの落ちきらない手のひらをアリアの袖口で乱暴に拭く。


    「ちょっと！　何をするのよ！」


    　ブラウスを汚されたアリアは甲かん高だかい声を上げた。


    「ハンカチもズボンもブラウスも、布には変わりないだろ。汚れたら洗えばいいだけの話なんだから、手の汚れは適当に服で拭けばいいと思うんだよ」


    　綺き麗れいになった手をぱっと開いて見せると、しばし呆あつ気けに取られていたアリアはダヤンのみぞおちに軽く拳こぶしを叩たたきこんだ。


    「……殴なぐるわよ」


    「うん、そういう台詞せりふは殴る前に言おうか」


    　ダヤンは腹を押さえてよろめきつつ、へらりと笑う。痛みは程よくダヤンの頭を冷やした。あのまま昔の記憶に引きずられていたら、自分は言ってはいけないことを言っていたかもしれないなと思う。


    「街の人への聞き込みは中断だ」


    　ダヤンは無む理り矢や理り話を戻した。


    「じゃあ次はどうするの？」


    「本人に直接聞こう」


    　ダヤンは不敵に笑ってみせる。


    　アリアは怒りの表情を消し飛ばし、目を皿のように丸くした。


    



    



    「休憩中に失礼。秘密の話を少々いいですか？」


    　ダヤンはランドルフの病院にいた。


    　院長室に乗り込み休憩中のところを突撃すると、書しよ棚だなから本を取り出そうとしていたランドルフはぽかんとして動きを止めた。


    「あんたは契約者ベルダーなのか？」


    　清すが々すがしいほどの──あるいは愚おろかしいほどの直球でダヤンは問うた。


    　じっと相手の反応をうかがう。ダヤンは子供の頃から存ぞん外がい人を見る目がある。


    　問われたランドルフはさっと青ざめた。


    「……突然何を……私が悪魔と契約するような人間だと？　冗じよう談だんでしょう」


    　頼りなく泳ぐ視線はダヤンを見ようとしない。


    　ダヤンはぐっと距離を詰めて追及した。


    「『契約者』という言葉が『悪魔と契約する人間』を意味していることは知ってるんだな？」


    　ランドルフは弾かれたように顔を上げ、よろめきながら後ずさった。


    　ダヤンは後ろに立っていたアリアの腕うでを引いて、前に押し出した。


    「屍人形アイズオルガンというのを知っているか？　魔術ヴアールの中でも最大の禁きん忌きと言われる禁きん術じゆつから生まれた、動く死体。これは俺の屍人形だ」


    　突然信じがたい話を聞かされたランドルフは、疑いの目でアリアを見た。


    　アリアはダヤンの意図を的確に把は握あくし、目の前のランドルフに手を伸ばした。


    　氷のように冷たい彼女の手が頬ほおに触ふれ、ランドルフは全身を震ふるわせて後ずさる。彼はアリアの目をじっと見つめ、その顔は次第に驚きよう愕がくの表情へと変わった。アリアの瞳ひとみが生きた人間のそれとは違うことに、医者である彼は気づいたのだろう。


    「これはもう死んでる。心臓は動いていないし、呼吸だってしてない」


    　説明を聞いているのかいないのか、医者は食い入るような目で死体を凝ぎよう視ししていた。


    「俺はね、先生。悪魔の契約者ベルダーを裁さばこうなんて思っちゃいない。こっちも禁きん術じゆつを使って教会キルヒエンから目をつけられている立場だ。そんなことをしたところで俺の利益にはならないんだよ」


    　ダヤンはランドルフの反応をうかがいながら、軽やかに話をつづける。


    「俺の目的は、悪魔を喰くって金を稼かせぐことだけだ。だからあんたが悪魔と契約していたとしても、俺はあんたを教会に突き出したりしないし、公にするつもりだってない」


    　そこで一拍置き、真正面からランドルフを見み据すえた。


    「もう一度聞く。あんたは悪魔の契約者か？」


    　ランドルフは、突然叩たたき込まれた情報の多さに思考を停止させたらしく放心した。


    「あんたは俺を味方につけた方がいい。あんたは親切にしてくれたから、助けを求めてくれるなら俺は全力で助けるだろう。それでも敵になるっていうなら……そうだな……かなり、手て荒あらなことをしなくちゃいけなくなる」


    　とどめに脅おどしのような救いの手を差し伸べる。ランドルフは恐怖に顔を引きつらせてかなり長いこと硬こう直ちよくしていた。しかし院長室の扉とびらを叩く音がして、看護師から午後の診療が始まることを告げられると、はっとしたように首を振った。


    「何を言っているのか分からないね。おかしなことを言われるのは不ふ愉ゆ快かいだよ。私も忙しいんだ。すまないが、君たちにはこれ以上うちにいてほしくないな」


    　血ちの気けが失うせた顔をそむけて拒絶の言葉を吐はき出す。


    　ダヤンは一いつ考こうして切り返した。


    「……こんなみすぼらしい旅人を寒空の下に追い出そうってのか？　このなりだと泊とめてくれるところはそうそう見つからないんだがな」


    　ランドルフは難しい顔で考え込み、


    「…………西の通りに廃はい墟きよがあったはずだ。寒さを凌しのぐには問題ないだろう」


    「そうか、じゃあ訪ねてみるとするよ。今まで世話になったな、先生」


    　ダヤンにこりと笑ってそう言うと、院長室から出て行った。


    



    　病院を追い出されたダヤンはだらだらと商店街を歩く。


    　フードを被かぶって己おのれの死を隠すアリアが後ろからついてくる。


    「あなたは金にがめつい変態のくせに、変なところでいつも甘い」


    　ぽつりと呟つぶやかれて、ダヤンは歩きながら顔だけ振り向いた。アリアは怒っているとも呆あきれているとも何ともつかない曖あい昧まいな表情で、ダヤンを見上げていた。


    「あの人が契約者なのは、どう見たって間違いないでしょう。足の一本も折ってあげれば素直な気持ちになるわ」


    　優ゆう雅がな口く調ちようの鬼き畜ちく発言にダヤンは苦笑いし、前を向いて歩みを進める。


    「まあね、動く死体を見て平気でいるなんて、まともな人間ではないな」


    「自分がまともな人間ではないという自覚はあるのね」


    　アリアは薄ら笑いを浮かべてみせる。


    「まともではない者同士の同情？　回りくどいことをしないで、いっそ息の根を止めてしまえばいいのよ」


    「酷ひどいな。お前、あの先生が嫌きらいなのか？」


    　ダヤンは通りの中央で立ち止まり、身体からだを反転させてアリアに向き直る。


    　すると彼女は怖こわい真ま顔がおでダヤンを見上げた。


    「自分の欲のために息子を殺したような男が、好き嫌いで語る対象になると思うの？」


    　辛しん辣らつな物言いである。その瞳ひとみに怒りの気け配はいがちらついた。


    「大事な娘が死にそうになっていたら、悪魔に縋すがってでも助けたい──そう思う気持ちに同情の余地はないか？」


    　二年前の自分に重ね合わせて思わず聞いてしまい、ダヤンは一瞬で後悔した。契約違反になることなどあってはならない。しかしダヤンの動揺など意にも介さず、アリアは冷たい目でばっさりと切って捨てる。


    「私がその娘なら、悪魔の力で命を繋つないだことをきっと恨うらむわ」


    　氷点下の声で断言され、ダヤンはよろめいた。一人だったら間違いなく泣いていた。


    「……お前はいけずだと思います」


    「大丈夫よ、知ってるわ」


    　アリアはふふんと笑った。ダヤンとは対照的に楽しげな様子だ。


    「甘いあなたの代わりに厳しく考えてあげているのよ。私は優秀な道具でしょう？」


    「頼りになりすぎて涙が出るね」


    　ダヤンは降参するように軽く両手を上げた。


    「それで？　餌えさはちゃんと撒まけたかしら？」


    「十分だろ」


    「この後はどうするつもり？」


    「もうあの家にはいられんな」


    　ダヤンは肩かたをすくめて再び歩き出した。


    「廃はい墟きよとやらへ行くの？」


    「まあね。温かいベッドがあればいいんだがなあ……。風か邪ぜをひいたら困る」


    「大丈夫よ、私はひかないから」


    「あはは、そうだな。それは安心だ」


    　ダヤンは嘘うそくさい笑しよう声せいを発しながら人の群れを縫って歩く。すると──


    「風か邪ぜをひきたくないならちゃんと温かくしていなさい」


    　背後から不ふ意いに言われて、ダヤンは驚き、返す言葉を失った。


    　昔よく言われていたことが頭の中に蘇よみがえった。


    　ダヤンの魔術ヴアールの師でもあるアリアの父親が突然失しつ踪そうしたのは、ダヤンが十歳の時だった。


    　それからというもの、ダヤンは毎日毎日あばら家にこもり、師匠の残した書物や道具で魔術の勉強を続けていたのだが、アリアはそんなダヤンを毎日心配して傍そばにいた。


    　閉じこもっていないで外に出なさいと、毎日連れ出された。


    　それだけではない。


    　風邪をひくから寒いときは毛布を被かぶりなさいとか、毎日ちゃんとご飯を食べなさいとか、他人にいきなり触さわったらびっくりさせるから誰かの身体からだに触りたいなら私にしておきなさいとか、それはもう口うるさかった。


    　けれど彼女がいなければ、ダヤンは愛する社会との関わりを断絶していただろう。


    　ダヤンはその頃のことを思い出し、ふと言ってしまった。


    「お前はどうしてそんなに口うるさいんだろうな？」


    「……何ですって？」


    　後ろを歩いていたアリアが底冷えのする声で聞き返す。


    「いや、悪い意味ではない」


    　ダヤンは振り返りつつ弁明する。本当に悪い意味ではなく、生きていたころ毎日ダヤンを気にかけて、怯ひるむことなくダヤンの世界に入ってきた彼女を不思議に思ったのだ。


    　ダヤンは彼女の好意をほしいと思ったことはなかった。彼女がダヤンを好きではなくても、ダヤンは彼女を愛していたからだ。しかしアリアは他の誰にも向けることのない好意をダヤンに対して示した。一心同体の生き物のように傍にいた。それはどうしてなのだろう？　今いま更さらながら不思議に思った。


    「まあ、口うるささはお前の長所だものな」


    　ダヤンは答えの出ない疑問にとりあえずの理由をつける。


    「……殺すわよ」


    　アリアは冷ややかな瞳ひとみでいつものように言った。

  


  
    



    　　　第四章　攻防と敗走


    



    　医者親子の家まで戻る途中、商店街を通り抜けようとしたところで、ダヤンとアリアは思いもよらぬ場面に遭そう遇ぐうした。


    　さっき話をしたトトと、リリフィーナが店の前で言い争いをしていたのである。


    「あれ……先生の娘さんだ」


    　ダヤンが驚いてそう言うと、アリアが後ろから顔をのぞかせて彼女を見た。


    「あなたが裸はだかをのぞいたというお嬢じようさんね」


    「その話は置いておこうか」


    　ダヤンはアリアの発言を押しのけて、争う二人を観察する。


    「いったいどういうことなんだよ！」


    　トトがそう怒ど鳴なりながらリリフィーナの腕うでをつかんだ。


    　周囲の買い物客はざわめき、誰か助けに入るものはいないかとお互いの顔を見合わせている。


    「ギールは死ぬべきだったなんて、本当に言ったのか!?」


    「やめて……放して……！」


    　リリフィーナは身を竦すくめて逃れようとしているが、トトは手を放そうとしなかった。


    「あいつがリリフィーナちゃんのことどれだけ大事にしてたか、分かってるだろ！　リリフィーナちゃんだってあいつのこと……」


    「やめてよ！」


    　リリフィーナは金切り声で叫んだ。


    　トトは一瞬怯ひるんだものの、ますます声を強めて怒鳴った。


    「やっぱりあいつが死んだのは、リリフィーナちゃんのせいなんじゃないのか！」


    　ほとんど殴なぐり掛かりそうな勢いである。


    　ダヤンはちっと舌打ちし、トトの暴走を止めようとした。が、それより早く背後から飛び出したアリアが、トトの腕をつかんでぶん投げた。


    　一日に二度も同じ少女の手で投げられるなど、悲劇というより喜劇であろう。


    　トトは地面に転がされ、目を回して気を失った。


    「だれかこの人を家に送り届けてやってくれ」


    　ダヤンは静まり返った周囲の野や次じ馬うまたちに告げると、リリフィーナの腕を引いてすぐさまその場から走り去った。


    



    　医者親子の家に戻るまで、リリフィーナは一言も口を利かなかった。


    　家に入り、居い間まのソファに糸が切れて崩れ落ちるように座った彼女を見て、アリアが心配そうに近付いた。


    「大丈夫？」


    　目の前にしゃがみこんで問いかける。するとリリフィーナは身体からだを前に倒して膝ひざを抱え、顔をうずめて全身を震ふるわせ始めた。喉のどの奥から抑おさえきれない声が漏もれる。


    　リリフィーナは泣いていた。けれど、それを見られたくないというように必死で顔を伏せている。


    　目の前にしゃがむアリアは、声をかけることをやめてただ待っていた。


    　ダヤンはアリアにその場を任せ、後ろに立ってその様子を見守る。どう考えても、男に手て荒あらくされて泣いているリリフィーナの状況を鑑かんがみると、自分が口を出すべきではないと思えた。


    　しばらくするとリリフィーナは泣き止んだ。しかしいっこうに顔を上げようとしない。


    　するとアリアが彼女の腕うでにそっと触ふれた。氷のような冷たさに驚いたらしく、リリフィーナは反射的に顔を上げた。涙は止まっているが、目の赤みは引いていない。


    「ごめんね、冷たかった？」


    　アリアは穏やかな声で聞いた。


    「私、もう死んでいるのよ。魔術ヴアールで動かされている死体なの。血が通っていないから、人を温めてあげられないわ」


    　突然の告白に、リリフィーナは放心した。


    「この人が担いでいた棺ひつぎに入っていたのが私よ。私は彼の道具だから、この人の命令に従って悪魔を狩るのが役目なの」


    「死んでるなんて……嘘うそ……」


    「嘘じゃないわ。魔術師ヴアルドというのはそういうことができる人たちなのよ。その証しよう拠こに心臓だって動いていない」


    　アリアはリリフィーナの手を取って自分の胸に当てた。


    　リリフィーナはぎょっとしたように手を引いた。


    「ね、死んでいるでしょう？」


    　言葉の持つ物ぶつ騒そうな響きに反し、アリアはふわりと微ほほ笑えんだ。


    　リリフィーナは男に手荒くされたという衝撃が頭から完全に消え去ったようで、別の驚きに支配されていた。


    「……どうやって？」


    　そう訊きき返され、アリアはわずかに眉まゆを寄せた。


    「どうやって……って？」


    「どうやって生き返ったんですか？」


    　震える声で聞かれたアリアは微苦笑を浮かべる。


    「間違えないで、私は死んでいるのよ。死んだまま動いているだけ」


    「どうやって!?　どうやったら死んだ人がもう一度動いてくれるんですか!?」


    　否定するアリアの腕うでを強くつかんでリリフィーナは詰つめ寄よった。
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    「……死んだ人を動かしたいの？」


    　アリアは優しかった気け配はいをにわかに固くしてそう聞いた。


    　リリフィーナは我に返ったようにアリアの腕を放した。


    　視線を落として再び心を閉ざしてしまう。


    　部屋の中に痛いくらいの静せい寂じやくが広がった。


    「……落ち着いたみたいだな。それじゃあ俺たちはもう出ていくよ」


    　ダヤンはそこでようやく口を挟んだ。アリアが静かに立ち上がる。


    「え？　どういうことですか？」


    「あんたのお父さんに、出ていくよう言われたんだ。死体を家に置いておきたい人なんて、あんまりいないだろうからな」


    「そんな……待ってください。私が父に話してみますから」


    「別にいいさ。お父さんとは仲良くしときな」


    　ダヤンは軽く笑ってみせる。


    「行く当てはあるんですか？」


    　リリフィーナは心配そうな顔をした。


    「先生に、西通りの廃はい墟きよを教えてもらったよ」


    「あ、それなら……」


    　彼女はすこしほっとした表情を見せた。


    「場所は分かります？」


    「西へ行けば分かるだろ」


    「待ってください、描きますから……」


    　近くのチェストからメモ用紙とペンを出して、カリカリと地図を描き始めた。


    　ダヤンは彼女の横顔を眺ながめ、何気なさを装って聞いた。


    「ところで娘さん、さっきの男はあんたの友達か？」


    「え……いえ、兄の、兄の友人です」


    　描くことに集中していたせいか、彼女はあまり頭が回っていない様子で答えた。


    「実は、今朝がた偶然街で会って、少し話をしたんだ。あんた、死んだ兄さんのことが好きだったんだってな」


    　リリフィーナは手を止めて凍こおり付つく。


    「……そんなつまらない嘘うそ、信じないでください」


    「嘘か？」


    「嘘です。私が兄を好きになるなんてありえない。兄のせいでみんな不幸になったのに……。そんなこと、許されるわけがない」


    　ペンを強く握にぎりしめて、リリフィーナは思いつめたように吐はき出した。


    　許されるわけがないという言葉がダヤンは気になった。それは、許されるならそうありたかったと言っているに等しい。


    　あの父親が契約者ベルダーだったとしたら、娘である彼女は悪魔の力で自分が助かったと知っているのか、何も知らないのか──


    　どうしたら死んだ人を動かせるのかと問い詰めてきた、彼女の態度も気にかかった。


    　悪魔の力で兄を犠ぎ牲せいに命を繋つないだリリフィーナが、今度は兄を生き返らせたいとでも望んでいるようではないか。


    　この家で保たれている均きん衡こうは、酷ひどく危あやういもののように思えた。


    「思い込んで悪かったな、あの男は嘘を吐ついてたのか」


    　ダヤンは話を収めるため、トトに嘘吐きの汚名を着せた。


    「あの人は、勘かん違ちがいしてるんです。私はただ、兄が可か哀わい想そうだったから親切にしてあげていただけなのに、それを見て勝手に勘違いしたんです」


    　リリフィーナはメモに視線を落としながら静かに言った。穏やかな口く調ちようの中に、鋭するどい刃物のような嫌けん悪おが感じられる。しかしそれが何に対する嫌悪なのか、ダヤンには分からなかった。


    「そうか、勝手な勘違いで人を誤解させるとは嫌いやな奴やつだな」


    　ダヤンがトトの名誉を更さらに貶おとしめると、リリフィーナは少し不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。


    「……あの人はいい人ですよ」


    　こちらを見ようとしないまま、ぽつりと落とした言葉でトトを庇かばう。


    「人に誤解されがちだけど、いい人なんです。真まっ直すぐだし、優しい人です」


    　リリフィーナがそう断言したのがダヤンは意外だった。


    「へえ……あんたはあの男が好きなんだな」


    「好きですよ。他の誰が彼を悪く言っても私だけはあの人の味方でいようって、ずっと昔から決めてるんです」


    　何のためらいもなく言われ、ダヤンはいささか混乱した。なんだか奇妙な感じがする。


    　その正体をつかもうと思考を巡めぐらせるが、何がおかしいのか分からない。


    　首を捻ひねるダヤンの前で、リリフィーナはペンを置いた。


    「道が複雑だから、間違えないようにしてくださいね」


    　差し出されたメモには丁てい寧ねいな線で地図が描かれていた。


    「ありがとう、助かるよ」


    　ダヤンはメモを受け取って、奇妙な感覚の正体を突き止めることは諦あきらめた。


    



    　客間の荷を片付けると、ダヤンは長時間外に出していたアリアを棺ひつぎに眠らせ、医者親子の家を出た。


    　リリフィーナに描かいてもらった地図を頼りに街を歩く。


    　秋の夕陽はどんどん傾かたむき、空は溶かした鉄のように赤く染まる。それは次第に冷えてゆき、一筋の茜あかね色いろを残して街は群ぐん青じように沈んだ。


    　ダヤンは棺を背せ負おって歩き続け、街の西側に伸びる通りを幾いく度ども曲がり、ようやく教えられた廃はい墟きよにたどり着た。


    「さぶ……」


    　闇やみが深まるにつれてぐんぐん冷えてゆく気温がダヤンを苛さいなむ。寒い寒いと言いながら、ダヤンは廃墟に足を踏み入れた。


    　元は立派な屋や敷しきだったろうに、何年も人が住んでいないようで死んだ家の気け配はいがする。


    　一階の一番広い部屋──おそらく居い間まであろう──そこへ陣じん取どり棺を下ろす。


    　蓋ふたを開けるとアリアはすぐに目を覚ました。少しぼんやりした様子である。


    「念のために身体からだの調子を見ておこうか」


    　ダヤンが声をかけると、アリアはゆっくり廃墟を見回す。


    「……ここは？」


    「教えてもらった廃墟だ」


    「……あなたは昔からこういうところが好きね」


    「え？」


    「？　私、今何か言った？」


    　アリアはぱちぱちと瞬きしてようやく意識をはっきりさせた。


    　ダヤンは訝いぶかるように彼女を見やる。昔から──という言葉が気になった。


    　アリアの昔の記憶は失われているが、完全に消えたわけではない。片割れの魂たましいとともにこの世のどこかに存在していて、ダヤンはそれを探している。


    　もしかすると千ち切ぎれて奪われたその記憶は、今でもアリアと繋つながっているのかもしれない。


    「何を不ぶ細さい工くな顔してるの」


    　アリアは考え込んでいるダヤンをぶん殴なぐるように言った。


    「美男子とは言わんが、お前は酷ひどすぎやしないか」


    　ダヤンはふっと短く嘆たん息そくし、考えることをやめた。


    　いつも通り懐かい中ちゆう時ど計けいを睨にらみながら、アリアの肉体の調子を測る。それが終わっても万が一に備えて棺ひつぎに戻すことはしなかった。


    　ダヤンは広い居い間まの真ん中に置かれた古いソファに腰こし掛かけ、麻あさの荷袋から小さな硬いパンと大きなジャムの瓶びんと林りん檎ごを一個取り出す。日持ちするありがたい食べ物だ。


    　ダヤンが林檎を食べ始めると、アリアは隣に座り込んでダヤンの食べる姿をのぞいてきた。何が楽しいんだとダヤンは疑問だ。


    　大きなジャムの瓶を開けて、硬くなったパンにいそいそと赤い苺いちごのジャムを塗り、口いっぱいに頬ほお張ばると強烈な甘みがダヤンの舌を刺す。


    「……いつも呆あきれるけれど、私の前でよくそんなに美お味いしそうに食べられるわね」


    　アリアは恨うらめしげに言った。


    　ダヤンはアリアを作る時に、不必要な機能は与えなかった。かろうじて残る彼女の味覚は完全に狂っていて、まともに味を感じることはない。


    　アリアに味覚は必要ないとダヤンが判断したからだ。


    　物を食べられない死体が美味しさを理解することの残酷さに耐たえられなかったからだ。


    　彼女の味覚を狂わせたのはダヤンの利己心だ。けれど──


    「それは俺に殺されたお前が悪い」


    　ダヤンは平然と断言した。


    　アリアの表情がはっきりと怒りで強こわ張ばった。


    　彼女は手を伸ばしてダヤンの手からスプーンを取り上げようとする。


    　ダヤンはその手を引っ張り自分の膝ひざへアリアを引き倒すと、片方の腕で彼女の首の辺りを押さえ込んだ。


    「食事の邪魔するなよ」


    　その格かつ好こうで食事を続けるダヤンを、アリアは不愉快極まりないと言わんばかりに見上げる。


    　アリアの力なら抜け出すことなど造作もないだろうが、彼女は不機嫌顔でじっとしていた。


    「……気味が悪いくらい静かだわ」


    　ややあって不意にそんなことを言う。


    　ダヤンは口の動きを止める。夜の廃はい墟きよに波は紋もんのような静せい寂じやくが広がった。


    「ほうだな」


    　口の中のパンをもぐもぐやりつつダヤンは同意した。


    「ここ以外に誰も人がいないみたい」


    「そうらな」


    　もぐもぐもぐもぐ……


    「もしかしたら……この家の外にいる人間はもう全員死んでしまったかもしれないわね」


    「ほうらな」


    　ぐもぐもぐもぐも……


    「そうしたら……あなたの好きな子も死んでいるかもしれないわね」


    　ダヤンの膝ひざに頭をのせてアリアは仄ほのかに笑った。ダヤンはぴたっと停止して、ごくんとパンを飲み込んだ。


    「そうだな」


    　ダヤンがそう答えて小さく笑ってみせると、アリアは真ま顔がおになり苛いら立だちの気配を漂わせる。


    「……あなたを見ていると腹が立つ。何があっても平気だという顔をして……」


    「そうか、我が慢まんしろよ」


    　ダヤンは答えながらジャムの瓶びんに蓋ふたをしようとして少し考え、ジャムをスプーンですくうとそのまま食べ始めた。痺しびれるような甘さを堪たん能のうしていると、ダヤンの膝の上に拘こう束そくされたままのアリアが眉まゆをひそめた。


    「あなたは甘いものが好きね」


    「好きだよ」


    「甘いって……どんな味だったかしら……」


    　アリアは失われた記憶をたどるように目を細める。瞳ひとみにちらつく苛立ちの色が濃くなる。


    「言葉では説明できないな」


    　ダヤンは無ぶ遠えん慮りよにジャムのスプーンを口へ運んだ。


    「どうして私は何も覚えていないの……」


    　アリアは急にそんなことを言い出した。


    　いつもの彼女と違っていてダヤンは一瞬動揺したものの、普段通りに返す。


    「お前の頭が悪いからじゃないのか？」


    　平然とスプーンからジャムを舐なめとる。


    　しかしアリアはいつものように怒ど鳴なったりはしなかった。


    　彼女は表情を凍いてつかせ、拘こう束そくを解いて起き上がった。そして怪け訝げんな顔をするダヤンの肩を横に向かって押す。同時に足を持ち上げられて、一瞬景色が回ったかと思うと気付けばダヤンはソファに倒されていた。


    　何するんだと抗議するために口を開けたその途と端たん、腹の上に横座りしたアリアがダヤンの口に指を突っ込んできた。人差し指と中指が唇くちびると歯列をこじ開けて侵入し、舌をたどって奥深くまで入ってくる。


    　反射的に暴あばれるが、軽くても剛ごう力りきを擁ようするアリアを跳はねのけることはできず、押さえつけられたまま舌を探さぐられる。喉のどの奥を押された瞬間ぐっと吐はき気けが込み上げて、ようやく指が引き抜かれた。


    　ダヤンは横を向いてえずく。さっきまで食物だった吐と瀉しや物ぶつが喉の奥からせり上がってきて、しかしげろを吐はく寸前に喉が絞まる。代わりに大量の唾だ液えきが溢あふれてくる。


    「おま……何するんだ！」


    　自分の唾液でむせながら、ダヤンは抗議の声を上げた。


    　アリアはそれを華か麗れいに聞き流し、自分の指に残る赤くどろりとしたものを眺ながめる。それを口に含んで舐なめとり──毒でも食べたかのように顔をしかめて、ぷっと床に吐き出した。古びた絨じゆう毯たんに赤い染みができた。


    「こんなもの……何が美お味いしいのよ」


    　忌いま忌いましげな声を聞いてダヤンは口をつぐんだ。


    　子供の頃、毎年聖夜のためにアリアの母が大きなシュトーレンを焼いた。


    　スパイスと干しぶどうをたっぷり入れて、雪のような粉砂糖で覆った甘くて大きなシュトーレンを、幼いダヤンとアリアは一か月かけてちょっとずつ食べるのだ。


    　貧しかったアリアにとっても、親から疎うとまれていたダヤンにとっても、それはめったに食べられない特別なお菓子だった。


    　けれど今はもう、一いつ緒しよにシュトーレンを食べることはできない。


    　食事をする必要すらなくなってしまったアリアを見つめる。


    　アリアもダヤンの上に座ったまま彼を見下ろした。


    　ぴんと張り詰めた沈黙が下りる。


    　しかし次の瞬間、アリアは突然立ち上がった。


    「悪魔の匂においがする……」


    　その言葉と同時に、廃はい墟きよの玄関からドアをノックする音が聞こえた。二人は同時にそちらを向いた。


    「今……誰かノックしたよな」


    　ダヤンが同意を求めると、アリアは緊張感をみなぎらせて目を閉じた。


    　数秒耳をそばだてて、目を開くとこの上なく厳しい顔になっていた。


    「……囲まれてるわ」


    　人間を遥はるかに凌りよう駕がする聴覚を備えた屍人形アイズオルガンの耳は、ダヤンに聞こえない音をとらえる。


    　ダヤンはにいっと笑った。


    「さっそく来たか……」


    　立ち上がり、足早にノックの音がした玄関へ向かった。


    　大きな扉とびらを押し開けて外に広がる光景を目まの当あたりにし、ダヤンはさすがに度ど肝ぎもを抜かれる。ざっと見ただけで百人を超える人間が集つどって屋や敷しきを取り囲んでいた。そしてその全員が、斧おのや包丁や棍こん棒ぼうといった凶器を携たずさえているのだった。


    「こんばんは」


    　ダヤンはとりあえず彼らに向かって挨あい拶さつした。


    　すると、先頭にいたどこぞの主婦らしき女性が虚うつろに挨拶を返してきた。


    「……こんばんは」


    「こんな夜遅くに何か？」


    　ダヤンはにこっと笑いながら聞いた。


    「……みんなで夜警をしているんです」


    　空くう虚きよな無表情で主婦は答える。


    「この街に……悪い魔術師ヴアルドが入り込んでいるんです……みんなでやっつけなくちゃいけないんです……」


    「へえ、大変だな」


    「ええ本当に……そんな危険な人、放っておけませんよね……」


    　その時ダヤンの耳に、かすかな聞いたことのない音が聞こえた。フィイイインという何かの鳴き声のような音だ。


    　そして次の瞬間──生せい気きのない主婦は手に持っていた包丁を振りかぶった。凄すさまじい勢いで振り下ろされた刃物を、ダヤンは間かん一いつ髪ぱつで避ける。


    「魔術師はこの街から出て行け……」


    　仄ほの暗ぐらい声で言ったのは隣にいた男だ。鳴き声は絶え間なく鳴り続く。


    「追い出すなんて生なま温ぬるいですよ。二度とこの街に近付けないよう息の根を止めるべきだ」


    「目をえぐって舌を抜いて足を切り落とせば、これ以上余よ計けいなことはできないよな」


    　玄関の外では、焦点の合わない目で皆みなが口々に囁ささやく。その手には包丁や斧がそれぞれ握にぎられている。


    　ダヤンは素早く扉を閉め、鍵かぎをかけた。


    　そしてすぐさま走り出し、拳けん銃じゆうと棺ひつぎの中に隠していた小銃ライフルをつかんで階段を駆け上がると、玄関の真上にある部屋に飛び込んで窓から外を見た。


    　屋敷の前には百人を超える人がひしめき合っている。


    　ダヤンの隣に立ったアリアが悠ゆう然ぜんと彼らを見回した。


    「あれは……あなたの変態ぶりに怒りを覚えた正義の集つどい？　あなたの心ない一言で傷つけられた被害者の会？　それとも餌えさに食いついたただの敵？」


    「たぶん最後のだよ」


    「そう、よかったわ」


    　アリアは人々を観察して目をすがめた。


    「全員、悪魔の能力で操られているということでいいのかしらね」


    「おそらくな。こういうあからさまな食いつき方はちょっと予想外だったが」


    　ダヤンは彼らを見下ろしながら思案した。


    「患者から精気を奪った上に、精神を操作してるのか……」


    「周りを嗅かぎまわって脅おどしをかけてきた魔術師ヴアルドを殺すために？」


    　アリアは横目でダヤンを見上げる。


    「あなたのように甘いと大変ね。怪あやしい人を片かたっ端ぱしから叩たたいていけばいいのに、相手の方から襲ってくるよう仕向けるなんてね」


    「襲ってきた人間は確実に敵だと分かるんだから、むしろ手っ取り早いだろ。褒ほめろよ」


    「そんな台詞せりふはこの場を乗り切った後に言いなさい」


    「はいはい、頑がん張ばって戦いますよ」


    　ダヤンは降参するように肩かたまで両手を上げた。アリアはにいっと嘲あざ笑わらった。


    「あなたの力なんて当てにしてないわ。どうせあなたは弱いんだから、おとなしく引っ込んでいればいいのよ。あなたは私のもので、他の誰かに殺されちゃいけないの。私があなたを殺すまで、私に守られていればいいのよ」


    　少女らしからぬ艶えん美びな笑みが口元に刻まれる。


    「分かってるよ」


    　ダヤンは殊しゆ勝しような顔で回転式拳けん銃じゆうを取り出した。シリンダーに行動抑制用の魔術法陣ヴアルグラーンを刻んだ銃じゆう弾だんを装そう填てんする。


    「あの変な音が聞こえるか？」


    　フィイイインフィイイインという鳴き声は絶え間なく夜空に響いていた。


    「ええ、聞こえてるわ」


    　アリアの眦まなじりが攻こう撃げき的につりあがる。


    「近くからこの人たちを操ってるんだろうな」


    「それを見つけて捕とらえればいいのね」


    「やれるな？」


    「誰に聞いてるつもり？　百人程度の肉の檻おり、八やつ裂ざきにするのは簡単なことよ」


    「うん、そこは八つ裂きにしない方向でいこうか」


    　ダヤンは生き真ま面じ目めに諭さとしてアリアの目の前に右の手のひらを掲かかげた。


    　それを戦闘の合図と受け止め、アリアは無言で袖をまくりブーツの紐ひもを解いて裸足になる。


    　白い手足が晒さらされたのを見ると、ダヤンは彼女の背中に手を当てて魔術法陣ヴアルグラーンから魔力を流し込む。


    「封ふう印いん解除・獣装甲ウオルフリユード装着」


    　それを合図にアリアの瞳ひとみは猛獣の鋭するどさを得た。空中に発現した魔術法陣が彼女の身体からだに取り込まれると、腕うでと足にふさふさと獣じゆう毛もうが生え、耳が伸びて犬か狼おおかみのような形状になる。


    　小さな獣けものと化したアリアは窓まど枠わくに飛び乗り、眼がん光こう鋭く人々を見やる。


    　敵は百人。それらをゆっくりと眺ながめてアリアは唇くちびるをべろりと舐なめた。美う味まそうな獲物を前にした肉にく食しよく獣じゆうのように。


    　獣毛に覆われたこぶしを握にぎり、彼女は優ゆう雅がに跳ちよう躍やくした。


    　人々の間を風が駆け抜けた。その一瞬後、彼らは弾けるように吹っ飛ばされる。小さな竜巻のように美しい獣が舞まい踊おどる。
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    「魔術師ヴアルドを殺せ！」「この街を守れ！」


    　人々は叫びながらアリアを追う。


    　近隣の家の住人が何事かと顔をのぞかせる。しかし暴徒と化した群衆を目まの当あたりにすると、慌あわてて扉とびらを閉めるのだった。


    　群衆はいくら殴なぐり飛ばされても全く臆おくすることなくアリアに向かってゆく。とても人間の動きには見えない。もしかすると、痛つう覚かくも操作されているのかもしれない。


    「アリア、来い！」


    　ダヤンは屋や敷しきの窓から叫んだ。


    　アリアはその声を聞くとすぐさま顔を上げて飛んできた。窓まど枠わくにすとんと飛び乗る少女の目は爛らん々らんと輝いて、興奮していることがよく分かった。


    　ダヤンは彼女の背中に触ふれてもう一度魔力を注そそぎ込む。すさまじい勢いで魔力が吸われ、ダヤンは一瞬くらりとした。


    　魔力を注がれたアリアの姿は更さらに変化した。腕うでや足は太くなり、獣じゆう毛もうが濃くなって目つきもますます鋭するどくなる。その姿はより獣けものじみたものに変わっていた。


    　ダヤンは変化したアリアの頬ほおをがしっと押さえ、じっと目を見つめた。


    「アリア、あの人たちは操られてるだけの一般人だ。殺すなよ。頼むから殺すな」


    　アリアはじっとダヤンの目を見つめ返し、ちょっと反抗的にぷいっと目を逸そらした。そして再び宙ちゆうに舞い、虚うつろな目で屋敷を見上げている衆しゆう目もくの中に飛び降りた。


    　彼女はゆっくりと顔を上げ、目の前にいる男をぶん殴った。さっきまでよりはるかに強い力で殴られた男は上空へぶっ飛び、石畳に落ちて意識を失う。


    　それを次々繰り返して、一人一人意識を刈り取ってゆく。地に足をつけて剛ごう腕わんを振るう姿は悪魔そのもののようだ。


    「死ね！　化け物！」「街から出ていけ！」


    　叫びながら襲い掛かる群衆の攻こう撃げきが、時折アリアの肌はだをかすめた。


    　しかしアリアは眉まゆ一つ動かさない。屍人形アイズオルガンは痛みを感じない。必要のない感覚をダヤンは彼女を作る時に与えていない。


    　疲れることのない死体はいつまででも戦い続ける。術者の魔力が尽きない限り──


    　ダヤンは小銃ライフルに銃じゆう弾だんを五発装そう填てんし、窓から群衆に向かって構えた。アリアの背後で鉈なたを振りかぶる男の額ひたいを撃つ。


    　キィンと甲かん高だかい銃声がして着弾した銃弾は、男の額に小さな魔術法陣ヴアルグラーンを発動させた。魔術ヴアールに意識を刈り取られ、男は一瞬で昏こん倒とうする。


    　そうして一人二人と狙そ撃げきしてゆき、全弾打ち切って再装填しようとしたとき、


    『上う手まくいっているかい？』


    　ダヤンの頭に突とつ如じよそんな声が響いた。辺りを見回すと、空から飛んできた一羽のカラスが窓枠に止まった。


    「ガーガウルドか」


    　ダヤンにはそれが己おのれと契約している悪魔であるとすぐに分かった。


    『間違ってもこんなところで殺されないでおくれよ、私の契約者ベルダー。君にはもっともっと美お味いしく育ってもらわなくてはね』


    「死ぬかよ。全員狙そ撃げきして操ってるヤツをすぐに見つけるから、どっか行ってろ」


    　口角を上げて再装そう填てんの手を急ぐ。すると、


    『彼らを操っている者はあの公園にいるね』


    　ガーガウルドがくちばしを動かして方角を指しながら言った。


    「今日はずいぶん親切だな」


    　ダヤンを弄もてあそぶことを良しとするこの悪魔が、こんな風に力を貸すのは珍しい。


    『万が一にも君を殺されたら困るのさ。それは絶対に駄だ目めだ。人に殺されるということの意味を、君は誰よりもよく知っているだろう？』


    　悪魔の囁ささやきがダヤンの頭に響く。


    　人が人を殺す──命を奪う──その行為に潜ひそむもう一つの意味を知るものは少ない。


    「殺されたりはしねえよ。そんな酷ひどいことはしねえよ」


    　ダヤンは断言して悪魔の指す方角に目を凝こらす。


    　屋や敷しきの前にある通りの突き当たり、五百メルトルほど離れた真正面に公園があった。


    　ダヤンは銃じゆう弾だんを再装填して窓から構えた。一度目を閉じ集中して瞼まぶたを開くと、夜の風景に縦横高さの軸が見える。この世に存在するすべての魔力が軸の上で可か視し化かされ、公園の位置にいる強い魔力を目視する。


    　正確な数値で場所を特定し、照しよう準じゆんをそこへ合わせて引き金を引いた。


    　キィンと響く独特な銃声とともに弾丸が発射され、銀に輝く光の尾を引き飛んでゆく。


    　しかし公園に佇たたずむ相手に着弾する寸前、弾丸は火花を散らしながら弾かれた。ダヤンはぐっと歯は噛がみして、銃弾をもう少し効力の強いものに装填し直し、再び小銃ライフルを構えた。


    　捕ほ縛ばく用の銃弾を盗とう賊ぞくに襲われたとき使い切ってしまったのが痛かった。


    　紙とペンは手元にあるが、一つの魔術法陣ヴアルグラーンを正確に書こうとすれば簡単なものでも数時間、長ければ一か月かかることもある。


    　こういう時、悪魔に生まれてみたかったと痛切に思う。悪魔はあの複雑な魔術法陣を瞬きする程度の時間で体内に構築し、一瞬で発動することができるのだ。


    　益やく体たいもないことを考えながら、どうやら自分が魔術ヴアールを防がれてムカッときているのだなと自覚する。


    　もう一度しっかり銃を構え直したその時、部屋の扉とびらが突然激しい音を立てて開かれた。


    　いつの間にか玄関の扉は突破されていたらしく、斧おのや鉈なたを掲かかげた人々が六人ばかり押し入ってくる。


    　外でアリアが抑おさえているらしく、それ以上の人数が入ってくる様子はない。


    「悪いけど、あんたたちと遊んでる暇ひまはないんだ」


    　ダヤンは小銃を背に担ぎ拳けん銃じゆうを構えて、襲い掛かる先頭の男を撃った。


    　小銃ライフルに装そう填てんしてあるのとは異なる行動抑制の魔術法陣ヴアルグラーンが発動し、男は意識を保ちながらも動きが亀かめのように鈍にぶくなって後続とぶつかる。その隙に、ダヤンは彼らの横を駆け抜けて部屋から飛び出した。


    　その瞬間、部屋の外に隠れていた人物に棍こん棒ぼうで額ひたいを殴なぐられた。隠れていたのは十をいくつか出たくらいの少年だった。


    　衝撃と痛みで目の前の景色が弾け、額から血を噴ふき出だしてダヤンの足が止まる。


    　こんな子供まで操られているのかと思うと、不ふ意いに怒りが湧わいた。


    　少年は虚うつろな無表情でもう一度棍棒を振りかぶる。ダヤンはそれをかわして駆け出した。


    　目に流れ込もうとする額の血を拭ぬぐいながら走り、廊ろう下かの窓から外に目を向ける。


    　襲い掛かる暴徒を殴りつけるアリアの姿が目に入った。彼女の背後には古めかしい長剣を構える男の姿が──


    「アリア！　避よけろ」


    　ダヤンは窓を開け放って叫び、二階から男を撃った。男はたちまち亀のように動きが遅くなり、それに気づいたアリアに殴り飛ばされる。


    　そこでダヤンは追手に追いつかれた。先頭の少年が再び棍棒を振りかぶった。


    　ダヤンは易やす々やすとそれをよけ、もう一度距離を取ろうとする。が──重い棍棒に姿勢を崩した少年が、勢い余って窓から飛び出した。


    　その時ダヤンがとった行動は完全に無意識下のものだった。


    　手を伸ばして落下する少年の腕うでをつかみ、ダヤンは少年とともに窓から落ちた。ダヤンは落下しながら少年を抱え込み、窓の近くに植わっていた木の枝に身体からだを強打して、そのまま地面に叩たたきつけられる。


    　衝撃で意識が飛びかける。それでもどうにか意識を繋つないで身体を動かし、ダヤンは腕の中で気絶している少年の無事を確かめて安あん堵どした。


    　しかしそれもつかの間、落ちてきたダヤンと少年を見た暴徒が集まり、彼らに向かって武器を振りかぶった。


    「やめろ！　この子まで殺す気か！」


    　全身の痛みをこらえてダヤンは叫んだ。しかし彼らの虚ろな瞳ひとみはわずかも揺らがない。


    　この暴徒たちはダヤンと少年の区別が正しくついていないのだ。それを察し、ダヤンはぞっとした。


    　目の前の男が大きな鉞まさかりを振りかぶった。


    　ダヤンはとっさに体勢を入れ替え、少年を身体で庇かばった。彼にとってそれは反射的な行動で、それをやってしまった自分が肉にく塊かいになるかもしれないなどということを考える余裕はなかった。


    　鉞はダヤンに振り下ろされた。


    　凄すさまじい音とともに身体へ衝撃を感じ、ダヤンは恐おそる恐る目を開ける。そして眼前の光景に凍こおり付ついた。


    　アリアがダヤンを突き飛ばす格かつ好こうで石畳に倒れていた。氷のように冷たい疑ぎ似じ体液が石畳を赤く染める。


    　ダヤンの視線は一点で釘付けになる。


    　アリアの白い脚が、膝ひざの上で切り落とされていた。


    　それでも彼女は構うことなく立ち上がろうとしたが、バランスを崩してよろりと倒れる。


    　ダヤンは一瞬で思考を切り替えた。


    　この場で悪魔を捕とらえるのはもう無理だ。自分が完全に失敗したことを冷静に認識する。


    　思考から感情を完全に切り離し、悔やむより先に行動した。落ちた時に痛めたらしく立ち上がった瞬間足に激痛が走ったが、それも思考の外へ追いやる。


    「アリア、退ひくぞ！」


    　ダヤンはアリアを抱だきかかえ、視線を素早く動かして逃走経路を探した。


    　その時──警けい笛てきの音が夜空に響き渡った。


    「いったい何をやっているんだ！　酔よっ払ぱらいか！」


    　人の群れをかき分けて警官が駆けつけてくる。すると暴徒は警官までをも襲い始めた。


    　それを見たダヤンは拳けん銃じゆうの銃じゆう弾だんを素早く装そう填てんし直し、空に向かって発はつ砲ぽうした。魔術法陣ヴアルグラーンが空中で発動し、辺りに眩まばゆい光が満ちて操られた暴徒の目をくらませる。


    　その隙に、ダヤンはアリアを担いだまま、落ちた脚をつかんで屋や敷しきの中に駆け込んだ。


    　そこで突然アリアの装甲が解ける。疑似体液を流し過ぎて、魔力を巡めぐらせることができなくなってしまったのだ。


    「封ふう印いん発動」


    　ダヤンがアリアの背中に触ふれて告げると、彼女は理性を取り戻した。


    　理性を失っている間の彼女の記憶は、理性を取り戻すとほとんどが消えてしまう。それでも彼女は片足をなくしてダヤンに抱えられている自分を見下ろし、一瞬で状況を把握する。


    「足の一本くらい落とされても戦えるわ」


    　アリアはダヤンの腕うでから下りようと身をよじる。


    　しかしダヤンは彼女の身体からだを放さなかった。


    「ふざけるなよ。装甲も維持できない人形なんかガラクタ以下だ」


    　冷たく言い捨てられたアリアはぐっと押し黙る。ダヤンはアリアを抱えたまま、荷物を置いていた廃はい墟きよの居い間まに戻った。


    　そこに放置していた麻あさの荷袋を回収し、棺ひつぎにアリアを押し込もうとして──ダヤンは舌打ちした。棺の蓋ふたに鉈なたが突き刺さって割れている。


    　余よ計けいな荷物でしかなくなった棺を残し、ダヤンは裏口から飛び出した。


    　そこでも暴徒と警官がもみ合っていて、ダヤンは警官隊が空けた道を走り、その包囲網をようやく突破した。


    　一も二もなく逃げてゆく。それ以外のことは考えない。


    「下ろして！　自分で走れるわ！」


    　アリアは我が慢まんできなくなったように叫んだ。


    「うるさい！　できもしないこと言うんじゃねえよ！」


    　ダヤンは反射的に怒ど鳴なり返す。


    「……だったら……置いていきなさい」


    　アリアは悔しげにダヤンの肩かたをつかんだ。


    「……殺されたいのかよ」


    　暴徒に追いつかれれば今のアリアでは無事に済むまい。


    「死体は死んだりしないわ。ただ壊こわされるだけよ。だけど……怪け我がをすればあなたは死ぬわ。そんなの絶対に許さない。あなたは私が殺すの。他の誰にも殺させてあげない」


    　その言葉は挑ちよう発はつ的でなく冷静に放たれた。ダヤンはぎりと歯は噛がみした。


    「そう思うなら黙って口閉じてろ。お前が壊されたら商売に差さし障さわるんだよ。お前は俺の大事な道具だ。他の奴やつらには触さわらせてやらん」


    　断言すると、アリアは何か言い返したそうに口を動かし、しかし口を噤つぐんでダヤンの肩かたに拳こぶしを叩たたきつけた。忌いま忌いましげに──というには弱すぎる力で。


    　ようやく黙ったアリアを担いだまま、ダヤンは立ち止まることなくひたすら逃げ続ける。幸い追手の姿は見えない。


    　走り続け、見覚えのある通りに差し掛かる。すると、


    「ダヤンさん……!?」


    　突然声を掛けられて足を止めた。驚いたようにこちらを見ているのはリリフィーナだった。よく見てみれば、そこは今まで世話になっていた医者親子の家の前だった。


    　リリフィーナは暗くら闇やみの中にダヤンとアリアの姿を認め、千ち切ぎれた脚に気づき悲鳴を上げた。


    「……は、入ってください」


    　腰こしを抜かさんばかりに震ふるえながらダヤンの腕うでを引く。ダヤンはリリフィーナを凝ぎよう視しして思案した。ここは悪魔の契約者ベルダー最重要候補の家だ。しかし、活動できなくなったアリアと怪我を負った自分の状態であてもなく逃げ続けることと、どちらがより危険か──数秒考えた末に決断を下し、彼女の誘いに乗った。


    「父を呼んできます。今日はまだ病院から帰ってこなくて。すぐに呼んできますからここを動かないで」


    　リリフィーナは強く言い聞かせるように言った。


    「医者はいらない。これは死体だから医者には治せない。部屋を一つと井戸水を貸してほしい」


    　ダヤンはリリフィーナの勢いを遮さえぎって頼んだ。


    「ダヤンさんだって怪け我がしてるじゃないですか」


    「それはどうでもいい。部屋を貸してくれ。それから綺き麗れいな水を頼む」


    　リリフィーナは困ったように少し考え、ダヤンが今朝まで泊とまっていた部屋へ再び案内した。


    　リリフィーナがいなくなると、ダヤンはアリアを床に座らせた。千切れた脚を傍かたわらに置く。


    「足を繋つながないとな」


    「そんなことより自分の怪我を先に治療しなさいよ」


    「そうだな、これだと治療……しづらいな」


    　額ひたいから流れる血が目に入る。ダヤンは包ほう帯たいで額を縛った。腕や足や腹の中がぐちゃぐちゃに痛んだが、それは無視する。


    「ここにいて大丈夫なの？　自分を襲ってきた敵の家に逃げ込むなんて」


    「英断だと言ってくれ。自分の家を襲わせる人間はいないだろ？」


    　しれっと言ってのけたダヤンにアリアは目を剥むく。


    「呆あきれた……」


    　彼女は傍らに置かれた自分の足に視線を落とし、悔しそうに表情を歪ゆがめた。


    「久しぶりにやられたな」


    　ダヤンはアリアの傍そばにしゃがみこみ、傷口に触ふれた。冷たく赤黒い断面から流れ落ちる疑ぎ似じ体液はすでに止まっていた。


    「体液の流出はもうないな……すぐに繋ぐぞ」


    　ダヤンは立ち上がって荷物を引っ張ると、袋の中からサザレ蜘ぐ蛛もの糸と銀の針を取り出した。ぼうっと白い光を放つ美しい糸を針に通し、再びアリアの前に座る。


    「足上げろ」


    　ダヤンは先を失ったアリアの太ももを高く上げさせて、胡坐あぐらをかいた膝ひざに乗せた。


    　アリアは横の床に両手をつき、少し後ろへ仰のけ反ぞる格かつ好こうで左足を上げている。右足は不完全な形にたたまれて横へはみ出していた。ダヤンは傷口に切り落とされた脚をあてがう。


    「縫うよ」


    「どうぞ」


    　お許しを得たダヤンは赤く汚れた白い足にずぶりと針を差し込んだ。半月型に湾わん曲きよくした針を器用に動かし、ずぶりずぶりと脚を縫い合わせてゆく。


    　生きていた時とは全然違う、冷たい冷たい死体の肌はだ。触れていると自分まで凍こおり付つきそうな気がする。


    「痛くないか？」


    　半分ほど縫ったところでそう聞くと、アリアは二度まばたきしてふっと笑った。


    「この身体からだに痛つう覚かくを与えなかったのは私を作ったあなたでしょ？　便利な戦う道具にしたんでしょ？　どうして今いま更さらそんなこと聞くの？　私の身体にあなたの手が入っていないところは一つもないのだから、これからも好きなように好きなだけいじくればいいのよ」


    　その言葉はダヤンの胸に突き刺さったが、それを顔に出すほどダヤンも可か愛わいい性格をしてはいなかった。


    「ああ、そうさせてもらうよ。お前は可愛い可愛い俺の道具だからな」


    　そう答えてみせるだけの意地はある。それが彼女を殺した自分の責任であり、この世に引き留めた覚悟だった。


    　アリアはもう何も言わなかった。


    　少しずつ足を縫い合わせてゆき一周ぐるりと縫い終わると、手て拭ぬぐいで疑ぎ似じ体液の赤い汚れを拭きとる。


    　縫合された歪いびつな痕あとが痛々しくランプの明かりに晒さらされる。きちんと縫い合わされたことを確かめて、そこへドラドラ蝙こう蝠もりの血ち墨ずみで細かな模様を描いてゆく。


    　一時間ほど時間をかけて鎖くさりのようにぐるりと傷跡をたどる模様を描き上げると、ダヤンは手のひらを当ててその魔術法陣ヴアルグラーンを発動させた。


    　治ち癒ゆの力を持つ黒い模様が白い輝きを放つ。光が収まると魔術法陣は消えていた。そして、縫い合わせた糸の跡も傷口も一つ残らず消えていた。


    「今度は背中な」


    　告げるとアリアは素直に背を向けた。ブラウスのボタンを外すと、身体からだには細かな傷がいくつもつけられている。


    　屍人形アイズオルガンは死体だ。小さな傷でも自然治癒はしない。だからダヤンは彼女の背に刻んだ魔術法陣に修復術を組み込んでいる。


    　ダヤンは白い背中に刻まれた魔術法陣に手のひらを当てた。滑なめらかな肌はだは氷のように冷たい。


    　アリアはいつも通り無反応を貫つらぬいている。


    　魔力を注そそぐと、みちみちと音を立てて肉にく芽がが伸び、傷は少しずつ修復された。


    　全ての傷が修復されると屍人形の肌は元の美しさを取り戻した。ダヤンは汚れた背中を丹たん念ねんに拭いて、魔術法陣に異常がないかを確かめた。


    　彼女を手に入れるために殺し、蘇よみがえらせるためにこの模様を刻んだ時のことをぼんやりと思いだす。


    　これはダヤンの十九年の人生の中で、最も美しく精密に描けた最高傑けつ作さくに違いない。同じことは二度とできないだろう。


    「まだ？」


    　アリアが振り返りながら聞いてきた。「もういいよ」と答えてやると、彼女は荷物から出した新しいブラウスを着込んだ。


    「これで終わりね？」


    「いや、体液も交換する。ちょっと待ってな」


    　ダヤンはそう言って部屋を出ると階下に降り、リリフィーナが近くの井戸から汲んできてくれた水の入った桶おけと、空からのボウルを借りた。


    　彼女は何か手伝うと申し出たが、ダヤンはそれを断った。アリアは昔から見かけによらず矜きよう持じの高い女で、自分が傷ついたところを見られるのを嫌きらう。


    　ダヤンは部屋に戻ると、荷物の中から十分に熟成させた石ざく榴ろ水すい晶しようの粉末を取り出しボウルに入れた。そこへ桶の水を少しずつ足してゆく。真っ赤な水がボウルの中に満たされてゆく。


    　更さらに数種の薬品を足すと、ある瞬間を境にその液体は冷えた。急速に温度が下がってゆき、氷のように冷たくなったところで疑ぎ似じ体液が完成した。


    「腕うでを出して」


    　その求めに応じてアリアは素直に腕を出した。ダヤンは注射針をアリアの腕に刺し、そこから古くなった体液を抜いて桶の中に廃棄する。


    　抜いてみると疑似体液の量は思いのほか少なく、脚を切られたせいでかなり多くが流出してしまったのだと分かる。交換時期に合わせて石榴水晶の仕込みを済ませていたのは不幸中の幸いだ。


    　疑似体液が空になると、アリアは全く動かなくなった。術者の魔力を全身に伝えられない屍人形アイズオルガンは動けない。


    　ダヤンはすぐに新しい疑似体液を注射器に吸い込み、それを全てアリアの身体からだに注射した。


    「明日の朝には体液がなじむと思う。ただ、脚の方は完全にくっつくまで少し時間がかかるだろうな」


    　そう説明して、ダヤンはアリアを自分の膝ひざの上にのせ抱だきかかえた。


    　ブラウスの隙すき間まから背中に触ふれ、少しずつ魔力を流す。一晩注そそぎ続ければ支し障しようなく動けるくらいに回復するだろう。そこまでダヤンの意識が持てばだが……


    　アリアはダヤンの腕うでの中に納まり、間近でじろりと見上げてきた。


    「しなくていい。先に自分の怪け我がを治しなさいよ。あなたに死なれたら困るの」


    「死なんよ。死ぬほどの怪我じゃねえもの」


    「本当に？」


    「額ひたいを割られて二階から落ちただけだ」


    　疑うたぐるアリアにダヤンは飄ひよう々ひようと答える。


    「死んでもおかしくない案件ね。殺すわよ」


    「いいからもう寝ろ」


    　ダヤンは疲労と痛みのあまり、めんどくさくなって話を打ち切った。


    　アリアは言われるままにしばらく口を閉ざしていたが、不ふ意いに今までと違う慎重な口く調ちようで呟つぶやいた。


    「……どうしてなの？」


    　視線を落としてダヤンの方を見ないまま、アリアは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。


    「平気で人を殺せるくせに、どうして身を挺ていして子供を助けたの？　あなたがどういう人なのか、私はほとんど知らないわ。知っているのは、あなたが私を殺して利用しているということだけよ。この世界にゴミほど人はいるのに、どうして私だけがあなたに殺されたのかしらと不思議に思うわ。あなたは甘くて馬ば鹿かみたいに人が好き。それなのに……どうして私だけが……？」


    　抑よく揚ようのない物言いは、感情を無む理り矢や理り抑おさえ込んでいるかのようだ。


    　その口調と内容に、ダヤンは少し狼ろう狽ばいした。アリアが何を思ってこんなことを言い出したのか分からず、どう答えていいのか迷う。


    「……俺のことを知ったとして、それで何か変わる？」


    「あなたを嫌きらいで嫌いで仕方がないというこの気持ちに、折り合いがつくかもしれないわ」


    「ふうん……そんなに俺が嫌いか？」


    「嫌いよ」


    「それはよかった」


    　ダヤンはいつも通りの安心感を得る。しかし、


    「だから知りたいと言っているのよ」


    　続けられた彼女の言葉にぎくりとした。


    「逃げないでちゃんと答えて」


    　強い眼まな差ざしを向けられ、ダヤンはこれが敵に襲われた以上の危機であると察知した。


    「……お前は……俺がお前を殺したことに正当性があれば、俺を好きになると思う？」


    　淡々と問うと、アリアは無言で眉まゆをひそめた。


    「それは大きな勘かん違ちがいだ」


    　ダヤンはにこっと笑ってみせる。


    「人はどうして人を嫌いになると思う？　嫌いになる理由があるからだと思うか？　違うよ。人が人を嫌う時、そこに理由は一つもない。ただその人が嫌いだから嫌いなんだ」


    　笑いながら語るダヤンにアリアは不審の眼差しを向ける。


    「そんなのおかしいわ。理由もなく人を嫌いになるわけがないじゃないの。私があなたを嫌いなのは、あなたが私を殺したからよ」


    「違うね。何も理由がなくたって、人は小石につまずくみたいに人を嫌いになるのさ。だけど人はみんなこう思う。自分が理由もなく人を嫌いになるような人間であるはずがない。自分が相手を嫌いになったのは、相手に理由があるからだってね。そして無理矢理理由を探し出して安心するんだ。やっぱり相手の方に嫌われる理由があるじゃないかってね」


    「……何が言いたいの？」


    　問いかけてくるアリアの声に苛いら立だちが混じった。


    「いくら俺のことを知ったって、お前は俺を好きにはならないよ。そもそも俺にとって、お前は金を稼かせぐための道具でしかない。道具に好かれたって気味が悪いだけだ」


    　嘲ちよう笑しようを浮かべたまま、とどめとばかりにダヤンは吐はき捨てた。この世で一番大事な女の子に一番言いたくないことを言ったのだ。口元がひきつるのを無理矢理抑える。


    　気味が悪いという言葉にアリアの表情が凍こおった。それは怒りではなく、傷付いているかのような反応だった。


    　飄ひよう々ひようとした笑みをかろうじて浮かべたまま、ダヤンは吐き気がした。


    　しかしダヤンが耐たえられなくなる前に、アリアが唇くちびるの端に乾いた微ほほ笑えみをのせた。


    「安心しなさい。私は道具よ。あなたを好きになることなんてありえないから……いずれ必ず殺してあげるから……安心しなさい」


    　暗い憎ぞう悪おをにじませて、彼女はダヤンの胸に頭を寄せて目を閉じた。ダヤンはアリアが倒れていかないように抱だきかかえる腕うでに力を込める。


    　ダヤンはしばしのあいだ放心していた。


    　身体からだよりずっと痛む胸の内を見ぬよう、心に蓋ふたをする。


    　アリアはすぐに眠ってしまったらしく、完全に動きが停止した。呼吸や鼓動のない屍人形アイズオルガンが眠ってしまうと、それはもう完全な死体でしかない。


    「寝た……か？」


    　小声で確認するが、アリアはぴくりとも動かなかった。


    　それを確かめると、ダヤンは大きく息を吐いた。全身から汗が噴ふき出だして呼吸が荒あらくなる。身体中が痛み、もう少しも動けない。一瞬でも気を抜いたら意識が途切れてしまいそうだ。


    　それでもダヤンはアリアをを抱きかかえて魔力を注そそぎ続ける。頭がぐらぐらして目の前の景色が歪ゆがんだ。


    　今のこの事態は完全にダヤンの失態だった。


    　アリアが脚を切り落とされたのも──


    　今いま更さらながら後悔が襲い掛かり、ダヤンは切れるくらいに強く唇をかみしめた。その時、


    『無ぶ様ざまな格かつ好こうだねえ……』


    　涼すずやかな声が耳をくすぐった。


    　目だけをちょっと動かしてみると、眼前に燕えん尾び服ふくを着た青年が座っていた。床に座るのでも椅い子すに座るのでもなく、青年は宙ちゆうに腰こし掛かけていた。その顔立ちは異様に整って美しく、人間離れしている。


    　ダヤンは去来する後悔を腹の底に押し込めて、いつも通り飄々と相手を見やった。


    「お前か、ガーガウルド」


    『愚おろかだね。見知らぬ子供一人くらい見捨てればよかったのさ。そうすれば今頃、君は大した怪け我がを負うこともなく、悪魔を捕とらえることに成功していただろうよ』


    　ふふふと優ゆう雅がに青年の姿をした悪魔は笑った。
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    「そうかもな。そして今頃、今よりもっと後悔してただろうよ。誰も死なせなくてよかった」


    　それを聞いて悪魔はますます嬉うれしそうな顔になる。


    『本当に、君が生きていてくれてよかったよ』


    「死ぬほど痛いけどな」


    　ダヤンは疲れたようにため息を吐ついた。


    『それは身体からだが？　それとも心が？』


    　揶や揄ゆするように聞かれ、ダヤンは小馬ば鹿かにするような口く調ちようで言い返した。


    「その程度のことも分からないのか？」


    　挑ちよう発はつされたガーガウルドは人間らしく首を傾かしげた。


    『愛する少女に嫌きらわれ続けるのが辛つらいかい？』


    「そんなことは別に平気だ。憎まれるのも怒られるのも構わない。傷付くのが俺だけならな。お前も契約者ベルダーが大事だと言うなら、こんな時くらい俺を慰なぐさめろよ」


    『女の姿に変化して慰めてあげようか？　君の腕うでの中で眠る彼女の姿にだってなれるよ』


    　空中に座る格かつ好こうのまま、悪魔は楽しそうに笑った。


    　ダヤンはふんと鼻を鳴らした。


    「それに何の価値があるんだ。そんなに俺の魂たましいが好きなら、アリアを今すぐ生き返らせてやるくらい言えないのか」


    『残念だけど契約は絶対だ。六百六十六体の悪魔をその身体からだに封じないと君の願いは叶かなわない』


    「長いな……」


    『ねえ、君……そんなに辛つらいのならもう諦あきらめてしまうといい。契約は果たせないと投げ出してしまえばいい。そうして、君の愛する少女と一いつ緒しよに私の腹に入っておしまいよ。そうすれば今すぐ楽になれるんだからね』


    　とろりと意識を溶かすような低く優しい声が耳じ朶だを打つ。身体中がしんどくてまともな思考も困難になっているダヤンは、その声に意識を奪われて悪魔を見つめた。


    　いっそ眠ってしまいたかったが、そうするとアリアの怪け我がを修復するための魔力が送れなくなる。


    『どうだい？』


    　優しい悪魔の誘惑に、ダヤンはもうしんどいことなんて何も考えられなくなって、一つのことしか意識に上らなくなった。


    「聞いてもいいか？」


    『何かな？』


    「どうして悪魔は人間の姿をしていることが多いんだろう？」


    『……それは今聞くようなことかい？』


    　ガーガウルドはぱちくりと瞬きした。その仕し草ぐさまでいかにも人間らしい。


    「眠るわけにはいかないんだよ。何でもいいから話に付き合え」


    『それにしたって、もう少し深刻な話をする雰ふん囲い気きじゃないのかな？　悪魔と契約した辛さや、弱みに付け込まれた憎しみをぶちまけてみるというのはどうだい？』


    「いや、俺はこう見えてお前のことがけっこう好きなんだ。憎むどころか、むしろ感謝してるよ。俺の魂たましいに価値を見出だしてくれて……願いに応えてくれて……」


    　ガーガウルドは呆あきれ果てた顔になった。


    「まあそれはさておき、質問に答えろ。何でお前は人間の姿になるんだ？」


    『本気で聞いているのかい？』


    「俺は冗じよう談だんなんか言わないだろ。教会キルヒエンの聖典には悪魔と人間は神を模もして造られたと書いてあるらしいが……だから人間に変身するのか？」


    　疲れた頭で思いつくままに話す。ガーガウルドは肩かたをすくめて答えた。


    『……少なくとも我々悪魔は神などというものに会ったことはないよ。実在するのかどうか知っている者はいないだろうね。それが神という概念の本質さ。未知であることが最大の価値だ。私たち悪魔はそんな抽象的概念と違って実在している。この世界と表裏一体になっている異次元に生まれた存在。人間の姿をしているのは単なる流行にすぎないよ』


    「……流行？」


    　返ってきたのは予想外の答えで、ダヤンはいささか困惑した。


    　ガーガウルドは軽く首しゆ肯こうする。


    『人間は我々にない文化をもっているからね。それを真ま似ねるのが力ある悪魔のたしなみだ』


    「そう……なのか？」


    　驚きのあまり、ダヤンはぽかんと口を開いた。


    『ああそうさ。悪魔は人に魔術ヴアールを与え、人は悪魔に文化を与えた』


    「……人間ってすごいな」


    『そうだね、本当に愛いとおしくて仕方がない。だから私たちは君たちの魂たましいを食べるのさ』


    　その声には本当に慈いつくしみの感情が感じられて、この悪魔は心からダヤンの魂を欲しているのだと分かった。


    「……教会キルヒエンでは死んだ人間の魂が天国に行くと教えてるんだそうだ」


    　突然そんな話をすると、ガーガウルドはきょとんとした。


    『それは嘘うそだね。人の魂は死ぬとすぐに分解されて世界に溶ける。だから私たちは契約しなければ人間の魂を食べられない』


    「そうだな、魔術師ヴアルドはみんなそれを知ってる。俺は天国がないことを知ってる。だから……死んだらちゃんとお前に食べてほしいと思うよ。それでお前の腹を満たせたら俺は嬉うれしいよ」


    　その言葉に悪魔は瞠どう目もくし、そして崩れるように笑った。


    『……君は本当に馬ば鹿かだねえ……初めて会った時から変わらず、純粋でひたむきで恐おそろしいくらいの大馬鹿者だ』


    　馬鹿呼ばわりされてダヤンは少々むくれた。


    　昔の自分はそんなに馬鹿だっただろうかと思い返す。思い返して、眉まゆをひそめた。


    　確かに馬鹿だったかもしれない。


    　今も昔も変わらず、ダヤンは欲望に忠実にしか生きられない。


    　だから──ダヤンはアリアを殺すことになったのだ。

  


  
    



    　　　第五章　力尽きた魔術師と囚われた死体


    



    　ダヤンは一睡もすることなく、一晩中アリアの身体からだに魔力を注そそぎ続けた。


    　結局ランドルフはこの夜家に帰ってくることはなく、夜よ更ふけまで待っていたリリフィーナが自室に戻る足音だけがダヤンの耳に届いた。彼女はダヤンを気き遣づかったらしく、声をかけてくる様子はない。


    　そうして夜が明ける頃、アリアがゆっくりと瞼まぶたを開けた。


    「足は動くか？」


    　ダヤンはアリアをベッドに座らせて聞いた。


    　アリアは両手を横について、縫い付けられた脚を伸ばした。そして目の前にしゃがむダヤンの顎あごを、氷のように冷たい足の先でくいっと持ち上げる。


    「ちゃんと動くわ」


    「そうか、よかった」


    　ダヤンは昨日置き去りにしたブーツの代わりに、予備のブーツを荷物から引っ張り出してアリアの足にそっと履かせる。紐ひもを締め付けて疑ぎ似じ体液の循環が悪くならないように細心の注意を払った。


    「動けるなら、ここを出るぞ」


    　ダヤンは立ち上がり、荷物を担いでアリアを促うながした。


    「ここを出たらまた襲われるんじゃないの？」


    「ああ、だから見つからないようにしばらく身を隠す」


    　そう説明し、ダヤンは誰も起きていないことを確かめて、医者親子の家から静かに外へ出た。


    　冷えた朝あさ靄もやの立ち込める街中を歩き、向かったのはこの街で最初に宿泊を断られた宿やど屋やだ。


    「頼んだ」


    　ダヤンは宿屋へ足を踏み入れながらアリアを前に押しやる。


    　アリアはダヤンの意図を察して一度息をつき、朝の支し度たくをしていた宿屋の女将おかみに声をかけた。


    「こんにちはー。朝早くにすみません、泊とめてもらえます？」


    　端たん麗れいな顔立ちに、周りの全部をほっこりさせるような笑みが広がる。にこにこと話しかけられた女将はつられて笑った。


    「ええどうぞ」


    　そう答えて、アリアの後ろにいたダヤンに目を向け、一瞬表情が固まる。


    　どうやら棺ひつぎを担いでいたダヤンの顔を覚えているらしい。やはり客商売している人間の記憶力は侮あなどれない。


    　しかしこのはっきりとした表情の変化は、ランドルフ医師の病院に通う生せい気きのない患者たちとは明らかに違っていた。


    「……そちらの方も？」


    　女将おかみはためらいがちに聞いてきた。


    「ええ、仕事の連れなんですよ。色んな地方を渡り歩いてて……。見た目が変な感じですけど、害はないですから気にしないでくださいね」


    　棺ひつぎなしのダヤンに「見た目が変」とは失礼な話である。


    　しかし、冗じよう談だんめかして笑うアリアを見た女将はあからさまにほっとした顔になった。数日前に見た棺を背せ負おうこの男のいでたちは、笑いとばしてしまえる程度のことなのだと、アリアの朗ほがらかな笑顔が保証していたからだ。


    　まったく、ダヤン一人で交渉した時とは雲うん泥でいの差であった。数分と経たたないうちに、ダヤンとアリアは宿やど屋やの客室へ通されていたのである。


    　この街へ来た時に、戦闘後のアリアを棺から出したくないと思ってダヤンは自ら宿泊交渉を行ったが、あっさりと彼女に任せておけばよかったかもしれない。


    「お前は笑顔一つで国が盗とれそうだな」


    　揶や揄ゆするように言うダヤンを、アリアはゴミを見るような目で見た。


    　さっきの朗らかな女の子はどこへ行ったのかなとダヤンは思った。


    「誠意を尽くせば誠意が返ってくるということよ」


    「俺の誠意は人に伝わらないのになあ……」


    　苦笑いしながら荷を置いて、ダヤンは床に座り込んだ。身体からだがあちこち痛んで冷や汗が出る。


    「これはさすがに……ほっといたらやばいか……」


    　呟つぶやくダヤンの目の前で、アリアは麻あさの荷袋を探さぐり古い巻紙を取り出した。赤黒いインクで図形が描かれていて、アリアの足を繋つなぐときに描いた図形と類似点があった。


    「早く治しなさい」


    　アリアは厳しい顔でその巻紙を放った。


    　ダヤンはそれを受け取り、挑ちよう発はつするように笑ってみせた。


    「何だよ、そんなに俺が心配か？」


    「……勘かん違ちがいしないで。一人で勝手に死ぬ権利なんてあなたにはないのよ」


    　瞬きをすることのない瞳ひとみで見み据すえられ、ダヤンは返す言葉を失った。いつも通り軽口や挑発で己おのれを鎧よろうことができず、無防備に彼女を見つめ返す。


    　しばらくのあいだそうしていたが、ダヤンはどうにか息を吐はきながら答えた。


    「……ああ、そうだな」


    　座ったままシャツを脱いで上半身を晒さらすと、巻紙に描かれた魔術法陣ヴアルグラーンの中央へ手を当て、魔力を注そそいで発動させる。


    　インクが白く光り、図形だけが紙から浮かんでダヤンの腹に張り付いた。ダヤンは自分の腹を押さえて更さらに魔力を注そそぐ。一晩中アリアに注ぎ続けて底をつきかけている魔力の、最後の一滴まで振ふり絞しぼる。


    「う……ぐ……」


    　腹の中を掻かきまわされるような衝撃に呻うめく。


    　しばらくそのまま耐たえ、魔術法陣ヴアルグラーンが身体からだに定着したところで手を離した。


    　意識が霞かすんで倒れかける。


    　その寸前、アリアに腕うでをつかまれて、怪かい力りきでベッドに放り込まれた。


    「どのくらいで治る？」


    「分からん……が、とにかく少し寝たい……」


    　ダヤンはベッドにあおむけになり、目を閉じて眉み間けんに皺しわを寄せた。


    　身体の中が酷ひどく熱を持っていて、魔術ヴアールによる強引な修復に悲鳴を上げている。


    　この状態では動けない。そしてその間、壊こわされたアリアの棺ひつぎを作り直すことができない。棺から出ている間、アリアの魂はすり減り続けてしまうのだ。


    　ダヤンが眉間の皺しわを深くすると、いきなり額ひたいを弾かれた。


    　鋭するどい痛みで目を開けたダヤンを、アリアの険けわしい目が見下ろしていた。


    「あなたは弱いんだから、治るまでおとなしくしていることよ」


    「……分かったよ」


    　ダヤンは深々とため息を吐ついて、もう一度目を閉じた。


    



    



    　目を開けると体調は最悪を上回っていた。


    　全身の痛みに酷い頭痛と倦けん怠たい感かんが追加されて、自分の身体が高熱を出しているのだと分かる。


    　眠っている間に日が昇るどころか沈んでいて、客室の中は暗い。


    　小さな明かりの中でダヤンが首を巡めぐらせると、ベッドの端からよく見知った後頭部が突き出していた。


    　アリアがベッドの足元に座っていた。


    　魔力が尽きて動けなくなったのかと思い、ダヤンは一瞬焦あせった。しかし身を動かした瞬間、衣きぬ擦ずれの音で彼女は振り返った。


    「……ちゃんと生きているわね」


    　怖こわい顔で確認してくる。


    「ここがあの世じゃなければな」


    　ダヤンがふざけた答えを返すと、アリアの眦まなじりは更につりあがった。


    「体調は？」


    「熱がありそうだ」


    「解げ熱ねつ剤ざいは？」


    「今ちょうど切らしてる」


    「……最悪ね」


    　そこで客室のドアがノックされ、アリアはダヤンを睨にらむのをやめて立ち上がった。


    「はい、どうぞ」


    　アリアがノックに応えると、宿やど屋やの女将おかみがドアを開けて入ってきた。


    「お連れ様は大丈夫ですか？」


    「風か邪ぜをひいてしまったみたいです」


    「まあ、それは心配ですねえ」


    「ご心配ありがとうございます。少し寝ていれば治りますから」


    　アリアはにこにこしながら女将に礼を言った。女将も愛らしい少女の笑顔につられて微ほほ笑えむ。


    　ダヤンはぼんやりした頭でそのやり取りを見ていた。


    「何かご用意しましょうか？」


    　女将はアリアがよほど気に入ったらしく、親切に申し出てくれた。


    　アリアは人差し指を口元に当てて少し考え、


    「解熱剤があったらもらえません？」


    　小首をかしげて聞いた。


    「あら……今うちにはないんですよ。私も主人も元気だけが取とり柄えでねえ。病院には何年も行っていないものですから。すぐにお医者様のところでもらってきましょう」


    　女将は本当に親切だった。


    　ダヤンはその厚意を慌あわてて止めようとする──が、それより前にアリアが口を出した。


    「ないならいいんです。明日の朝には熱も下がるでしょうから」


    　──いや、明日の朝はさすがに無理なんだが──


    　ダヤンはガンガンする頭で思った。


    「そうですか？　じゃあお大事にしてくださいね」


    　愛あい想そ良く言って出て行こうとする女将に、ダヤンは顔を起こしてかすれ声で聞く。


    「あのさ……昨夜近所で暴動があっただろ？　あれからどうなったか知ってるか？」


    「え？　ああ、なんだか怖こわいことがあったみたいですね。よく分からないですけど、不審な事件だから教会キルヒエンが調査に入るって話ですよ。中央の方から異端審問官クライスビシヨフがいらっしゃるとかどうとか……」


    　突然の事態にダヤンは目を剥むいた。


    「……いつ？」


    「さあ、近いうちだということでしたけどね。そうそう、お客さんもいくら大道芸人だからって、棺ひつぎなんか芸に使っていたら異端審問官に捕つかまりますよ。気を付けてくださいね」


    　──いやちょっと待て、誰が大道芸人だ──


    　ダヤンは現げん実じつ逃とう避ひした頭で思った。


    「それじゃあお大事に」


    　女将おかみが思いやりにあふれた言葉をかけて出ていくと、ダヤンは眩暈めまいがした。


    　アリアがベッドの傍そばに立って顔を見下ろしてくる。


    「どうするの？」


    「……」


    「この街で悪魔を喰くうのは諦あきらめて、逃げた方がいいんじゃない？」


    「……お前に一つ言っておく」


    「なに？」


    「俺は大道芸人ではねえよ」


    　ダヤンは痛む頭を抱えてアリアを睨にらんだ。


    　文句を言いながら何を最優先にすべきか必死に考える。考えるが──熱で麻ま痺ひした頭では、ろくな考えが浮かんでこないのだった。


    



    



    　翌朝になってもダヤンの熱は全く下がる気け配はいがなかった。


    　ダヤンが自分の怪け我がを治すときに熱を出すのはいつものことである。普ふ段だんはそれを解げ熱ねつ剤ざいで下げるのだが、運の悪いことに薬を切らしていた。


    「このままこの宿やど屋やにいて大丈夫かしら。敵に見つからない？」


    　宿屋の窓から険けわしい顔で外を見ているアリアが言った。


    「……女将さんの様子からして……契約者ベルダーに操られている感じじゃない。操られて契約者の駒こまになってるのは……おそらく先生の患者だけだ。何年も病院に行ってないという女将さんが操られる可能性は低いだろう……。大道芸人だと思われてる限り……ここに身を隠していても見つからないはずだ……」


    　ベッドに横たわった格かつ好こうで、ダヤンは切れ切れに説明した。


    「契約者は……俺たちの居所を捕ほ捉そくする力を持ってないんだろう……」


    　そこでアリアはダヤンの方を向き、眉まゆをひそめた。


    「一昨日の夜は廃はい墟きよにいるところを見つかったわ」


    　ダヤンは力なく苦笑した。


    「先生は……俺たちがあそこにいることを……最初から知ってたじゃないか」


    「ああ……そうね。あの廃墟を教えたのは先生だったわね。それなら、ここにいれば安全ということかしら？」


    　アリアはベッドの傍にしゃがみこむと、同意を求めるように聞いた。


    「ああ、見つかってたら昨日のうちに襲われてるはずだ」


    　ダヤンは泥のように重い身体からだをベッドに横たえたまま、安心させるように語気を強める。


    「……見つかって乗り込まれたら、今度こそ返り討ちにすればいいだけのことよ」


    　アリアは己おのれの弱気をわずかに恥じ、強気の言葉を返した。


    「……頼んだ」


    　ダヤンはそう言って目を閉じた。


    　アリアはその姿を見つめる。


    　ふと目線を動かすと、ベッド脇の台に置かれたガラスの水差しが空になっていた。アリアはそれをつかみ、客室から出る。


    　水をくむために一階の厨ちゆう房ぼうまで行こうと階段を下りている途中、宿やど屋やの入り口で女将おかみと若い女性が話しているのに気が付いた。


    　何気なく相手を確かめてアリアはぎくりとする。


    　そこにいるのは、一昨日の夜廃はい墟きよに押しかけて来た暴徒の一人だった。廃墟の玄関をノックした主婦らしき女性である。


    　アリアはとっさに身を引いて、主婦から死角になる位置に隠れた。


    「久しぶりねえ。近所なのに最近全然会わなかったじゃない」


    「ええ……そうですね……」


    「……何だか元気なさそうだけど、大丈夫？」


    　女将が心配そうに主婦へ声をかけている。


    「……大丈夫です……ランドルフ先生に診みてもらっているから……」


    　主婦は精気を奪われた虚うつろな表情で抑よく揚ようなく答える。


    「それならいいんだけどねえ」


    「ええ……大丈夫です……そんなことより……この街に入り込んだ悪い人を捜さがしているんです……知りませんか……？　どこかに隠れているはずなんです……昨日からずっと捜しているのに見つからないんです……」


    　その言葉にアリアはぞっとする。彼らはアリアとダヤンを捜しているのだ。


    「悪い人なんて知らないわよ。大道芸人さんなら泊とまってるけど？」


    　女将は頬ほおを押さえて首を傾かしげた。


    　アリアは今すぐ女将の口を押さえたい衝しよう動どうに駆られる。しかし、


    「……大道芸人なんて捜してません……もっと悪い人を捜しているんです……」


    　幸いなことに主婦は大道芸人に疑いを抱かなかった。


    「他の宿屋にはいなくて……ここに隠れていませんか……？」


    「ねえ……やっぱりあんた変よ。どうしちゃったの？」


    「悪い人を追い払って、街を守らなくちゃ……」


    　主婦がぶつぶつと呟つぶやき、女将おかみが怪け訝げんな顔をしたところで、厨ちゆう房ぼうの方から従業員が女将を呼ぶ声が響いた。


    「それじゃああたしは仕事だから。あんたもしっかりしなよ」


    　女将は力強く言って厨房へ消える。


    　残された主婦はしばし放心していたが、ゆっくりと歩きだして階段に近付いてきた。


    　アリアはぎょっとして音を立てずに後戻りし、階段を登り切って曲がり角に隠れた。


    　主婦は緩かん慢まんな動作で階段を上り、目の前にある部屋の扉とびらをノックして、返事がないとみると勝手に開ける。そこは空室だったらしく鍵かぎはかかっていなかった。


    「いない……」


    　そう呟つぶやいて扉を閉める。そして隣の部屋の戸を叩たたく。今度は宿泊客が顔を見せた。


    「違う……」


    　小さく呟いて主婦は次の部屋へ向かう。


    　彼女の行動を目まの当あたりにし、アリアはすぐさま客室へ戻った。


    「……どうした？」


    　慌あわてて戻ってきたアリアに気づき、ダヤンはうっすら目を開けて聞いた。


    　アリアの表情は険けわしくて、ただ事ではないとすぐに分かる。


    「一昨日の暴徒の一人が私たちを捜さがしてるわ。空室を勝手に開けたり、客の顔を確認したりしてるのよ」


    　早口で言い、アリアは部屋の鍵をかける。


    「私たちがここにいると分かったら、あの夜みたいにまた襲われるわ」


    　今の状態でそんな事態に陥おちいるのは致命的だ。


    　ダヤンはベッドの上に身体からだを起こし、無言で数拍思案すると、重い身体を引きずってベッドから出た。


    「何やってるのよ。寝てなさい」


    　アリアは鋭するどく叱しつ責せきするが、ダヤンは全く聞かずに扉へ近づき、鍵を開けた。


    「ちょっと！」


    　怒るアリアをよそに、ダヤンはベッドのシーツを整え始めた。人が寝ていた形跡を残さぬようしわを伸ばし、今にも倒れそうなふらつく足取りで部屋の中を歩き回ると、麻あさの荷袋を備え付けの大きなクローゼットに放り込む。


    　そしてアリアの腕うでを引っ張り、一いつ緒しよにクローゼットの中に入って身を縮ちぢめた。


    「いったいどういう……」


    　アリアがしゃべりかけると、ダヤンは後ろから手を回してアリアの口を塞ふさいだ。


    「この部屋に人が泊とまってると分かったら、顔を確かめるまで諦あきらめないかもしれないだろ」


    　ダヤンが小声で言い聞かせると、一瞬暴あばれかけたアリアは動きを止めた。


    　そこで客室の扉とびらがノックされ、返事がないとみた主婦が扉を開けた。


    　熱気の籠こもるクローゼットの中で、ダヤンとアリアは息をひそめる。


    「いない……」


    　呟つぶやく声が聞こえ、部屋の扉が閉まりかけたその時、ほっとして身体からだの力を緩めたアリアの爪先がクローゼットにぶつかった。


    　コツッと小さな音が響く。


    　ダヤンとアリアは二人同時に硬こう直ちよくした。


    　閉まりかけた扉が再び開き、主婦は音源を探さぐって部屋の中へと入ってくる。


    　かつん……かつん……と、ゆったりした足音が少しずつクローゼットに近づいてくる。


    　アリアを押さえているダヤンの身体に自然と力が入る。


    　息を詰め、指一本動かぬように全身を固くする。


    　足音はクローゼットの前で止まった。


    　そこでアリアはわずかに右手を持ち上げ、ジャキンと爪つめを伸ばした。


    　自分たちの居場所を突き止めた敵を帰すわけにはいかない。


    　クローゼットが開かれた瞬間に相手を拘こう束そくする、という覚悟を彼女は固めた。


    　主婦の手がクローゼットの取っ手をつかむ。ごく小さな木材のきしむ音がする。


    　そしてクローゼットが開かれる寸前──


    「ちょっとあんた！　何やってるのよ！」


    　大きな声で[image: ]責したのは宿やど屋やの女将おかみだった。


    「変な音がして……」


    　クローゼットを開けようとしていた主婦は抑よく揚ようなく呟いた。


    「勝手に客室に入るなんて、あんた本当におかしいよ」


    「私の気のせいだったみたい……」


    　主婦は女将とまともに会話することなく客室から出て行った。


    　苛いら立だった女将の手で客室の扉が乱暴に締められる音が聞こえ、ダヤンとアリアは同時に全身の力を抜く。


    　ダヤンはクローゼットに寄りかかり、アリアはダヤンに背を預けた。


    　この狭くて暗い箱の中から出ようかという気力もなく、しばし脱力する。


    「……助かったわね」


    「ああ……これで身体が治るまでこの宿屋にいても大丈夫そうだな」


    「何なら今すぐ楽にしてあげてもいいのよ」


    　アリアはダヤンを振り返り、彼の首筋に触れると指先で頸動脈を掻かき切る仕草をした。


    「すぐに回復するとは思うけどな、いざという時はお願いするよ」


    　一つ小さな苦笑を浮かべ、ダヤンはクローゼットの扉を押し開けた。


    



    



    　それから三日経たってもダヤンの熱は下がらなかった。


    　困ったことになったとアリアは思った。


    　異端審問官クライスビシヨフが来る前に熱を下げてしまわなければ、逃げることもままならない。


    　困ったアリアは三日目の夜に、眠るダヤンを一人残して宿やど屋やから出た。


    　三日も棺ひつぎに戻らず過ごすのは、アリアにとって珍しいことだった。活動し過ぎて身体からだの動きが少し鈍にぶってきたような気がするが、高熱で倒れている男よりはましだろう。


    　アリアはダヤンのコートを着込み、夜に紛まぎれて商店街を訪ねた。


    「どうしてあんな男のために私が……」


    　悪あく態たいをつきながらたどり着いたのは、果物屋の二階である。その部屋のドアを叩たたくと、一人の男が顔を出した。


    　親友の死の真相を突き止めてほしいとダヤンに依頼した男、トトである。アリアがこの街で知っている人間は、医者親子を除けば彼しかいない。


    　彼はフードから覗のぞくアリアの顔を見るなり、頬ほおを引きつらせてドアを閉めようとした。


    　アリアはすかさずドアに手をかけ、ゆっくりと引く。


    　抵抗もむなしくドアを開けられ、トトは恐怖の表情を浮かべた。


    「お前……あの魔術師ヴアルドの連れだよな……何か分かったのか？」


    「お願いがあるの」


    　アリアはトトの部屋に押し入り、真しん剣けんな顔で頼んだ。


    「解げ熱ねつ剤ざいがほしいのよ」


    「解熱剤？　……そんなもんうちにはねえよ」


    「でも、医者なら持ってるはずだわ」


    　数秒ぽかんとし、トトはその意味を察して仰のけ反ぞった。


    「俺にランドルフ先生のとこへ行けってのか？」


    「熱がある振りをすれば、解熱剤をもらえるでしょう？」


    「冗じよう談だんじゃねえ！　何で俺が今いま更さらランドルフ先生にそんなこと頼まなきゃならねえんだ！」


    　感情的に怒ど鳴なられ、アリアは冷静に言葉を返した。


    「私の連れが熱で寝込んでいるわ。仕事に差さし障さわるの」


    　その途と端たん、トトの眉まゆが下がった。


    「あの魔術師が？　……高熱なのか？」


    「意識はあるけれど、ほとんど動けないでいるわ」


    　熱を感知するようにできていないアリアの身体では、ダヤンの熱が高いのかどうか計ることはできないが、熱のせいで動けないことは確かだ。


    「大丈夫なのかよ」


    　トトはたちまち心配そうな顔になった。


    　それを見て、アリアは意外に思う。


    「驚いた。心配してくれるの？」


    「……依頼したことをちゃんとやってもらわないと困るんだよ」


    　トトは殊こと更さらぶっきらぼうに言った。


    　アリアは目を丸くする。


    「……ごめんなさい、あなたを誤解してたわ」


    「誤解？　何がだよ」


    「あなた案外いい人ね」


    「は……あ？」


    　トトは顔をひきつらせた。


    　それを見て、アリアはぷっと吹き出してしまう。


    「この前は投げ飛ばしてごめんね」


    　笑顔を向けると、トトは真っ赤になって顔をそむけた。


    「アホなこと言ってんじゃねえよ。さっさと行くぞ。薬をもらってくりゃあいいんだろ」


    　ふてくされたように言い、彼は足音荒あらく部屋を出ていく。


    　アリアはその後に続き、静かな夜の街に出た。


    



    　ランドルフ医師の家に着くとアリアは物陰に隠れた。


    　トトが妙に緊張した面おも持もちで玄関の戸を叩たたくのが見える。


    　すぐにリリフィーナが出てきて、相手がトトだと分かると怯ひるんだように顔をそむけた。


    「……ランドルフ先生は？」


    「……まだ……病院に……」


    　リリフィーナは怯おびえ切った小動物のようだった。


    「……じゃあいい」


    　トトは不愛あい想そに言って、背を向ける。


    「ま、待って……お父さんに何か……？」


    「解げ熱ねつ剤ざいがほしいだけだ」


    　うつむいていたリリフィーナがはっと顔を上げた。


    「どこか悪いの？」


    「リリフィーナちゃんには関係ねえよ」


    「でも……」


    「ギールが死んだのに平気な顔してる奴やつに心配されたくねえよ！」


    　トトは感情的にわめき、足早に家の前から去った。


    　リリフィーナは蒼そう白はくな顔で凍こおり付ついている。


    　アリアは彼女に気づかれないようトトの後を追った。


    　トトは唇くちびるをかみしめて足音荒あらく夜の通りを歩いている。その表情は酷ひどくゆがんでいて、とんと背中を叩たたいたら泣き出してしまいそうだった。


    



    　二人は黙って夜の中を歩き続け、ランドルフの病院までやってきた。


    　しかし──病院にはもう明かりがついていなかった。


    　すべての窓が暗く、明かりが漏もれているところは一つもない。


    「……行き違ったのかしら？」


    　アリアは眉まゆをひそめて病院を見上げた。その瞬間、不穏な気け配はいを感じて思わず呟つぶやく。


    「悪魔の匂においだわ……」


    　よく知った悪魔の気配がかすかに漂っていた。


    「ちょっとここで待っていて」


    　アリアはトトにそう言い置いて、病院の前に立っている大きな木に飛び乗った。


    　横へ張り出した太い枝に立つと、通りに面した窓の中が見えた。悪魔の気配はそこから最も強く感じられる。


    　アリアは音を立てぬように中を覗のぞき、ぐっと目を細める。


    　そこは以前訪ねた院長室で、ランドルフが机の前に座っていた。そしてその横に、一人の女がいたのである。


    　それはどう見ても人間ではなく、蝶ちようのような黒い羽を背に生やした黒こく衣いの令れい嬢じようであった。


    「ギール……父さんを許してくれ……」


    　ランドルフが頭を抱えて呻うめくのが、ガラスを越えてアリアの耳に届いた。


    　風が吹いてガサガサと葉は擦ずれの音を立てていたが、人より遥はるかに優れたアリアの耳には、室内の会話がはっきりと聞こえていた。


    『あら、ダメダメ。そんな風に自分を責めちゃ』


    　ころころと鈴を鳴らすような愛らしい声で、黒衣の令嬢は優しく諭さとす。


    「エルディダーシア……」


    　ランドルフは宙ちゆうに浮かぶ令嬢を見上げてその名を呼んだ。


    『あなたが落ち込むとあたくしも悲しいわ。元気を出してね』


    「……私にそんな権利はない」


    『あらあら、それじゃああなた、悪魔を呼び出したことを後悔していて？　愛いとしい愛しい大切なたった一人の娘を死なせた方がよかったのかしら？』


    「違う！　だが……ギールを死なせてしまった……」


    　ランドルフは苦しげに叫んだ。


    　黒こく衣いの令れい嬢じようはくすくすと楽しそうに笑った。


    『それは仕方がないことなのよ。あなたが心のままに選んだのだもの。あなたは血の遠い息子より、実の娘を選んだの。それがあなたの心の真実なのよ』


    　悪魔は蝶ちようのように部屋の中を舞った。ランドルフは唇くちびるを噛かんでこらえていた。


    　アリアは身じろぎもせずにその会話を聞き取った。


    　これでようやく契約者ベルダーが確定した。解げ熱ねつ剤ざいを求めて思わぬ収穫を得たことは幸運だったに違いない。


    　このことを今すぐダヤンに教えよう──とアリアが思ったその時、


    「何だ……あの女……」


    　震ふるえる声がすぐ近くから聞こえた。


    　いつの間にかトトが木を上ってきていて、すぐ近くから院長室を覗のぞいていたのだ。


    　彼の目は、室内に浮かぶ黒衣の令嬢へ釘付けになっていた。


    「あれは悪魔よ。気づかれるから静かにして」


    　アリアは人差し指を自分の唇の前に立てて沈黙を促うながす仕し草ぐさをしたが、言葉の衝撃が強すぎてトトの耳には入らなかったらしい。


    「悪魔!?　どういうことだよ！　何であんな化け物が先生と一いつ緒しよにいるんだ！」


    　トトは恐怖に突き動かされたかのように叫んだ。


    　途と端たんに室内の令嬢がこちらを向き、それと同時に窓が開いた。


    　アリアは舌打ちしたい気持ちだった。


    『あら……あらあらあら……盗み聞きなんて品のないこと……』


    　黒衣の令嬢を模もした悪魔は、唇の端に笑みを上らせる。


    「……大通りの……一番大きい宿やど屋やに私の連れがいるわ。そこまで逃げて。あの医者が契約者だと彼に伝えてちょうだい」


    　アリアは狼ろう狽ばいしているトトに小声で告げた。


    「なん……待てよ」


    「いいから行きなさい！」


    　鋭するどく命じ、アリアはトトの首根っこをつかんで木の根元の植え込みに放り投げた。


    　短く悲鳴を上げて植え込みに突き刺さったトトは、アリアを見上げて困惑しきった顔をしたが、すぐに立ち上がって夜の通りを走り出す。


    　それを確かめ、アリアは悪魔に向き直った。優ゆう艶えんに微ほほ笑えむ悪魔と、驚きよう愕がくに震えるランドルフがこちらを見ていた。


    『困ったわねえ……見つかってしまったわねえ……』


    　悪魔はぞっとするような声で傍かたわらの男に囁ささやいた。


    『ねえあなた……こんなところまで押しかけてきて、いったい何の用かしら？』


    　そうアリアに投げかけてくる。

  


  [image: ]


  
    　アリアは悪魔とその契約者ベルダーを見み据すえ──決断した。


    「あなたを殺すわ」


    　ダヤンはこの悪魔を喰くいたがるだろう。だが、異端審問官クライスビシヨフが近づいている現状、満まん身しん創そう痍いの彼がそれをやってのけるのは難しい。今ここで悪魔を殺して、この街を離れるべきだ。


    　何より、ここでアリアが引いたら、悪魔は契約者であるランドルフの立場を守るためにトトを狙うかもしれない。


    　アリアは攻こう撃げき的な瞳ひとみで悪魔を射いる。


    『あたくしを殺すの……？　あなたにできるかしら？　『悪魔喰い』のお人形さん。あたくしは物質と音を支配する悪魔エルディダーシア。お相手するわ』


    　悪魔はそう嘲あざ笑わらった。アリアは不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。先日の悪魔といいこの悪魔といい……ダヤンの存在は日に日に悪魔たちの中で知れ渡ってゆく。


    　アリアはビキビキと音を立てて両手の爪つめを伸ばした。魔力による装甲はない。この状態で、あれを屠ほふらねばならない。


    　対たい峙じしているだけで相手が強い力を有していると分かる。目の前の敵が放つのは上級の悪魔の気け配はいだった。


    　アリアは木の上でぐっと腰こしを落とし、一気に跳ちよう躍やくして悪魔エルディダーシアに襲い掛かった。


    　鋭するどく伸びた爪つめで悪魔を切きり裂さこうとするが、黒こく衣いの悪魔は優ゆう雅がにその攻撃をかわした。


    　アリアが院長室の机に着地すると、悪魔は夜の空へふわりと舞い上がる。


    　アリアはそれを追って空へ飛びあがる。


    　そしてその爪が悪魔の身体からだに届きかけた瞬間、アリアの身体は突然動かなくなった。


    　そのまま地面に落下する。


    　病院の前の通りに叩たたきつけられ、アリアはぎりと歯は噛がみした。ダヤンから与えられていた魔力が切れてしまったのだ。


    　優雅に舞い降りてきたエルディダーシアが傍かたわらに立ち、満足そうに微ほほ笑えんだ。


    　八やつ裂ざきにしてやりたいと思ったが、アリアはもう、立ち上がることすらできなかった。


    



    



    　ダヤンが目を開けると、客室の中は夜だった。


    　少し身体を動かしてみる。熱はまだ下がっていないが、痛みはかなり引いていた。順調に回復していると分かってダヤンはほっとする。


    　ゆっくり起き上がって部屋の中を見回し、ダヤンはおや？　と思った。


    　暗くら闇やみに目を凝こらしてみるが、アリアの姿が見えない。


    　いったいどこへ行ったのかと寝起きのぼんやりした頭で考えていると、足音がして部屋のドアがノックされた。


    「すみません、起きていらっしゃいますか？　実は訪ねてきた人が……あっ！　ちょっと待ってください！」


    　女将おかみの焦あせった声とともにドアが勢いよく開かれた。


    　息を切らして駆けこんできたのは、ダヤンにとって仮かり初そめの雇やとい主ぬしであるトトだった。


    「どうした？」


    　ダヤンがベッドの上から怪け訝げんな顔で聞くと、彼はドアを閉めて女将を閉めだし、ふらつく足で歩み寄ってきた。


    「お前の相あい棒ぼうが……悪魔と戦ってる」


    　荒あらく息をつきながらトトは言った。


    「……どういうことだ？」


    　ダヤンが声の調子を下げて問いただすと、トトはその夜に起こった出来事を一から説明し始めた。


    　アリアが訪ねてきたこと。病院へ薬をもらいに行ったこと。そしてそこで悪魔を見たこと。


    「ランドルフ先生が契約者ベルダーだってこと、お前に伝えてくれってあの子が……」


    　そこまで聞いたところでダヤンは深く息をつき、ベッドの上を思い切り叩いた。


    「あの、クソ馬ば鹿か……っ」


    　ダヤンはベッドから立ち上がり、よれよれのシャツとズボンで部屋を飛び出した。


    　トトが後から追いかけてくる。


    　走りながら、焦りや怒りや不安がないまぜになって頭が痛んだ。


    　しばらく走り続けてランドルフの病院へたどり着く。


    　しかしそこにはもう誰もおらず、冷たい秋風がびょうびょうと吹き抜けるばかりだった。


    　ダヤンから少し遅れてトトが追いついてきた。


    「さっきまではここにいたんだ」


    　彼はぜいぜいと呼吸しながら説明する。


    　ダヤンは静かに病院を眺ながめ、アリアの魔術法陣ヴアルグラーンと対になる右の手のひらを軽く持ち上げた。


    　一度目を閉じて開けると、世界の景色が切り替わり、縦横高さの軸で魔力が可か視し化かされる。


    　ダヤンの手のひらから発せられた魔力が宙ちゆうに流れ、アリアの痕こん跡せきをたどろうとし──しかしそれは途中で途切れた。


    「何やってんだ」


    　横からトトに聞かれ、ダヤンは視界を元の世界に切り替えた。


    「アリアを捜さがそうとしてた。が、今は見つけられなかった」


    　ダヤンは淡たん々たんと説明する。


    　アリアを作った術者であるダヤンは彼女がどこにいても捕ほ捉そくできるはずなのだが、今この世界のどこを捜してもアリアの痕跡は感じられなかった。


    　するとトトは恐おそる恐るというように口を開いた。


    「まさか……あの子はあの化け物に殺されたのか？」


    「いや、それはない」


    　アリアはもう死んでいる。心臓を刺されようと、四し肢しを切り落とされようと、もう死ぬことはない。彼女を害する方法は一つだけあるが、それはこの場ですぐにできるようなことではないはずだ。


    　彼女の存在がこの世から消えたなら、作り主であるダヤンにはすぐに分かる。


    　おそらくはダヤンが与えた魔力が尽きて捕とらえられたのだろう。


    「魔力を感じないってことは、たぶん……悪魔がアリアを隠しているんだろうな」


    　その言葉を聞いてトトの表情はあからさまに歪ゆがんだ。


    「悪魔なんてものが……本当にいるのかよ」


    「あんたはその目で見たんだろう？」


    　ダヤンが切り返すと彼は黙り込んだ。ややあって再び口を開く。


    「先生は……何で……悪魔なんかと一いつ緒しよにいたんだ……」


    「それはあの先生が悪魔と契約したからだろうな」


    　答えを聞いてトトは凍こおり付ついた。ダヤンは構わず説明を続けた。


    「数か月前に先生の娘さんが瀕ひん死しの怪け我がを負ったとあんたは言っただろう？　兄からの輸血で助かったんじゃないかと」


    　同意を促うながすが、トトは固まったまま動かない。


    「そうじゃない。彼女は悪魔に助けられたんだ。先生が悪魔と契約して、娘の怪我を治した。だからあの子は今も生きてる」


    「……ギールは……？　あいつはどうして死んだんだ？」


    　突然のことに頭が追い付かないらしく、呆けた顔でトトは聞いてきた。


    　ダヤンは少し迷った末、はっきりと答えた。


    「先生が息子を犠ぎ牲せいにしたと言っていたなら、それはおそらく悪魔と契約するための生いけ贄にえにしたということだ」


    「生贄……？」


    「ああ」


    　本来悪魔は、契約した人間の魂たましい以外を喰くうことができない。


    　人の魂はその人自身の所有物で、他人の魂を悪魔との契約に使うことなどできないのだ。


    　だが、他人の魂の所有権を奪う方法が一つだけある──と、ダヤンは子供の頃に師匠から教わった。


    　それは──魂を手に入れたい相手を殺すことだ。


    　殺された魂は殺した者に所有権が移る。殺された魂は殺した人間のものになるのだ。


    　それゆえ、悪魔は自分の契約者ベルダーが殺されそうになると、その魂を守るために現れる。


    　悪魔が喰えるのは契約者が所有する魂だけで、殺人者に所有権が移ってしまった魂を喰うことはできないからだ。


    　それが悪魔との契約に際しての大前提だった。


    　その掟おきてを利用して、ダヤンは悪魔を喰っている。


    「何言われてるのか分かんねえよ……」


    　説明を全て聞いて、トトは頭を抱えた。


    「生贄にしたってどういう意味なんだよ！」


    「自分の手で息子を殺して、その魂を餌えさに悪魔と契約し、瀕死の娘を助けた──という意味だ」


    　ダヤンは一切の感情をまじえることなく淡たん々たんと告げた。


    　トトは完全に放心してしまった。


    　ダヤンは感情の切り離された冷静な頭で考える。


    　一つだけ解消されていない疑問があった。


    　いったい何のために街の人たちから精気を奪い集めているかということだ。


    　それが分からない。分からない──が、ダヤンのすることはもう決まった。


    　ランドルフが契約者ベルダーであるのなら、アリアを取り戻して彼を襲撃する。命の危機に瀕ひんした契約者の魂たましいを奪われないために、悪魔は姿を現すだろう。


    「あんたはもう手を引け」


    　ダヤンは放心しているトトに言った。


    「これ以上関わっても、あんたにとっていいことは何もないぞ」


    　トトはゆっくり目を上げて、怪物を見るような目でダヤンを見た。


    　そんな目をしながらもなお立ち去る決意ができずにいるトトの肩かたを、ダヤンは強く押す。


    　するとトトはようやく歩き出した。何も言わずに不確かな足取りで去ってゆく。


    　その後ろ姿を見送って、ダヤンはぐらりと身体からだをかしがせた。


    　怪け我がの治っていないこの状態で、そしてアリアという戦力がないこの状況で、悪魔と戦うのは自殺行為だ。


    　アリアが無事でもダヤンが殺されたら、結局アリアまで死体に戻ることになる。


    「本当に……あの馬ば鹿か、何をやってくれてるんだ……」


    　ダヤンのことが嫌きらいなら、高熱を出していようと放っておけばよかったのだ。


    　助けようなどと考えるからこういうことになる。


    　ダヤンは忌いま忌いましげに歯は噛がみして、夜の中にぼんやりと浮かぶ病院を見上げた。


    　今すぐここに押し入って、アリアを取り戻せるならそうしてもいい。アリアがここにいるのかどうかすら、今のダヤンには分からないのだ。


    　しばらく建物を睨にらみつけ、ダヤンは踵きびすを返してその場を立ち去った。


    



    



    　死体にはお似合いの場所だと、アリアは皮肉っぽく思った。


    　意識はあったが身体はまともに動かない。


    　そんなアリアが横たわっているのは、病院の地下にある霊れい安あん室しつだった。


    　硬い寝台に寝かされて、縄なわで括くくりつけられている。もっとも、縛られていなかったところで魔力の尽きているこの身体では歩くこともできないだろう。


    　ここへ捕とらえられた昨夜のことを思い出す。あれからずいぶん時間が経たっていて、今はもう夜が明けているはずだ。


    　真っ暗な霊安室の扉とびらが不ふ意いに開き、ランドルフが姿を見せた。


    　彼は昨日までより遥はるかにやつれた様子だった。


    　アリアは無言で彼を睨んだ。


    　息子を殺して娘を助けたという彼の行動を思うと、腹の中が煮えくり返るような怒りを感じる。どうしてだか分からないが、愛されなかった息子の方に気持ちが同調してしまう。


    　ランドルフは暗い目でアリアを見つめた。


    　そんな彼の傍かたわらに、昨夜の悪魔エルディダーシアがふわりと顕けん現げんした。


    「この子をどうしろというんだ」


    　ランドルフは苦しげに問うた。


    『ふふ、もちろん邪じや魔ま者ものは排除しなければいけないわ』


    　艶つやめいた声で胡こ蝶ちようの悪魔は笑った。


    「……この子も……ダヤンくんも、悪人には見えない。街から追い出せば十分じゃないのか」


    『くふっ……ふふふふ……あはははははは！　おかしな人ねえ。悪い人というのはあなたの方に決まっているでしょう？　彼らは悪い人を懲こらしめる正義の味方。悪魔の虜とりことなってしまった悪人はあなたよ。悪役は正義の味方を倒さなくちゃいけないわ。そうでしょう？』


    　エルディダーシアの細い指がランドルフの頬ほおを撫なでる。


    『さあ……邪魔者を排除しましょう』


    　優しくそそのかされたランドルフはアリアの方を向いた。


    　しかし彼は硬こう直ちよくしたまま動かない。


    「殺してみなさいよ。死体を殺せるというならね」


    　アリアはほとんど身体からだを動かせないまま、冷ややかな声で挑ちよう発はつした。


    　突然声を発したアリアに、ランドルフは身を震ふるわせた。


    「首を切り落とそうと、手足をもごうと、心臓を貫つらぬかれようと、私がこれ以上死ぬことはないわよ。試してみるといいわ」


    　アリアは嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんでみせる。


    　ランドルフは吞まれたように何もできない。そんな彼の肩かたにエルディダーシアがそっと手を触ふれた。


    『怯おびえてはいけないわ。この子は『悪魔喰ぐい』と呼ばれる魔術師ヴアルドのお人形よ。悪魔喰いはこの子を使ってあたくしを食べようとしているの。あたくしが食べられたらどうなるかしら？　あなたの娘がまた死んでしまうわよ？　あたくしがせっかく生き返らせてあげた命を無む駄だにするというの？　もう一度娘の死を見たいの？』


    「やめてくれ！」


    　ランドルフは吐はき出すように懇願した。


    　アリアはその会話を聞いて訝いぶかしんだ。


    　生き返らせてあげた──？　悪魔が明らかにおかしなことを言っている。


    『分かるでしょう？　このお人形を壊こわしてちょうだい』


    　悪魔は美しい微笑みのまま冷酷に命じる。


    「っ……この子だって、生きている人間と変わらないじゃないか」


    　そう言われてアリアが感じたのは強い苛いら立だちだった。


    　生きている人間と変わらないなどと、本気で言っているのだろうか？


    　術者がいなければ動くことすらできない、道具としてしか扱われないこの身体からだが、生きている人間と同じなわけがない。


    　険けわしい顔でランドルフを睨にらんでいるアリアを見て、エルディダーシアは酷こく薄はくに言った。


    『これは死体よ。死体ならあるべき姿に返すべきだわ。ねえ……想像してごらんなさい。死んだ後まで無む理り矢や理り動かされて、道具として使われているのよ。あなたは医者でしょう？　かわいそうなこの子を助けてあげるべきなのよ』


    　その言葉はアリアの胸にも確かに刺さった。


    『娘のために、できるわね？　だってあなたはもう息子の命を差し出したじゃないの。死体一つ始末できないということは、息子の命は死体以下ということになってしまうわよ？』


    　その途と端たん、葛かつ藤とうしていたランドルフの瞳ひとみが諦あきらめの色に染まった。疲れ切ってこれ以上考えたくないとでもいうように。


    「…………どうすればいい」


    　どうすべきか──という意味ではなく、どうすれば殺せるのか──と彼は問うていた。


    『お人形でも人間の肉体には違いないわ。修復すると言っても限度がある。そうね……疫えき病びようで死んだ人間と同じように燃やしてみるのはどうかしら？』


    　アリアはぎくりとした。


    　斬きられても貫つらぬかれても死ぬことがない屍人形アイズオルガンにとって、最大の弱点が炎だ。著いちじるしく損壊してしまえば、背中に刻まれたこの魔術法陣ヴアルグラーンはもう機能しない。


    『あら……効果がありそうよ？』


    　アリアの表情を見て、エルディダーシアは嬉うれしそうに笑った。


    「……今夜……墓地へ葬ほうむろう」


    　ランドルフは苦く渋じゆうの決断を下した。


    　アリアは侮ぶ蔑べつを込めた瞳で彼を見る。


    『うふふ……もっともっと苦しんでね。そうして苦しめば苦しむほど、あたくしの餌えさは極ごく上じようの味になるのですもの』


    　エルディダーシアが恍こう惚こつの表情で微ほほ笑えんだその時、急に霊れい安あん室しつの扉とびらが叩たたかれた。


    　一瞬で黒こく衣いの令れい嬢じようは姿を消し、ランドルフは慌あわててアリアに白い布をかぶせた。


    「お父さん、何しているの？」


    　扉が開いて聞こえたのはリリフィーナの声だ。


    「いや、何でもない」


    「他に誰かいるの？」


    「いや、誰もいないよ」


    「そう？　そろそろ診察の時間なんだけど」


    「ああ、すぐに行こう」


    　優しい声でそう答え、ランドルフは霊安室を出た。金属質な施せ錠じようの音が室内に響く。


    　アリアは布の下で身動きできずに目を閉じた。


    　ダヤンは今頃どうしているだろうか？


    　怪け我がが完治しないまま、アリアの不在に気付いて動き出していたらと思うと焦しよう燥そう感かんが募つのる。


    　あんな男は死ねばいい。ただ、それはアリアの手でなされなければならないことなのだ。


    　アリアが必死にここから出る方法を考えていると、再び霊れい安あん室しつの鍵かぎが開いた。


    　蝶ちよう番つがいのきしむ音がして、誰かがそっと入ってくる。


    　ランドルフが戻って来たのかとアリアは思った。


    　その誰かはアリアの身体からだにかかる布を取り払い、息を呑のんだ。


    　アリアは目を開けて相手と目が合い、同じくらい驚いた。


    「なんてことを……」


    　そう呟つぶやいて腰こしを抜かしたのはリリフィーナだった。彼女は力なく立ち上がり、驚きよう愕がくの眼まな差ざしでアリアを見た。


    「これは……父が……？」


    「……ええ」


    「ダヤンさんから、あなたをさらってきたんですか？」


    「少し違うけれど、私を燃やして埋葬したいそうよ」


    「っ……ごめんなさい……ごめんなさい……父は真ま面じ目めな医者だから、きっと、遺体を冒ぼう涜とくしていることが許せなかったんです」


    　リリフィーナは途中何度も息を詰まらせながら父を庇かばった。


    　あなたの命を救うために悪魔と取引したから、私たちを敵とみなしたのだ──と、アリアは言えなかった。


    　リリフィーナは思いつめた目で口元を押さえ、決死の形ぎよう相そうでアリアにすがった。


    「あなたを……ダヤンさんのもとへ帰します。その代わり、どうか父を許してください。お願いだから酷ひどいことをしないで……」


    　アリアは父を庇う娘を見ていて、同情と苛いら立だちが同時に湧わき起こるのを感じた。


    　父親の事情も知らない娘に腹が立ったのか、娘の気持ちも理解しない父親に腹が立ったのか──考えているうち、苛立ちは悲しみにも似た感覚に変わった。


    　自分の父親はどんな人だったのだろうかと場違いな考えが頭をよぎる。


    　それを無理やり振り払い、アリアはリリフィーナに答えた。


    「いいわ。あなたのお父さんを見逃すわ。私はもう、無事にこの街を出られたらそれでいい。死体の身には、お金かね儲もうけなんて何の意味もないもの。縄なわを解いて」


    　それを聞いてリリフィーナはあからさまに表情を緩めた。アリアを寝台に縛り付けている縄をたどたどしい手つきで解く。


    「大丈夫ですか？」


    　リリフィーナはアリアの身体からだを支えて起こそうとしたが、アリアの身体にはほとんど力が入らずとても起き上がれそうにない。


    　忌いま忌いましげに顔をしかめたアリアを見て、リリフィーナは困ったように口元を押さえた。


    「もしかして身体が動かないんですか？　すみません、私の力じゃアリアさんを抱えて連れ出すのはとても……。今日の仕事が終わったら、ダヤンさんをここへ連れてきます。ダヤンさんはどこに？」


    　所在を問われてアリアは一瞬答えることをためらった。


    　居所を知られるのは危険だ。しかし、彼女の協力なくしてアリアはここから出るすべがない。そして今日の夜にも荼だ毘びに付されてしまうのだ。


    「……大通りで一番大きな宿やど屋やに泊とまっているわ」


    「分かりました。ダヤンさんをここへ手引きしますから、それまで待っていてください」


    　リリフィーナは決意の瞳ひとみでそう言うと、すぐに霊れい安あん室しつから出て行った。


    



    



    　一晩宿屋で紙とペンを相手にしていたダヤンは、その頃街中へ出ていた。


    　一睡もしていないため、ことさら強く日差しが目に刺さる。


    　ダヤンがいるのはランドルフの病院を目視できるゴミ捨て場の中だった。ゴミに紛まぎれてぼろ布をまとい、そこにじっと身を潜ひそめている。


    　契約者ベルダーであるランドルフに害意を向ける覚悟はすでにできた。しかし、今の自分の身体であの病院に乗り込み、無事に出てこられる保証がない。あの病院の中にいる患者は、全員契約者に操られてダヤンの敵に回る可能性があるのだから。


    　敵対されても、ダヤンは患者たちを本気で殺すことはできない。


    　アリアを生き返らせるために誰かの命を奪うようなことは決してしない。それが旅を始める前に決めたことだ。


    　生き返ったとき、ダヤンが人を殺したと知ったらアリアは己おのれの存在を受け入れないだろう。


    　だからダヤンは絶対に、この世の誰も殺さないと決めている。


    　たとえ自分が殺されたとしても、相手を殺すことはしないと決めている。


    　その制約の中で、悪魔と患者たちに守られたランドルフを襲撃するのは困難だ。


    　ダヤンは懐ふところから二枚の紙を取り出した。そこには一晩かけて作り上げた微び細さいな模様の魔術法陣ヴアルグラーンが描かれている。


    『それをどうするんだい？』


    　真しん剣けんな顔で魔術法陣を眺ながめていたダヤンに話しかけてきたのは、野良猫に変化したガーガウルドだった。


    「一つは契約者ベルダーである先生に使う」


    『ふうん……幻げん惑わく系の精神操作術か……サティンドワンの五五五式あたりが元かな？　君の不ふ得え手てな分野の魔術ヴアールだ』


    　言われてダヤンはむっとした。


    　魔術の得え手て不得手は術者の性格に似るのか、ダヤンは人の精神に作用する魔術が上う手まくない。魔力を暴走させてしまい、相手の脳を傷つけてしまうことがある。それ故ゆえダヤンは精神操作の魔術を人には使わないようにしている。だが──


    「悪魔に保護されている契約者なら魔術に耐たい性せいがある。契約者相手なら多少手て荒あらな精神操作の魔術を使っても問題ない。これで先生を操って、アリアを解放させる」


    　そう言って、ダヤンは病院を睨にらんだ。


    『正々堂々正面から戦って取り戻すことはしないのかい？』


    　ガーガウルドは揶や揄ゆするように問いかけてくる。


    「俺が得意なのは魔術であって戦うことじゃない。何人いるかも分からない操られた患者と、それを可能にする力を持つ悪魔を、同時に相手にして無事で済むほど俺が強いとでも思ってるのか？　契約者一人制圧すれば済むことだ。相手が一人になったところに、こそっと近づいて術をかければいいんだよ」


    『なるほどね、地味で姑こ息そくで素す敵てきな手だ。彼女という武器を失ってしまった君にはお似合いだね。上手くいくことを祈るよ』


    「ああ、あの先生に合わせて完璧に調整した魔術法陣ヴアルグラーンだ。一瞬で精神を支配して夢を見させてやるよ。もう一つは……できれば使いたくないが、いざというときには使うしかないな」


    　ダヤンが渋しぶい顔でもう一つの魔術法陣を見ていると、ガーガウルドは横からのぞき込んでくくくと笑った。


    『なるほど、使いたくはないだろうねえ。使えば寿命が縮ちぢむだけだもの。それでも必要なら君は使うんだろう？　君という人間は、弱くて恐おそろしい怪物だからねえ』


    　悪魔が楽しそうに喉のどを鳴らしたその時、病院の入口から一人の女性看護師が出てきた。手にゴミ箱を抱え、ゴミ捨て場に駆け寄ってくる。


    　並んだゴミバケツの蓋ふたを開けたところで、彼女はゴミに紛まぎれたダヤンに気付いた。


    　短く悲鳴を上げて後ずさる。恐る恐るという風にダヤンを眺ながめ、看護師はあっと声を発した。


    「あなた……この前押しかけてきた人……？　こんなところで何してるの？」


    　数日前にダヤンがランドルフを訪ねたことを、彼女は覚えているようだ。目まぐるしく変わる表情を見るに、操られてはいないらしい。自分に近しい人間には手を出さず、患者だけを利用して精気を奪い集めているなら、ずいぶんな名医だ。


    「気にしないでくれ、酔よっぱらってそのまま寝てた」


    　適当な嘘うそを吐つくダヤンを見下ろし、彼女はちらちらと病院に視線を送る。


    「……あなた……先生とどういう関係？」


    「どうって？」


    　聞き返されて、看護師は困り果てた顔になった。


    　かなり長いこと悩み、おずおずと口を開く。


    「あの日先生と、死体が動くとかどうとか話していたでしょう？」


    　ダヤンは驚いたものの、表情には出さずとぼけた。


    「そんな話をしたっけ？」


    「してたわ。私は確かに聞いたんだから。あなたいったい何なのよ？　死んだリリフィーナちゃんが生き返ったことに、何か関わってるの？」


    　ダヤンは虚きよを突かれて一瞬呆ほうけた。聞き間違いかと自分を疑う。


    「……死んだのは先生の息子さんだろ？」


    　リリフィーナは死ぬ前に悪魔の力で助かったはずだ。


    「ええ、ギールくんも亡くなったわ。だけど、先に亡くなったのはリリフィーナちゃんよ」


    「ちょっと待てよ、それは何かの間違いだろ」


    　すると看護師の表情は険けわしくなった。


    「間違いなんかじゃないわよ。あの子の最さい期ごに私も立ち会ったんだから。とても助かるような傷じゃなくて……すぐに息を引き取ったわ。私は間違いなく見たのよ。それなのに、次の朝には普通に起きて息をしてた。誰に話しても私の勘かん違ちがいだと言われるけど、本当にあの子は一度死んで生き返ったのよ」


    　彼女の声はどんどん大きく感情的になる。


    「わけが分からなくて……もうあの病院にいるのが怖こわくて仕方ないの。あなた、何か知っているんでしょ。私の頭がおかしくなったっていうの!?」


    　怒ど鳴なる彼女の声を、ダヤンはもう聞いていなかった。


    　死にかけた人間の命を繋つなぎとめることと、死んだ人間を生き返らせることは根本的に違う。


    　リリフィーナが悪魔の力で命を救われたというのと、悪魔の力で蘇よみがえったというのでは、全く話が変わってくるのだ。


    　たった一晩で死者を生き返らせる？


    　そんな強大な力を持った悪魔などダヤンは知らない。


    　生と死を支配する高位の悪魔ガーガウルドでさえ、人の死を覆すためには六百六十六体分の悪魔のエネルギーを必要とする。


    　人ひとり生いけ贄にえにしたくらいでそんな強大な願いは叶かなわない。


    　夥おびただしい数の人間を生贄に捧ささげてしてようやく叶うほどの願いだ。


    　リリフィーナが数か月前に死んだのなら、彼女は今も死んでいなければおかしい。


    　それなら、なぜ彼女は生きている──？


    　死んだ身体からだで、生きていた時のように動いているとでもいうのか──？


    　ダヤンの顔からざっと血ちの気けが失うせた。


    「まずい……」


    　そう呟つぶやいて、手に持っていた魔術法陣ヴアルグラーンに目を落とす。


    「間違えた」


    　ダヤンはゴミの中から立ち上がり、身体の不調も忘れて走り出した。


    　後ろから看護師が何度も叫んだが、その声は耳に入らなかった。


    　ダヤンは宿泊している宿やど屋やへ駆け込み、客室に置いていた荷物から道具を引っ張り出すと、床に座って新しい魔術法陣を描き始めた。


    『いったい何をしているんだい？』


    　あとを追いかけてきたガーガウルドが聞いてくる。


    「昨夜描いた魔術法陣は使えない……調整し直しだ」


    　ぶつぶつと呟き、ダヤンはペンを走らせる。


    『どういうことだい？』


    「俺が勘かん違ちがいしてた。この街にいる悪魔はまだ願いを叶かなえていない。願いはこれから叶うんだ。そのために、契約者ベルダーは患者の精気を集め続けてるんだよ」


    『へえ……？』


    　ガーガウルドはちょっと楽しそうな声を出した。


    　何が楽しいのかとダヤンはいささか腹を立てたが、すぐにその感情は消えた。焦あせる気持ちも消えた。周囲の音も消えた。身体の痛みも倦けん怠たい感かんも消えた。


    　この世界にあるのは、紙とペンだけだ。


    　自分の肉体の存在すら忘れ、ダヤンは魔術法陣を描き続けた。


    　そうして何時間も紙にペンを走らせ続け、いつの間にかかなり陽ひが傾かたむいていた。


    　薄暗い部屋の中で新たな魔術法陣を描き上げ、ダヤンはこの世界に自分の肉体が存在していることを思い出す。


    　しばし呆然としていると、


    『お客人だ』


    　飼い猫のようにおとなしく座っていたガーガウルドが、立ち上がって窓まど枠わくに飛び乗った。


    　ダヤンが緩かん慢まんな動作で立ち上がり、窓から外を見ると、宿屋の前で一人の少女がうろうろと迷っている姿が見えた。


    　ダヤンは完成した魔術法陣を手に、すぐさま宿屋から飛び出した。野良猫に扮ふんしたガーガウルドが追いかけてきて、ダヤンの肩かたに飛び乗る。


    「何してるんだ？　こんなところで」


    　ダヤンは宿屋の前にいた少女に声をかけた。振り返ったのはリリフィーナだった。彼女はダヤンと対たい峙じすると、緊張の面おも持もちになった。


    「ダヤンさんを捜さがしていました」


    「俺に何か用か？」


    「……父の病院にアリアさんがいます」


    　ダヤンは息を呑のんだ。


    　リリフィーナは自分のワンピースの胸元を握にぎってうつむいた。


    「父は正しよう気きじゃないんだと思います。私は前に、父がおかしな生き物と話しているところを見ました。父はあれにそそのかされているだけなんです」


    　リリフィーナは思いつめた表情で顔を上げた。


    「アリアさんをお返しします。ですからどうか、父には何もしないでください。この街から出て行ってください。お願いですから……」


    　ダヤンはそんな彼女を見つめ、その細い手首を強く握った。


    　リリフィーナは一瞬痛そうに顔をしかめた。それでもダヤンは力を込めて彼女の手首を握り、そっと放す。


    「ああ、いいよ。あんたの言葉が本当なら、俺たちはこの街を出て行くよ」


    「あ、ありがとうございます」


    　リリフィーナは泣きそうな顔で礼を言い、ダヤンを案内して夕暮れ時の街を駆けだした。


    　しかし病院にたどり着いたとき、そこにアリアの姿はなかった。


    「ランドルフ先生が、今日亡くなった遺体を墓地へ運ぶとおっしゃって、一人で馬車に棺ひつぎをのせて行ってしまいましたよ。どういうことなんですか？　亡くなった患者さんなんていないのに……それに、先生が自分でご遺体を運ぶなんて……」


    　そう説明したのは、昼間ダヤンに怒ど鳴なりかかってきた看護師だった。看護師はもう嫌いやだと言わんばかりに足音荒あらく去ってゆく。


    　ダヤンの肩かたに乗っていた野良猫が、楽しげにぐるぐると喉のどを鳴らした。


    　ダヤンは慌あわてるでも怒るでもなく、リリフィーナに言った。


    「アリアを返さないなら、あんたとの約束は守れないな。先生は俺の大事な商売道具を壊こわそうとする敵だ」


    　淡たん々たんとした敵対宣言に、リリフィーナは狼ろう狽ばいした。


    「待ってください、父を説得しますから……必ずアリアさんをお返ししますから……」


    「墓地はどこ？」


    　ダヤンは眉まゆ一つ動かすことなく問いただす。


    「ダヤンさん……どうか……」


    「墓地は、どこ？」


    「…………西の……廃はい墟きよよりもっと西にある林の中です」


    「そうか、ありがとう」


    　短く礼を言って、ダヤンは走り出した。


    「待ってください……！」


    　リリフィーナも後を追って走り出したが、ダヤンは振り向きもせずに走り続けた。


    　自分が悪魔と契約した瞬間の記憶がよみがえる。


    　契約者ベルダーの望みを、ダヤンはこの世の誰より理解できる。


    　だが、いくら理解できようと、それを受け入れることは決してできなかった。


    



    



    　質素な荷馬車にはごく一般的な棺ひつぎが積まれていた。


    　その棺の中に押し込められて、アリアは馬車の車輪が回る音を聞いていた。


    　ランドルフはアリアを火葬するつもりなのだろう。


    　動けない自分が悔しくて歯がゆくて仕方がなかったが、人形でしかないアリアは所有者の傍そばにいなければ無力だった。


    　離れるのではなかったと痛切に思う。


    　自分がこの世から消え失うせたら、ダヤンは困るだろうか？


    　アリアはぼんやりとそんなことを考えた。


    　自分がいなくなった後の世界で、彼はどう生きてゆくのだろう？


    　今までと変わらず、金かね儲もうけのために悪魔を狩ってゆくのだろうか？


    　もしかしたら自分ではない新しい道具を見つけるのだろうか？


    　しかし、何な故ぜだかダヤンが他の誰かを道具と呼ぶ姿は想像できない。


    　彼にとってアリアが唯一の道具なら、アリアがいなくなってしまえばダヤンはあっさり命を落としてしまうかもしれない。


    　傷だらけになったダヤンの身体からだを思い出してアリアは唇くちびるをかみしめる。


    　他の誰かが彼を殺すと考えただけで、胸の中が焼け付くように痛んだ。


    　誰にも殺させたくない。


    　あれは私の……私のもの。私が殺す私の獲物。他の誰にも触さわらせない。


    　憎しみに根付いた執しゆう着ちやく心しんが胸を焦こがす。


    　殺された自分の敵かたきを討うつのだと何度も何度も繰り返す。


    　そしてそのたび胸に一つの疑問が去来するのだ。


    　アリアは揺れる棺の中で呟つぶやいた。


    「どうしてあなたは……私を殺したの……？」

  


  
    



    　　　第六章　罪と真実


    



    　その墓地は街の西にある林の中にひっそりと作られていた。


    　日はとっくに沈み、辺りは濃い群ぐん青じように染まっている。


    　墓地の中には木を組んだ三連十字ドラツエインが立ち並び、月光の影を作っていた。


    　その墓地の片かた隅すみに、一人の男が立っていた。


    　手に松たい明まつを持ったランドルフだった。


    　彼の前には荷馬車で運ばれた棺ひつぎが横たわっている。


    　ランドルフは震ふるえる手で棺に油をまいた。


    　そして松明をその棺に投げようとした寸前、


    「こんばんは、先生」


    　荒あらい息をつきながら墓地へ現れたのはダヤンだった。


    　状況に不釣り合いなほど穏やかな挨あい拶さつに、ランドルフは答えなかった。わなわなと震える唇くちびるは完全に言葉を失っている。


    「知らないなら教えてあげよう。人の物を盗とるのは泥棒だ」


    　淡たん々たんとしたダヤンの物言いにランドルフはびくりとした。


    　ダヤンはざくっと土を踏んで足を前に踏み出した。


    　見えない何かで押されたみたいにランドルフは後ずさる。


    「それは俺のだ。返してくれ」


    　ダヤンの口から出てくる言葉はとても穏やかで落ち着いていた。それなのに、ランドルフの表情はみるみる恐怖に浸食されてゆく。


    「先生、あんたは騙だまされてるよ。今ならまだ許してやるからそれを渡せ」


    　ダヤンはゆったりと手を前に差し出す。


    　しかし怯おびえ切ったランドルフは身体からだを震わせて、持っていた松明を取り落とした。松明は油をまかれた棺の上に落ちた。


    　ダヤンはとっさに駆け寄り手を伸ばす。しかしその手は間に合わず、棺は瞬またたく間に燃え上がった。


    　朱しゆ色いろの炎が夜を舐なめるように踊り狂うさまを見て、ダヤンは棺に飛びついた。炎の中に手を突っ込み棺の掛け金を力任せに外す。


    　火はあっという間にダヤンの袖を焦こがしたが、彼は無心で棺の蓋ふたを開け放ち、その中から意識が朦もう朧ろうとしているアリアの身体を無む理り矢や理り引きずり出す。


    　途中で彼女の薄い衣服に引火したのを、地面に下ろして叩たたき消した。


    　アリアは供給された魔力が尽きて動けなくなっていた。


    　ダヤンは浅く呼吸しながらアリアが無事であることを確かめる。その奥では棺ひつぎがごうごうと炎に包まれている。


    　ダヤンがここへ来るのがもう少し遅かったら、アリアの身体からだはあの中で燃やされていただろう。


    　ダヤンはアリアを地面に横たえたまま立ち上がった。


    　ランドルフは絶望的な表情でダヤンを見ていた。


    「その子は……もう死んでいるんだろう？　だったらそのまま死なせてやるべきだ……」


    　ガチガチと歯を鳴らしながら言う。ダヤンは彼に歩み寄り、目の前で立ち止まり、振りかぶる動作もほとんどなく殴なぐりつけた。


    　焼け焦こげた拳こぶしから変な音がしたが、眉まゆ一つ動かさない。


    　ランドルフが地面に倒れるのを見て、ダヤンは彼に馬乗りになり再び殴る。


    　一発、二発、三発……淡たん々たんと作業をこなすように。


    　いかにも喧嘩に慣れていない人間らしく、拳は時々相手の歯にあたって甲こうが切れたり、目測を誤って地面に叩たたきつけられたりした。


    　相手が鼻や口から血を吹き出すのと同じくらいダヤンの手は傷付いてゆく。


    　しかし何度目になるか分からない拳が振り下ろされようとしたところで、ダヤンの服の裾すそを引いた者がいた。


    「……やめなさい」


    　今にも意識を失いそうになりながら、地面を這はってダヤンを止めにきたのはアリアだった。


    「おとなしくしてろ。魔力が足りてないんだろ」


    　ダヤンは冷静に諭さとしたが、アリアはその言葉を聞き入れず目を吊り上げてダヤンを睨にらんだ。


    「どうして？」


    「何が？」


    「どうして、あなたが、怒るの？」


    　厳しい目でそう問い詰められ、ダヤンの瞳ひとみに一筋の理性が戻った。


    　傷だらけになった自分の手と血まみれのランドルフの顔を見比べる。


    「どうして、そんな……傷だらけになってまで、私を……」


    「お前が大事だからだ」


    　ダヤンは冷静に答えた。


    「だってお前は……俺の大事な大事な道具だからな。傷付けるわけにはいかないだろ」


    　そう言ってにいっと笑う。


    　対するアリアは怖こわいくらいに険けわしい顔をしていた。


    　ダヤンは己おのれの尻しりの下で呻うめいているランドルフに目線を戻し、ぐっと胸ぐらをつかんだ。


    「先生、俺のものを勝手に燃やそうとしたことについて、何か言い訳があるか？」


    「……君は……私を罰しにきたんだろう？」


    　ランドルフは血まみれの顔で力なく問い返してきた。


    「悪魔の誘いに乗ってしまった私を……息子の命を差し出して娘を助けた私を……罰しにきたんだろう？　そして私から悪魔を奪うつもりなんだろう？」


    「だったら？」


    「……それでいいのかもしれない。私は……最初拒こばんだんだ。彼女を……悪魔の誘いを拒んだ。生いけ贄にえを捧ささげるのと引き換えに娘を生き返らせてやると言われて、私は拒んだ。それは医者のすることではないと思った。それなのに……あの悪魔はリリフィーナを生き返らせてしまった。それを見て、私は確かに喜んだんだ。しかし、生贄として息子は死んでしまった……。息子より娘の方が大事だと、私は感じていたのか……それを悪魔に見抜かれてしまったのか……どちらにしても、私の罪だ。もう抵抗はしない」


    　ランドルフは完全に諦あきらめきって力を抜いた。ダヤンは彼の胸きよう骨こつの上に手を置いて問うた。


    「あんたの腹の中を暴あばく。許可するか？」


    「……どういう意味だ？」


    「意味を知る必要はないよ。ただ、許可してくれればいい」


    「……好きにしてくれ」


    　その答えと同時にダヤンの右の手のひらに描かれた魔術法陣ヴアルグラーンが光を放った。


    　視界が切り替わって魔力が可か視し化かされる。その流れを目で追って……ダヤンはふっと手を放し、彼の上から降りた。


    「先生、あんたが苦しむ必要はないよ。あんたは無知だったが、悪かったわけじゃない」


    　ダヤンは無感情に言った。ランドルフは瞠どう目もくし、全身の力を抜いて意識を失った。


    　その時墓地の中にリリフィーナが駆けてきた。彼女は荒あらい呼吸をしながら墓地の中を見て、倒れた父を見つける。


    「お父さん！」


    　金切り声を挙げてランドルフに駆け寄った。


    「こんな……酷ひどい……」


    　リリフィーナは泣きそうになりながら父の怪け我がに手を触ふれる。


    「やったのは俺だ」


    　ダヤンは冷たく言い放った。


    「……分かってます。悪かったのはアリアさんをさらった父だってこと」


    　リリフィーナは唇くちびるをかみしめた。


    「ああ、先生は犯罪者だ。悪魔の誘いに乗って、街の人たちから精気を奪った。罰を受けなきゃいけない」


    「ここまで傷つけておいて……まだ父に罰を受けろというんですか？」


    　リリフィーナは悪魔を見るような目でダヤンを見た。


    「あんたのお父さんはそれだけのことをした」


    　無情に告げて、ダヤンはいまだ動けずにいるアリアの身体からだを支え起こす。


    「そうですか……ダヤンさんは父を敵だと言いましたよね。じゃあ、あなたは私の敵ですね」


    　ぽつりと地面にこぼすような声でリリフィーナは言った。そして隠し持っていた果物ナイフをダヤンの背中に突き立てた。背後から心臓を一突きし、引き抜くと鮮せん血けつが噴ふき出だす。


    　ダヤンは驚きよう愕がくの表情で振り返り、声もなく倒れた。


    　傍かたわらのアリアもぷつりと糸が切れた操り人形のように膝ひざから頽くずおれる。


    　リリフィーナは一人墓地に佇たたずんで、二体の屍しかばねを眺ながめた。


    「……諦あきらめて街から出て行ってくれれば、こんなことしなくてすんだのに……ごめんなさい」


    　小さくつぶやく。


    『何を謝あやまるの？　あたくしの愛いとしい契約者ベルダー……』


    　甘い声が夜空に響いた。


    　リリフィーナはゆったりと顔を上げる。


    　胡こ蝶ちようの羽をはやした黒こく衣いの令れい嬢じようが月を背に浮かんでいた。


    　黒衣の悪魔エルディダーシアはふわりと舞い降り、後ろからリリフィーナを抱だきしめた。


    『苦しめば苦しむほど、あなたの魂たましいは美お味いしそうになるわ。苦しんで苦しんで腐くさり落ちた魂を食べるのが、あたくしの望みよ』


    「だから……お父さんを騙だますようなことを……？」


    『あれはあなたの父親が勘かん違ちがいしただけだと言ったでしょう？　自分が娘を生き返らせた契約者だと勝手に思い込んでしまったのよ。あたくしはただ、その誤解を解かなかっただけ。愚おろかな人間であることだけは確かね。彼は患者の精気が奪われ続けていることにちっとも気付かなかったもの』


    　リリフィーナは顔をしかめた。


    「利用していたならせめて、お父さんがこんなに殴なぐられる前に助けてくれれば……」


    『それはできないわ。父親の苦しむ姿を見ることが、あなたの魂を何より腐らせて美味しくするのだもの。彼はあたくしの餌を美味しくする最高のスパイスよ』


    　そこでリリフィーナの表情は、今までになく険けわしいものになる。


    『怒らないでちょうだい。一番の障害が消えたのだからもういいでしょう？　さあ、死体を埋めてしまわなくてはね』


    　微ほほ笑えむ悪魔とともに視線を動かし、リリフィーナは固まった。


    「死体が……ない……」


    　さっきまでダヤンとアリアが倒れていた場所には、誰もいなかった。


    「やっぱり、あんたが契約者か」


    　背後から突然言われ、リリフィーナは飛とび退すさるように振り返る。


    　ダヤンが地面にしゃがみ、アリアを腕うでに抱えていた。魔力が尽きて動けなくなってしまったアリアに己おのれの魔力を注ぎ込んでいる。


    「うそ……なんで生きて……」


    　狼ろう狽ばいするリリフィーナをダヤンは嘲あざ笑わらった。


    「さっき先生の腹の中を確認した。やっぱり契約書ベルダングラーンはなかったよ。俺が間違ってた。先生は契約者ベルダーじゃなかった。その悪魔はあんたの悪魔だ」


    　ダヤンはアリアを放して立ち上がった。ゆっくりとリリフィーナに歩み寄る。


    「あの夜俺たちを襲撃したのも、患者の精気を奪っているのも、患者を操って俺たちを捜さがし出そうとしたのも、全部あんたがやったことだな？」


    　リリフィーナはぞっとしたように後ずさる。


    「あんたは事故で死にかけたところを助かるために、自分から悪魔と契約したのか──いいや、それも違う。先生は契約者ではないが、リリフィーナという女の子も契約者ではない。彼女は事故の後すぐに死んでいる。死んだ人間は悪魔と契約なんかできない」


    　そこでダヤンはかすかに笑った。


    「だけど──生きている人間が悪魔と契約して、死んだ人間の姿に変身することならできる。それ以外に、死んだはずの人間が今ここに存在している説明がつかない」


    　ダヤンはリリフィーナに肉にく薄はくした。愛らしい少女の顔を至近距離で凝ぎよう視しする。


    「あんたは──誰だ？」


    　リリフィーナは無言で二歩後ずさり、胸の辺りで拳こぶしを握にぎった。硬くこわばった表情で、ダヤンから目を逸そらさずにいる。


    「リリフィーナです」


    　まるで自分に言い聞かせるようにその名を名乗る。


    「リリフィーナという女の子は事故で死んでるんだ。彼女の死に立ち会った人間から話を聞いた。たった一晩で生き返らせるなんて、悪魔でもできないことだ。屍人形アイズオルガンなら死体が動くこともあり得るが……あんたの身体からだはちゃんと温かい」


    　ダヤンはきっぱりと断言した。


    「簡単な算数だ。生きていると思われてた人間が本当は死んでいたなら、死んだと言われている人間が本当は生きている。ただそれだけのことだ。他の人間に変身して生活するには、自分を死んだことにするしかないからな」


    　リリフィーナの表情が見る見るうちに強こわ張ばった。


    「それができるのは、リリフィーナさんと同じ日に死んだといわれている人間だけだ」


    　対するダヤンはどこまでも冷静だった。


    「俺はあんたを写真で見た。話も聞いた。あんたはその口で、自分のことを語ったな。人を不幸にする、死ぬべき人だった──と」


    　まっすぐに相手を見つめ、ダヤンは聞いた。


    「あんたは、死んだと言われている先生の息子か？」


    　しかし返事は返ってこない。目の前の相手は固く唇くちびるを引き結んでいる。


    「名前……ギールっていったか？」


    『消えなさい、悪魔喰ぐい』


    　今まで彼女──いや、彼を背後から抱だきしめていた悪魔が、高こう慢まんに命じた。その唇からフィイインと鳴き声が響く。


    　空気が激しく振動し、不可視の波がダヤンに襲い掛かった。その振動の衝撃で一瞬のうちにダヤンの首が破裂し、頭部がごろりと地面に落ちる。


    『あたくしの契約者ベルダーに馴なれ馴なれしく近づくからよ』


    　悪魔は冷ややかに言い捨てた。


    「そうか、じゃあ気を付けよう」


    　悪魔の背後から声がしたと同時に、首を落とされたダヤンの死体は煙のように消えた。


    　ダヤンは無傷で後ろに立っていた。


    　悪魔と契約者は同時に凍こおり付つく。


    『どういうこと……なぜ死なないの……？』


    「何なんですか、あなたは……」


    　リリフィーナの顔をした若者は、化け物を見るような目でダヤンを見た。


    「あんたがうかつだっただけだ」


    　ダヤンがにやりと笑うと、突然ギールの手首に白く輝く魔術法陣ヴアルグラーンが発現した。そこはさっき宿やど屋やの前で、ダヤンがつかんだ場所である。


    「ちゃんと幻げん覚かくを見てくれたようでよかったよ」


    「幻覚……」


    　ギールは自分の手を疑わしげに見下ろす。


    『嘘うそ……あなたまさか、あたくしにまで……？』


    　信じられないというようにエルディダーシアが呟つぶやいた。


    「ああ、契約者ごと悪魔に魔術ヴアールをかけるのはそう難しいことじゃない。問題は俺の精神操作の魔術が強力過ぎて、契約者の脳を破壊しかねないってことだが……魔力に耐たい性せいのある契約者が相手なら話は別だ」


    　ダヤンは薄ら笑いを浮かべたままギールに追い打ちをかける。


    「俺はこのままあんたを操って廃はい人じんにすることもできるけれど──」


    　ダヤンが腕うでを一振りすると、ギールの手首の魔術法陣は消えた。


    「あんたとはちゃんと話がしたいんだ、ギール君」


    「……その名前を呼ばないでください。リリフィーナと同じしゃべり方に慣れるまで苦労したんです。俺が俺だということを思い出させないでください」


    　俺という一人称がダヤンの耳に残る。声も姿も今までと変わりなく愛らしい女の子のものなのに、ダヤンの目にはもう少女に見えなくなってしまった。


    「そうか。そこまでしてあんたが悪魔に願ったことは何だ？」


    　問われたギールは眉まゆ一つ動かさなかった。分かり切った答えを口にするかのように。


    「リリフィーナを生き返らせることです」


    「そうか」


    　ダヤンもまた当然の答えを聞いたように首しゆ肯こうする。


    「そうです。だから──引いてくれないのなら、お父さんを害するというのなら、この悪魔を始末するというのなら、俺はあなたをここから生きて返すわけにはいきません」


    　すると彼に抱だきついていた悪魔がふふふと笑った。


    『嬉うれしいわ、あたくしを大事に思ってくれて』


    「お前のためじゃない。俺を傷つけるためだけにお父さんを騙だましたお前なんかを大事に思うわけがない。お前はお父さんをこんな目に合わせた。最悪だよ」


    　冷たく返され、悪魔の笑みは妖あやしいものに変わる。


    『あら？　本当に最悪なのはあなたの方ではないの？　あなたの周りで何人の人が死んだかしら？　あなたは不幸を呼び寄せる。あなたの本当のお父さんとお母さん。引き取ってくれた二番目の母……みんな死んだわ』


    　ギールはきつく唇くちびるを噛かみしめて黙り込んだ。悪魔はうっとりと微ほほ笑えんだ。


    『兄さんは人を不幸になんかしない。私が一生かけてそれを証明する……そう言ってあなたを愛した妹も、死んでしまったわね。可哀そうに。あなたを愛さなければ、あんな惨むごい死に方はしなかったかもしれないのにね』


    「分かってる……だから俺は……リリフィーナを生き返らせるんだ」


    　暗い決意の言葉を聞き、悪魔はころころと笑い声をあげてダヤンの方を向いた。


    『どう？　あたくしの契約者ベルダーは素す敵てきでしょう？　本当に浅ましい人間だわ。愛いとしい妹を生き返らせるために、三万三千三百三十三人分の精気を奪うことを承諾したのよ。それに比べて父親は立派だったこと。彼はあたくしの誘いを断ったわ。たとえ娘のためでも人を犠ぎ牲せいにはできないときっぱり言ったの。医者の鑑かがみね』


    　おもちゃを自慢する子供のように悪魔は己おのれの契約者を語る。その言葉が契約者を貶おとしめてゆくことをもちろん理解しているだろう。


    「苦しみぬいて腐くさりはてた魂たましいを喰くうのがあたくしの望み。邪魔をするならあなたたちには消えてもらうわ」


    　優ゆう雅がに笑いながら黒こく衣いの悪魔は契約者の前に出た。


    『あたくしの名はエルディダーシア。物質と音を支配する悪魔』


    　貴き婦ふ人じんめいた黒いスカートを上品に持ち上げて礼をする。


    「そうか、俺は魔術師ヴアルドのダヤンだ。俺が勝ったらお前を喰くう。お前が勝ったら俺を殺す。それでいいか？」


    『ええ、いいわ。来なさい、悪魔喰い』


    「アリア、来い」


    　ダヤンは背後にいるアリアを素早く呼んだ。


    「封ふう印いん解除・竜装甲ドラグリユード装着」


    　背中に手を当てて封印を解除し、続けて武装を施ほどこした。袖をまくって靴を脱ぐと、彼女の両の腕うでと脚がたちまち光沢のある硬い鱗うろこで覆われ、攻こう撃げき的で巨大な爪つめが装着される。


    『束つかの間まあたくしに幻げん覚かくを見せたからといっていい気にならないことよ』


    　エルディダーシアは装甲を施されたアリアを見て高こう慢まんに言った。


    「それじゃあもっと楽しませてくれよ。アリア、遊んでこい」


    　ダヤンが軽く背を押すと、アリアは好戦的な光を瞳ひとみに宿やどして悪魔に飛び掛かった。月光を受けて凶きよう暴ぼうに輝く巨大な爪が悪魔に襲い掛かる。


    　黒こく衣いの令れい嬢じようはひらりとそれをかわして宙ちゆうへ舞った。人の手が届かぬ高さに舞い上がり、嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんで唇くちびるを開く。


    　フォオオオオオオオン……フォオオオオオオオン……


    　赤い唇から発せられたのは人の世でおよそ聞くことのない奇き怪かいな音。その音が強く空気を振動させたかと思うと、アリアの頬ほおが銃じゆう弾だんで撃たれたようにパンと弾けた。


    　アリアは赤い疑ぎ似じ体液を散らしながら平然と跳ちよう躍やくし、悪魔に斬きりかかる。悪魔を物質で攻撃することはできないが、魔術ヴアールで作られた装甲なら悪魔に傷を負わせることが可能だ。


    　ダヤンはアリアが悪魔と互角に戦えていることを確認して目線を地上へ戻した。暗い表情の契約者ベルダーと真正面から向き合う。


    「俺がリリフィーナじゃないといつ気がつきましたか？」


    「気が付いたのは昨日だが、おかしいと思ったのはもっと前だ。あんたと話した時、変だと思ったよ。あんたの友人は、ギールだけが自分の味方だと言った。それなのに、リリフィーナさんの姿をしていたあんたは自分が彼の味方だと言った。俺はあの時、誰と話しているのか一瞬分からなくなったよ」


    「……そうですか……俺があいつの味方なのは当たり前のことだったので、間違えました」


    　暗い声で彼は言った。


    「なあ、あんた本当に妹を生き返らせるつもりなのか？　三万三千三百三十三人の人間から精気を集めるなんてできると思うのか？」


    「……他に償つぐなう方法がないんです」


    　ギールは振ふり絞しぼるように言葉を発した。


    「あんたのせいではないだろ」


    「俺のせいなんですよ。俺のせいでリリフィーナは死んだんです。通りの反対側にいた俺を見つけて走ってきた。そうして馬車に轢ひかれたんだ。俺がいなければ死ななかった。だから俺はあの子を生き返らせる。それが叶かなうまでは俺があの子の代わりに生きる」


    　ダヤンは腕うで組ぐみしたままギールを見み据すえた。妹として生きることを選択した彼の姿を──


    「あんたは……妹の所有者なのか？　妹はあんたの道具か？」


    　冷淡な口調で発せられたダヤンの言葉に、ギールは唖あ然ぜんとした。


    「そんなわけ……ないじゃないですか……」


    「へえ？　自分のせいで死んだとか言ってるのか？　親が死んだのも自分のせいだって？　自分にはそれくらいの影響力があるって？　だから生き返らせるのは自分の責任だって？」


    　容よう赦しやなく言われてギールは表情を引きつらせる。それでもダヤンは追及の手を緩めない。


    「──あんたは間違ってる」


    　そう断言した。ギールは苦い顔で同意した。


    「そんなことは分かってますよ。死んだ人間を生き返らせたいなんて間違ってる」


    「違う！」


    　ダヤンはその言葉も強く否定する。軽く片手を前に突き出して自分の意見を割り込ませた。


    「俺の好きな子も俺の目の前で死んだ」


    　するとギールは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。


    「正直俺は、本当に腹が立っている」


    　二年前のことを思い出し、ダヤンは我知らず険けわしい顔になる。


    「あんなくそ女絶対許してやらねえ。だから間違えるなよ。俺たちはこう言うべきなんだ。ふざけんじゃねえ！　俺を置いて先に死んでんじゃねえよ！　一人で勝手に死ねると思うな！　てめえなんか絶対生き返らせてやるからな！」


    　怒りの感情を思い出して胸の高さに掲かかげた拳こぶしを決意の形に握にぎり、ダヤンは憤ふん然ぜんと言い放った。アリアに聞かれる可能性があるということは一瞬頭から飛ぶ。


    　ギールは呆あつ気けにとられた様子で黙り込んだ。


    「あんたは間違ってる。罪を償つぐなうとか場違いなこと言うなよ。俺たちは悪魔と取引するような異常者だぞ。動機は強い欲望であるべきだ。俺は言えるぞ。俺はあいつの所有者で、あいつは俺の道具だ。あいつの意思も聞かずに生き返らせようとしてる。ただ相手の熱にもう一度触ふれたいという我欲のみを原動力にできないなら、あんたはさっさと契約を破は棄きした方がいい」


    　アリアはダヤンの道具などではない。唯一人の女の子だ。それでも彼女を道具だと言い切るほどの覚悟がダヤンにはあった。


    　ダヤンがその覚悟を告げた時、近くの地面にアリアがどさっと落ちてきた。皮ひ膚ふをあちこち破裂させられ赤く染まっている。しかしすぐに起き上がってダヤンから距離をとり、空に向かって低い唸うなり声をあげた。


    『あらあら、おかしいわねえ。あたくしを喰くうんじゃないの？　味見もできていないわよ？』


    　悠ゆう然ぜんと夜空を舞う胡こ蝶ちようの悪魔は目を細めて笑う。


    『あたくしの可か愛わいい契約者ベルダー……まさかそんな子供のような戯ざれ言ごとに心を動かされて、妹を諦あきらめたりはしないでしょうね？』


    「……当たり前だ。俺は妹を見捨てたりしない。絶対に……」


    　ギールはうつむいて宣言した。


    『よかったわ……それじゃあ……今度こそ彼らには死んでもらいましょう』


    　エルディダーシアは唇くちびるを開き、フィイイイン……フィイイイン……と奇き怪かいな音を発した。すると墓地の入り口から、一人二人と街の人々が姿を見せる。以前ダヤンとアリアを襲ってきた患者たちが、再び武器を手に取り虚うつろな表情で歩いてくる。その数はどんどん増えて、静かに墓地を埋めてゆく。


    　地面に落とされたアリアもそれに気づき、彼らに向かって唸うなった。


    『公園で……よくもあたくしを撃ってくれたわね。今度こそ死んでもらうわ』


    　悪魔は危険な輝きを宿やどした瞳ひとみで言うと、ちらとダヤンの背後を見た。


    『どうしてあなたほどの悪魔がこんな子供に執着しているのかしらね、ガーガウルド』


    　そこに腰こしを下ろしているのは一匹の野良猫だ。


    　生と死を支配する悪魔ガーガウルドはダヤンの傍かたわらに尻尾しつぽを揺らして歩いてくると、上空のエルディダーシアに向かってにやりと笑った。


    『私は悪あく食じきなのだよ』


    　そしてガーガウルドはダヤンを見上げる。


    『危機のようだが、私の助けが必要かい？』


    「ああ、俺は弱いからな、お前の助けが必要だ。他の誰かに殺されるわけにはいかない。そんな酷ひどいことはできない。俺が死んだら、この魂たましいはお前の腹にくれてやると言っただろ」


    　その答えを聞き、野良猫は満足そうに尾を揺らした。


    『私は君のそういうところが気に入っているよ』


    「そうか、俺もお前がけっこう好きだよ」


    　ダヤンは真ま顔がおで当たり前のように言った。


    『そうかい……それじゃあ私の契約者、操られた大勢の人間相手にどう戦う？　ここには逃げ場などないよ？』


    　墓地にひしめく患者たちをぐるりと見やってガーガウルドは聞いてくる。ダヤンは悪魔を見下ろして短く命じた。


    「魔術法陣ヴアルグラーンを開けろ」


    『……やっと本気になったのかい？』


    「馬ば鹿か言え、俺はいつでも本気だろうが。早く開けろ」


    　その要請を受け、ガーガウルドが猫の腕うでを宙ちゆうに持ち上げ円を描く。夜の空間に円形の光が浮かび、ぼうっと辺りを照らした。


    　ダヤンはぐっと腹に力を入れて備える。ガーガウルドの爪つめが鋭く宙を掻かいたその瞬間、ダヤンの背中が爆はぜた。


    　服の下で、悪魔を封ふう印いんするために刻まれた魔術法陣ヴアルグラーンが燃えるように熱くなる。身体からだの最さい奥おうにある錠が外れ、扉とびらが開いて内と外が繋つながった。


    　封じられた莫ばく大だいな情報があふれ出て頭の中に流れ込む。それは激しい痛みを伴って頭の中を嵐のようにかき混ぜた。


    『……いったい何をするつもりかしら？』


    　エルディダーシアは笑みを収めてダヤンを見下ろす。ガーガウルドは悠ゆう々ゆうと地面を歩き、胡こ蝶ちようの悪魔を見上げた。


    『私の契約者ベルダーは弱い。戦うことを得え手てとしていないし、そもそも戦意というものが欠落している。脆ぜい弱じやくで頼りない人間だ。だが、彼はなかなか愉快なほどに魔術ヴアールの変態でね。他の魔術師ヴアルドにはできないことが一つだけできる。その身に喰らった悪魔の保持する魔術法陣を、全て記憶することができるのだよ』


    　ガーガウルドの口元に凶きよう悪あくな笑みが浮かぶ。


    『彼は今までに百十七体の悪魔を喰らった。その悪魔たちが保有する全ての魔術法陣を彼は知っている』


    　それを聞いたエルディダーシアの笑みが消えて真ま顔がおになった。


    『だが悲しいことに、いくら悪魔の魔術法陣を知っていようと人間の肉体ではそれを使えないのさ。人間の身体からだは弱すぎる。人間の魔力は少なすぎる。だから私は彼とこう契約を交かわしているんだよ。人間には扱えない魔術を使わせてあげる代わりに、使うたび寿命をもらう──とね』


    　ガーガウルドがべろりと舌なめずりする。


    『寿命が尽きて死を迎えれば彼の魂たましいは私の腹に喰われる宿命だ。それでも必要とあれば彼は平気で扉を開けるよ。喰らった悪魔を封印してある背中の魔術法陣を開き、寿命と引き換えに悪魔の技を使う。どうだい？　私の契約者は舌なめずりをしたくなる程度には怪物だろう？』


    「ガーガウルド、うるさいからちょっと黙れ。それに、弱い弱いって何度も言うな。自分で言うのはいいけど、他のヤツに言われると悲しいんだよ。俺が泣くだろ」


    『ああ、すまないね。無力な君が少しでも戦う力を求めて契約書ベルダングラーンに組み込んだ命がけの約束を、馬鹿にしたわけではないんだよ』


    　くつくつと笑うガーガウルドを無視してダヤンは集中した。


    　人の身には過ぎたガーガウルドの魔力が身体からだの中に流れ込んでくる。自分の身体が自分ではない何かに支配されているような感覚。その感覚に身を任せ、ダヤンは魔術法陣ヴアルグラーンの描かれた紙を取り出して、流れ込んでくる魔力を注そそぎ込んだ。


    　エフェルツェーリの七五六六六式魔術法陣──発動。


    　目もくらむような光が墓地を満たした。


    　その光が消え去ると、そこには意識を失って倒れた人の群れが残されていた。たった一瞬で、暴徒は制圧され、墓地には静けさが戻る。


    　ダヤンはゆっくり深呼吸してエルディダーシアを見上げた。


    『何を……何をしたの……』


    「半径五千メルトル以内にいる人間の支配。俺が魔術ヴアールを解かない限り、お前はこの街にいる人をただの一人も操れないよ」


    『何ですって……』


    　人じん外がいの美び貌ぼうが小娘のような驚きに彩られる。


    『人間があたくしの術を破ったというの？』


    「確かに俺は脆ぜい弱じやくな人間だ。だけどこの魔術法陣の持ち主──俺が喰くらった悪魔はお前より上のようだな」


    　ダヤンは不敵に笑ってみせる。笑いながらつうっと一筋汗が流れた。魔術法陣の開放は寿命を削けずる。この魔術は長く持たない。


    　その笑みにおされたかのようにエルディダーシアは身み構がまえた。


    『……次はあたくしを征せい服ふくしようというのかしら？』


    「いいや、それは俺の仕事じゃない。俺の可か愛わいい道具の役目だ」


    　ダヤンの視線の先には宙ちゆうを睨にらむアリアがいる。


    　睨まれたエルディダーシアは薄ら笑った。


    『まだそのお人形を戦わせるつもり？　壊こわしても構わないのかしら？』


    「どうぞ。俺の道具は俺と違って強いよ」


    　ダヤンは平然と言い、地上で身構えているアリアに呼びかける。


    「アリア、来い！」


    　呼ばれたアリアは一瞬でダヤンの隣に飛んできた。


    　ダヤンは彼女の背に手を当てる。


    「限界まで注そそぐ。思う存分暴あばれてこい」


    　そう告げて、与えられる限りの魔力を注ぎ込んだ。


    　アリアの身体はさらに変化した。全身がどんどん鱗うろこで覆われ、顔の形が変わってゆく。背中には大きな翼つばさが生えた。変化が終わってそこにいたのは。一匹の竜だった。


    　ダヤンは魔力を使いすぎ、ぐらりと身体をかしがせながら竜の背を叩たたいた。


    「アリア、お前の全力であれを征服しろ」


    　胡こ蝶ちようの悪魔を指差す。


    　竜の瞳ひとみが爛らん々らんと輝き、翼つばさを広げて空へ舞い上がった。


    『あなたたち……まともじゃないわ』


    　エルディダーシアは竜と化したアリアを見下ろし、引きつった表情で言った。


    　竜はそんな悪魔に一瞬で肉にく薄はくし、鋭するどい爪つめで悪魔の胴体を切きり裂さいた。
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    『ぐ……』


    　アリアは間かん髪はつを容いれずに悪魔の首をつかみ地面へ叩たたき落とす。


    　押さえつけられたエルディダーシアが鳴き声を発すると、アリアの体があちこち爆はぜる。


    『人間でも悪魔でもない。あなたのような生き物を、きっと化け物というのよ』


    　エルディダーシアは侮ぶ蔑べつと畏い怖ふが混在する瞳でそう言うと、アリアの腕うでから逃れた。


    　アリアは空に舞い上がった悪魔を見上げて轟ごうと鳴き、目にもとまらぬ速さで跳ちよう躍やくした。竜の腕が悪魔の胴体を深々と貫つらぬく。


    『あああああああああ！』


    　悪魔は絶ぜつ叫きようした。それと同時に辺りの空気が轟ごう々ごうと荒れ狂った。極きよく限げんまで震ふるわせた音の振動が、凄すさまじい衝撃波となってアリアを襲う。それはアリアの翼を直撃し、片方の翼が千ち切ぎれ飛んだ。アリアが空から落ちかける。


    　それを見たダヤンは拳けん銃じゆうの弾丸を一瞬で入れ替え、竜の背中を撃った。銃じゆう弾だんに刻まれているのは他人と自分の魔力を繋つなげる魔術法陣ヴアルグラーン。


    　着弾するとつかのま両者の魔術法陣が繋がり、一滴まで残らず魔力を吸い取られてダヤンは眩暈めまいがする。それでも意識を保って脚を踏ん張った。


    　千ち切ぎれ飛んだアリアの翼つばさが再生し、身体からだを覆う鱗うろこが硬度を増して、襲い掛かる衝撃波を跳はねのける。


    　竜は悪魔の胴体を貫つらぬいたまま、地面に叩たたきつけて身を屈かがめ、悪魔の喉のどを食い千切った。


    　エルディダーシアはひときわ高い絶ぜつ叫きようを放ち──そしてだらりと力を抜いた。


    　しかし戦意を失った相手を見ても、アリアは止まることなく相手の息の根を止めようと竜の顎あぎとを再び開く。


    　ダヤンはとっさに両手を打ち鳴らし、乾いた音を墓地に響かせた。アリアはぴたりと動きを止めて、血走った眼をダヤンに向けた。


    「アリア、もういい。こっちに来い！」


    　その声を聞いたアリアは踏みつけにした悪魔にもう目もくれず、ダヤンに向かって飛び掛かってきた。


    　ダヤンは歯を食いしばり、脚を踏ん張って両手を広げる。


    　小さな竜はダヤンに体当たりして、肩かたの辺りに噛かみついてきた。すさまじい痛みとともに吹っ飛ばされて、ダヤンは地面に叩きつけられた。


    　竜に押し倒されて噛みつかれている肩の骨がミシミシと悲鳴を上げる。しかし肉を食い破られる感触はなく、それが彼女にとって甘あま噛がみでしかないのだと分かる。


    　ダヤンは痛みをこらえて手を伸ばし、竜の背中に触ふれた。


    「……竜装甲ドラグリユード解除……封ふう印いん発動……」


    　切れ切れにそう唱えると竜の身体はみるみる変化し、数秒後には元通り少女の姿になっていた。しかし竜に変じる際破れ落ちた衣服は当然戻っておらず、アリアは白い裸ら体たいを月明かりの下に晒さらす。


    　彼女は感覚が人間のものに戻り切らないのか、ダヤンに覆いかぶさる格かつ好こうで焦点の合わない目をしていた。


    　ダヤンが上体を起こすと彼女は弾みでずり落ち、ダヤンの膝ひざの上に座る。


    　ダヤンは地面に座ったまま、着ていたコートを脱いで彼女に着せた。


    　アリアはそこでようやく正しよう気きを取り戻し、コートの前を掻かき合わせた。


    「ちょっと待ってろ」


    　ダヤンはアリアを膝からどかして立ち上がった。ざくざくと地面を踏んで堕おちた悪魔に近付き、その姿を見下ろした。


    「大丈夫か？」


    　するとエルディダーシアは食い千ち切ぎられた喉のどを押さえて苦い笑みを浮かべた。


    『あたくしの負けね』


    「なら、お前を喰くっていいか？」


    　ダヤンは悪魔の顔を覗のぞき込こみ、無表情で淡たん々たんと尋たずねる。


    『ふふふ……あなたはあたくしより強かった。強い方が弱い方を食べるのは当たり前だわ。それはとても自然なことよ。さあ、あたくしを食べなさい。物質と音を支配する悪魔エルディダーシアが有する魔術法陣ヴアルグラーン、あなたにあげるわ』


    「そうか、ありがとう。じゃあその前に……」


    　ダヤンは隣に跪ひざまずき、エルディダーシアの腹に手を当てた。ずぶりと手を突っ込んで中を探さぐり、ゆっくりと手を引き抜いて真白い光のほとばしる美しい契約書ベルダングラーンを引きずり出した。普通の人には読めない文字が膨ぼう大だいに記された紙面を指先でなぞり、他人が介入した際の危険性や契約破は棄きの罰ばつ則そくがないことを確認する。


    「この契約は破棄するぞ。彼の魂たましいを喰うのは諦あきらめろ」


    　ダヤンは契約書に手をかけて引き裂こうとし──


    「待って！」


    　空気が裂けるような声で叫んだのはギールだった。愛らしい少女の顔に思いつめた表情を浮かべている。


    「待ってください、お願いですから……その悪魔がいなくなったら、リリフィーナを生き返らせることができない」


    　彼の真しん剣けんな表情を、ダヤンはじっと見み据すえる。


    「そうか……分かった。じゃあ力ずくで俺からこの悪魔を奪ってみればいい。そうすればあんたの願いは叶かなう」


    　あっさり告げられたギールは絶句した。


    「どうした？　やらないのか？　お願いしただけであっさり餌えさを譲るほど俺が親切に見えるとでも？　それはそれでありがとう」


    　軽やかな言葉の内容に反してダヤンの声は冷たかった。ギールはぞっとしたように固まる。


    「あんたには無理だね。あんたの願いはあんたの器量に反して大きすぎる。もっと異常でなければ、もっと貪どん欲よくでなければ、もっと変態でなければ、人を生き返らせるなんて願いを叶えるなんて無理だ。俺はね、真ま面じ目めで善良な好青年に見えるかもしれないけど、これでもけっこう異常で貪欲で変態だよ」


    　ぽんぽんと自分の胸を叩たたいてダヤンは言った。ギールはもう何も言わなかった。ダヤンは再びエルディダーシアを見下ろし、喰ってもいいかと目で尋ねた。悪魔は小さく微ほほ笑えんで、契約者ベルダーの方を見た。


    『……ごめんなさいね、あたくしがあなたにかけた魔術ヴアールは力を注そそぎ続けなければ現状を保てないの。あたくしがいなくなったらあなたはもう妹の姿ではいられないわ。ああ……あなたを食べたかったわ……』


    　悪魔は最後の言葉を残して目を閉じた。


    　ダヤンはその身体からだに左手を置いて、手のひらに刻まれた人間の目のような魔術法陣ヴアルグラーンを発動させる。ダヤンの手のひらは不ぶ気き味みな音を立てて飲み込むように悪魔を吸い込んだ。


    　ひとかけらも残さず喰らいつくすと、ダヤンは一度ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。飲み込んだ悪魔が身体の中で蠢うごめく。


    　目を閉じてその衝撃に耐たえ、全身の魔力を総動員してそれを抑おさえ込んだ。この前喰くった悪魔とは比べ物にならないほど強い。が、ダヤンは力ずくでそれをねじ伏せる。蠢く悪魔が落ち着くと、ダヤンは深く息を吐はいて目を開けた。


    　アリアが険けわしい顔でダヤンを見つめている。


    「……悪魔は喰えたの？」


    「ああ、無事に終わったよ。まあ、無事ではない奴やつもいるが……」


    　ダヤンは視線を横へ送る。そこには写真の中で見た若者が立っていた。


    　彼は精気を奪われた患者のように、虚うつろな瞳ひとみをしている。


    　ダヤンはこれ以上彼にかける言葉を持たなかった。


    　冷たい沈黙が墓地を満たしたその時、墓地を囲む林の中から現れた人影があった。


    　ダヤンは驚いてその相手を見た。そこにいたのはダヤンの仮かり初そめの雇やとい主ぬしであるトトだった。


    　彼は険しい顔でまっすぐギールを見ていた。


    　親友の姿に気づき、虚ろだったギールの表情が変わった。恐怖の表情で後あと退ずさる。


    　トトは黙って歩いてくると、ギールの前に立ち──彼の頬ほおを殴なぐった。


    「ランドルフ先生のことをずっとつけてたんだ。全部見てたぜ。腰こしが抜けたよ」


    　ギールは地面にしりもちをつき、無言でうつむいている。


    「お前……何やってんだよ……」


    「……ごめん」


    「ごめんじゃねえよ！　何やってんだよ！　馬ば鹿かじゃねえのか！　ああそうだったな、お前は馬鹿だったよな！」


    　トトは癇かん癪しやくを起こしたように喚わめき散らした。


    「……ごめん」


    「……リリフィーナちゃんは……死んだのか？」


    「ああ……死んだ。俺のせいだ」


    「違うだろ！　一番近くにいたのは俺だろ！」


    　そう叫び、トトはぼろぼろと涙をこぼした。


    「俺があのとき飛び出したリリフィーナちゃんを止めてたら……こんなことにはなってないんだろ……！」


    　顔を覆って泣いている親友を見上げ、ギールの目にも涙があふれた。


    　ダヤンはそんな二人を眺ながめ、ぽつりと言った。


    「あのさ……そろそろ帰っていいか？」


    　たちまち二人の涙は止まった。それを見て更さらに続ける。


    「先生の娘さんが誰のせいで死んだかなんて、俺にはどうでもいいことだしな」


    「お前……！」


    「ただ──一つ教えてやる」


    　ダヤンはかっとなって怒ど鳴なったトトの言葉を遮さえぎった。


    「昔の偉えらい人が言ったそうだが、二回以上同じことを考える人間は馬ば鹿かだそうだ」


    　両者は絶句した。


    「人は望まないことをするようにはできていないんだよ。あんたたちは後悔に浸りたいんだろうが、無む駄だだから一度でやめとけ。親友が生きててよかった──それ以上のことは考えるな」


    　そう言われ、二人は黙り込んでしまう。


    　かなりの時間沈黙し、トトはギールの方を見た。ギールは目を合わせられずに顔をそむけた。


    「お前……着替えないと帰れねえな」


    　リリフィーナの服を着たままでいるギールに、トトは力なく言った。


    　ギールは一瞬きょとんとし、かすかな苦笑いを浮かべたはずみで一粒つぶ涙をこぼした。


    　その光景を眺ながめ、ダヤンは大きく深呼吸した。


    「さて……悪魔も喰くえたことだし、次の街へ行くか」


    　そう呟つぶやいてアリアの方を向いた瞬間、目の前の景色が回り──ダヤンはばったりとその場に倒れて気を失った。

  


  
    



    　　　終章


    



    　目を開けると見覚えのある天井があった。


    　ダヤンはぼんやりした頭で状況を把は握あくしようと努め、横たわったまま辺りを見回す。


    　ここ数日世話になっている宿やど屋やのベッドで寝ていたのだとすぐに分かった。


    　起き上がろうとするが、なんだか……身体からだが酷ひどく重い。


    　圧迫感を覚えて自分の身体を確認し、目をぱちくりとさせた。ベッドのわきに座ったアリアが、ダヤンの身体に頭をのせて眠っていた。


    「アリア……？」


    　そっと声をかけると、アリアはすぐに目を開けてダヤンを見た。そして苦にが虫むしを噛かみ潰したような顔になる。


    「おはよう」


    　ダヤンはいつも通りにあいさつするが、アリアの表情はきついままだ。


    「……悪かったわ」


    　渋しぶい顔でぽつりと謝あやまってくる。


    　ダヤンは何を言われたのか理解できなかった。


    「勝手に離れて悪かったと言っているのよ」


    「ん、お、おお……」


    　珍しく素直に謝られ、ダヤンはいささか困惑した。


    「私が反省したら悪い？」


    「……しおらしい振りしたところで、お前のきつい性格は誤ご魔ま化かせないよな」


    　ダヤンが冗じよう談だんめかして答えると、アリアはにこっと笑った。


    「今、もう一回意識を飛ばしてくださいって言った？」


    「言うわけねえだろ」


    　くだらないやり取りをしてダヤンは息をついた。


    「棺ひつぎを修理しないとな……」


    　寝すぎて痛む身体を引きずり、ダヤンはベッドから出た。


    



    　ダヤンは渋るアリアを残し、棺を置き去りにした廃はい墟きよへ向かった。


    　棺は廃墟にそのまま残されていた。蓋ふたが壊こわれている以外に問題はない。


    　ダヤンはそれを担いで宿屋まで戻る途中、路地裏の古びた店に立ち寄った。


    　そこはダヤンが魔術ヴアール道具を仕入れた店だった。


    「棺を直す材料を仕入れに来たんだ」


    　そう注文するダヤンに黙々と商品を提供し、店主の老ろう爺やは渋しぶい顔で言った。


    「……狂きよう乱らんの魔術師ヴアルドを捜さがす気持ちは変わらんのか？」


    「変わらないね」


    　オスカーを見つけなければアリアは生き返らせることはできない。


    「あれは本当に危険な魔術師だ」


    「知ってるよ」


    　オスカーのことならダヤンは誰より知っている。


    　その言葉に込められた決意と覚悟を感じたのか、老爺は声を低めてぼそりと言った。


    「……北の国に……一時期逗とう留りゆうしていたという噂うわさがある」


    「本当か!?」


    　ダヤンは勢い込んで老爺の肩かたをつかんだ。


    「ああ……だがあまり近づかんほうがいい。オスカーのせいでその国は今、教会キルヒエンの異端審問官クライスビシヨフが厳しく魔術師を取り締まっている。狩られてしまうぞ」


    「そうか……心配してくれてありがとう。元気でな、爺じいさん」


    　ダヤンは心配そうな老爺に礼を言い、その店を出た。


    　商店街を歩いていると、街の人たちの話し声が幾いく度ども耳に入る。彼らの話題のほとんどは、死んだ男が生き返って戻ってきたというものだ。


    　そこに好意的な響きはなく、もうすぐやって来る異端審問官に引き渡すべきだと皆みなが口をそろえて言っている。


    　ギールは馬ば鹿か正直に全てを話したらしい。


    　友人の言葉通り、彼は本当に馬鹿だ。


    　宿やど屋やへ戻ると、アリアが不ふ機き嫌げんそうにダヤンを睨にらんでいた。しかしその顔を見て表情を緩める。


    「どうしたの？　顔が変だわ」


    「言い方に気を遣つかおうか」


    　ダヤンは仏ぶつ頂ちよう面づらで返した。


    「街が大騒ぎだ」


    「それはそうでしょうね。あの人、もうまともな暮らしはできないでしょうよ」


    「そうだな、だがまあ……俺達には何の関係もないことだ」


    「ええ、そうね」


    　アリアは同意しながらベッドに座り、足を揺らした。


    「自分のケツは自分で拭ぬぐうべきだ。俺は魔術ヴアールで金を稼かせぐ魔術師であって慈善家じゃあない」


    「もちろんだわ」


    　ダヤンはそこでいったん口をつぐみ、ごく平坦な口く調ちようでつづけた。


    「というわけで、これから新しく手に入れた魔術法陣ヴアルグラーンを試してみようと思う。人間でも扱えるように改良しないと売れないからな。音の振動で精神を操作する魔術ヴアールというのは珍しいし、同時に大勢の精神操作ができる魔術はもっと貴重だ。危険な術でもあるから、実験が必要になる。この街の人たちには実験台になってもらおう」


    　よどみなく言い切ったその言葉を聞き、アリアはすぐにダヤンが何をしようとしているのか察してぽかんとした。


    「私は本当にあなたが分からない。自分を襲って殺そうとした犯罪者のために力を使おうというの？」


    「そんなことは言ってない。ただ、実験すると言っただけだ」


    　ダヤンは腕うで組ぐみして断言した。


    「金かね儲もうけしか考えていない人殺しのくせに、どうしてそんなに甘いのかしらね」


    「商売のために技術の向上が必須だということだ」


    　言い返すダヤンをアリアは呆あきれ顔でねめあげた。


    「もうすぐ異端審問官クライスビシヨフが来るわよ？」


    「ああ、それより前にはここを離れないとな」


    「……あなたの腕次第ということね」


    　アリアは挑ちよう発はつ的に唇くちびるの端を持ち上げた。


    「そういうことだ」


    　ダヤンはしかつめらしく頷うなずいた。


    



    　アリアの棺ひつぎを修復した後、ダヤンは客室の床に胡坐あぐらをかいて紙にペンを走らせた。


    　アリアはその横顔をじっと見ている。


    　なぜか昔から、アリアはダヤンが魔術の研究を続ける姿を見つめたがる。


    　当たり前にそばにいるこの少女を、ダヤンは当たり前に生き返らせたいと願ってしまう。


    　ギールも同じだったのだろう。ただ、彼には覚悟と狂気が足りなかった。


    　そんなギールを、ダヤンは元のまっとうな生活に戻してやりたいと思うのだ。


    　同じ道を歩んでいたかもしれない彼を、放ってはおけなかったのだ。


    　丸一日かけて完成させた魔術法陣を発動させ、ダヤンは旅の支し度たくを整えた。


    「もう行くの？」


    「ああ」


    「近くの村かどこかで身体からだが完治するまで休んだほうがいいのじゃない？」


    「時間の無む駄だだ。稼かせげるときに稼がないとな」


    　無駄にしていい時間など、アリアには残されていない。少しでも早く、ダヤンは悪魔を喰くわねばならない。しかしそれを知らないアリアは不服そうだった。


    「棺ひつぎに入りな」


    「病み上がりの人間に担がれたくないわ」


    　アリアはそう言って先に宿やど屋やを出た。


    　すっかり夜になっていて、人通りはない。


    「あなたの懐ふところが全く潤わない実験は成功したかしら？」


    「ああ、たぶんね。明日の朝には、先生の息子が妹に変身していたなんてことを覚えている人は一人もいないはずだ。娘さんはこれでちゃんと死ねる」


    「皮肉ね……死んでからも動き続ける人間もいるのにね」


    　アリアは怒るでも挑ちよう発はつするでもない空くう虚きよな声を夜空に溶かした。


    「お前はまだ、死なせてやれないよ」


    　ダヤンは仮面じみた笑みを浮かべて告げる。


    　アリアは前を歩きながらぽつりとこぼした。


    「悪魔を捕つかまえて稼かせぐことが……そんなに大事？」


    「大事だよ」


    　ダヤンは彼女の背を見つめてはっきりと言った。


    「すごく大事だ」


    　だから絶対に立ち止まらない。するとアリアは振り向き、ダヤンの隣に立った。


    「それなら最後まで付き合うしかないわね。だって私はあなたの道具だもの」


    　まるでその言葉が免めん罪ざい符ふであるかのように、アリアは静かな声で断言した。


    「ああ、頼りにしてる」


    「次はどこへ？」


    「そうだな……北の方へ行ってみるかな」


    「寒いのは嫌きらいなくせに」


    　アリアは呆あきれ顔でのぞき込んでくる。


    「知り合いがいるかもしれないんだ」


    　ダヤンの表情は我知らず険けわしくなった。


    　アリアはそんなダヤンを真ま顔がおで見上げる。


    「あなたを殺すのは私だから……私がいないところで死んではだめよ」


    「ああ、死なんよ」


    　そう答えてダヤンは歩きながらアリアの頬ほおに触ふれた。氷のような冷たい肌はだ。触れるだけで身み震ぶるいしてしまう。あの温かさを取り戻すまでは決して死なない。たとえ会えるのがわずかの間だったとしても──


    　皆みなが寝静まった街の中、ホーホーと鳴く梟ふくろうだけが二人を見ている。


    　月明かりに照らされて、二つの影は離れることなく歩いていった。

  


  
    



    　　　第零章　ダヤンとアリア


    



    　夜空に飛び去る梟ふくろうを見送り、ガーガウルドは夜の街を見下ろす。


    　悪魔は猫の姿で教会キルヒエンの三連十字ドラツエインの上に座っていた。


    　はるか遠くの道を歩く魔術師ヴアルドと屍人形アイズオルガンの姿が見える。


    　ガーガウルドは彼と契約した時のことをよく覚えていた。


    　いや──ダヤンとアリアのことは、彼らが幼い頃から誰よりもよく知っていた。


    　ダヤンがアリアを殺した瞬間の光景も、悪魔はその目で見ていたのだ。


    



    　二年前のあの日、ダヤンとアリアが生まれ育った村が死んだ。


    　身体からだが弱くて長く病気に苦しんでいたアリアの母のために、その日もダヤンは山へ薬草を取りに行っていた。


    　村へ戻り、ダヤンは一歩足を踏み入れた瞬間凍こおり付つく。


    　村人たちが、そこかしこに倒れて死んでいたのだ。辺りは血まみれになっていた。


    　何が起きているのかダヤンは全く分からなかった。


    　ダヤンの愛する村の人たちが、みな息絶えて転がっている。


    　どうしてこんなことになっているのか理解できないまま、ダヤンはアリアの家へと走った。


    　生きている人間がどこにもいない。頭が変になりそうな気分で走り続け、ダヤンはアリアの家へと駆けこんだ。


    　そこに広がる光景に、ダヤンは茫ぼう然ぜんと立ち尽くした。


    　アリアは生きていた。そしてその手に包丁を握にぎり、血の海に一人立っていた。


    　彼女の周りには花のようなはらわたを咲かせた死体がいくつも転がっていた。アリアの母を案じて看病に来ていた村の人たちだった。


    　ダヤンは目だけをぎょろりと動かし、アリアの傍かたわらに立つ人物に気が付いて愕がく然ぜんとした。


    　そこには何年も失しつ踪そうしていたダヤンの師匠──狂きよう乱らんの魔術師オスカーが立っていた。


    　立ち尽くすダヤンに気づいたアリアは、血にまみれた手を己おのれの胸に当ててふわりと微ほほ笑えんだ。


    『はじめまして、と言うべきかな？　私の名はガーガウルド、生と死を支配する悪魔だ』


    　愛らしい少女の声でわけの分からない言葉を放つ。


    　アリアはダヤンの動揺を置き去りにして話を続けた。


    『君のことは知っているよ。彼の弟子だろう？　彼はね、私と契約するために娘の魂たましいを差し出したんだ』


    「師匠……なんなんですか、これ……」


    　意味が分からず、ダヤンはぎこちない動きでオスカーを見た。


    「何が起こってるんですか……なんでみんな……死んでるんですか……？　アリアに……何をしたんですか……？」


    「強い悪魔と契約して究極の魔術ヴアールを手に入れるために、アリアを生いけ贄にえにした」


    　昔と変わらない淡たん々たんとした口く調ちようでオスカーは言った。


    『ふふふ……私は悪あく食じきな悪魔でね、この世で最も純粋な魂たましいが穢けがれ切った瞬間を食べたいと彼に言ったのさ』


    　うっとりとした表情でアリアは微ほほ笑えむ。


    　いや、アリアではない。アリアに取り憑いた悪魔が笑っているのだ。


    『君のこともよく知っているよ。私はこの少女が生まれた時からこの身体からだに取り憑いていて、今までずっと彼女の魂を汚し続けてきたからね。君たちのことを、私はずっと見てきたよ。彼女はようやく私が食べるに値するまで育ってくれた。この穢れ切った魂をいただくとしよう』


    　ダヤンはアリアの傍かたわらに立つオスカーに目を向けた。


    「師匠……生贄って……どういうことですか？」


    「アリアはそのために産ませた」


    　師匠は何を言っているのだろうかと、ダヤンは鈍にぶった頭で思った。


    「師匠は……アリアが大事じゃないんですか？」


    「血の繋つながった娘を愛するという獣けものじみた下か等とうな行為に興味はない」


    　その言葉を聞いた瞬間、妖あやしい微笑みを浮かべていたアリアの表情が歪ゆがんだ。


    　悪魔に取り憑かれた狂気じみた表情の中に、いつもの優しい少女の顔がちらつく。彼女は唇くちびるを震ふるわせて涙を流し、言葉を振ふり絞しぼった。


    「お母さんが……さっき死んだの……」


    　それは紛まぎれもなくアリアの言葉だった。


    「それは……私のせいだったの……」


    　アリアは苦しげに呼吸する。


    「それだけじゃないわ……私は……みんなを……！」


    　かたかたと手を震わせ、彼女は握にぎった包丁を自分自身に向ける。


    「たすけて……」


    　そう呟つぶやき、止める間もなく一気に喉のどを掻かき切った。


    　血ち飛沫しぶきを浴びながら、ダヤンは目の前で何が起きているのか理解できない。


    　分かるのは、このままアリアが死ねば彼女は悪魔に魂を喰くわれてしまうということだけだ。


    　そんなのは絶対にダメだ。アリアの魂を悪魔に喰わせるなど絶対にダメだ。


    　このまま彼女が自分の傍から永遠にいなくなるなんて絶対に嫌だ……！


    　全身を凍り付かせたまま彼女を救う幾通りもの方法を考え、打ち消し、ダヤンは決断した。


    　瞬きもせずに彼女を見つめ、落ちた包丁を握る。


    　魔術ヴアールの知識を蓄え続けたダヤンは、彼女の魂たましいを悪魔に渡さぬただ一つの方法を知っていた。ほかならぬ師のオスカーがダヤンに教えたのだ。


    　感情は凍こおり付つき、理性だけが働く身体からだで、ダヤンは彼女の胸に包丁を突き立てた。


    　アリアは全身を痙けい攣れんさせてダヤンに手を伸ばし、その場に頽くずおれる。


    　それはあっという間の出来事だった。


    　虚うつろに目を見開いたまま、アリアは息絶えていた。


    　殺された人間の魂は殺した人間の所有物になる。悪魔が喰くえるのは契約者ベルダーの所有する魂だけで、契約者ではない人間が所有する魂を喰うことはできない。


    　この瞬間、アリアの魂の所有者はダヤンになり、彼女に取り憑いていたという悪魔がその魂を喰うことはできなくなった。


    　ダヤンはまだ温かな少女の死体を背せ負おい、よろめきながら立ち上がる。


    　師匠が愕がく然ぜんと自分を見ていることにすら、ダヤンは気付かなかった。


    　村人の死体が転がる通りを歩き、いつも魔術の研究をしている師匠のあばら家に死体を運んだ。床に横たえ、その横に座り込んでただじっと見つめる。


    　ここでダヤンが魔術の研究をしているとき、アリアはいつもそばにいた。


    　こうして待っていれば、またいつものように動き出すのではないかとダヤンは思った。


    　しかしいつまでたっても彼女が目を覚ます気け配はいはない。


    　そのまま何時間も時が過ぎ、夜が更ふけた。


    　暗くら闇やみの中で手を伸ばし、そこにあることを確かめるように触ふれてみて、ダヤンは反射的に手を引いた。温かかった彼女の身体は冷たく硬くなっていた。


    



    　そうして夜が明ける頃──ダヤンは決意した。


    　いつも魔術法陣ヴアルグラーンを描いている上質な紙を床に置き、特殊なインクでそこに模様を描いてゆく。何本も何本も……


    　ダヤンは昔から生命を操る魔術が好きだった。


    　植物を成長させて病やまいを癒やす術に興味があり、そればかりを訓練していた。


    　美お味いしいジャガイモをみんなに食べさせたい。病気がちなアリアの母親を治療してあげたい。そんな願いを叶かなえる魔術法陣の美しさに魅了されていたのだ。


    　多くの術を学ぶ中で、ダヤンは一つの魔術を知った。それは、死体を意のままに動かす屍人形アイズオルガンの魔術である。


    　アリアの母が命を落としても蘇よみがえらせられるのじゃないかと一時期考えた。しかし、魂のない死体を動かしたところでそれは生き返ったことにはならない。


    　おそらく永遠に使うことはないだろうと頭の片かた隅すみにしまっていたこの術を、ダヤンは今使おうとしていた。


    　本来なら魂たましいのない死体を操るだけの魔術ヴアールだが、アリアの魂は今、殺人者であるダヤンが所有している。まだこの世から消え去っていない魂なら、肉体に留めることができるはずだ。


    　どれだけ時間が経たったかわからない。


    　気が付けば、目の前の紙には数万という線を組み合わせた魔術法陣ヴアルグラーンが描えがかれていた。


    　それはダヤンの右の手のひらに刻まれた魔術法陣と対になっている。


    　ダヤンは完成した魔術法陣をアリアの死体の背中に刻んだ。


    　背中に手を触ふれて魔力を送り込むと、アリアの死体がぼうっと発光し、ダヤンの身体からだの中から白く輝く光の玉が飛び出した。アリアの魂が可か視し化かされたものだ。しかしよく見ると、その魂は半分が欠けていて歪いびつな形をしている。何な故ぜだと訝いぶかるが魂は構わずアリアの身体に着地して、ゆっくりゆっくり吸い込まれた。


    　息を呑のんでアリアを見下ろすと、横たわる死体がぴくりと動き、瞼まぶたがうっすら開いた。


    「アリア……」


    　かすれた声で呼ぶとアリアはゆっくり起き上がり、ダヤンを見てシャーッと獣けもののように鳴いた。そしてダヤンの匂においをかぐと、胡坐あぐらをかいた膝ひざの上にのって丸まり、眠ってしまう。


    　予想外のことにダヤンは困惑する。


    『君は恐おそろしい子だねえ』


    　あばら家の中で不ふ意いに声が響き、ダヤンははっとして辺りを見回した。


    　目の前に一人の美しい女が佇たたずんでいた。今にも壊こわれそうなあばら家に似つかわしくなく、露出の多い古風な異国の衣装を身に纏まとっている。


    『この私が目の前で獲物を奪われた。長く存在しているが、こんなことは初めてだよ』


    「……お前は……アリアに取り憑いてた悪魔なのか……？」


    　ダヤンは床に座り込んだまま瞬きもせずに女を見つめた。


    　女は完璧な造ぞう作さで嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。


    『ああ、そうさ。私は彼女の魂を喰くらうはずだった悪魔。そして、横からそれを君にかっさらわれた負け犬さ』


    　己おのれを負け犬と呼ぶ悪魔は、言葉と裏腹に楽しげですらあった。


    「……何しに来た」


    　疲れ切った頭にほんのわずか残った警けい戒かい心しんで尋たずねる。


    『君の師匠から伝言を預かってきた』


    　そう言われてダヤンの身体がぴくりと動く。その反応は悪魔を益ます々ます喜ばせた。


    『お前は僕ができなかったことをした。それに免じてしばらくのあいだ、お前にアリアの魂の半分を預けておく。いずれ時が来たら返してもらう……だそうだ。彼は本当に驚いていたよ。あんな風に動揺している姿なんて初めて見た』


    　悪魔は嬉き々きとして告げたが、ダヤンには何のことだか意味が分からない。


    『君は好きな子の魂たましいを悪魔から守るために迷うことなくその子を殺した。私にとってもそんな人間は初めてだよ。だけど残念だ。せっかくの決断だけれど、このままでは彼女は助からないね。屍人形アイズオルガンというのは人間の魔術師ヴアルドが考えた不完全な技だ。繋つながれた魂はいずれ朽くちて使い物にならなくなる』


    　辛しん辣らつに告げられ、ダヤンは思わず拳こぶしを握にぎった。


    　そんなことは言われずとも分かっていた。ダヤンはアリアの魂をこの世に繋ぎ止めることはできても、生き返らせることはできない。


    『ふふ……ねえ、君……私と契約しないかい？』


    　悪魔は蠱こ惑わく的てきな言葉を耳元で響かせた。


    『私の名はガーガウルド。悪あく食じきのガーガウルド。生と死を支配する悪魔。私なら君の愛する少女を生き返らせることができる。もちろんそれ相応の対価を支払ってもらうけれどね。例えば──』


    「分かった。お前と契約する」


    　ダヤンは悪魔の言葉を遮さえぎって宣言した。ガーガウルドと名乗る悪魔は目をぱちくりさせて固まった。


    『……こんな重要なことを考えもせずに決めていいのかい？　私は君の大切な少女を喰くらおうとした悪魔だよ？』


    　しかしダヤンは揺らがなかった。


    「そんなことはどうでもいい。大事なのはお前が俺に契約を持ちかけたってことだけだ。悪魔は契約に関して嘘うそを吐つかない。つまりお前はアリアを生き返らせるだけの力を持った悪魔だということだ。俺はお前と契約する」


    　一瞬で様々なものを天てん秤びんにかけ、ダヤンは決断を下した。


    　ダヤンは何も考えずに勢いで行動すると人から言われることがあるが、考えていないのではなく、考える速度が異常に速いのだ。


    『ふふ……ふふふふふ……君は本当に素す敵てきだ。彼女の魂とは真逆の意味で食欲をそそられるよ。こんな魂は初めてだ。君の魂をどうしても食べたい』


    「願いを叶かなえるなら喰わせてやる。条件は？」


    　間かん髪はつを容いれずに話を進めるダヤンを、悪魔はこの上なく楽しそうに見やる。そしてゆっくりと手のひらを持ち上げると、そこに光の粒りゆう子しをまとう一枚の美しい紙を顕けん現げんさせた。


    『彼女を生き返らせるために必要なのは、彼女の魂の半分と、六百六十六体の悪魔のエネルギーだ』


    「魂の半分？」


    『残念ながら君は彼女の魂を全て所有しているわけではないのだよ。何な故ぜなら彼女の魂は生まれてすぐ、彼女の父親である魔術師ヴアルドオスカーに所有権を奪われていたからだ。殺害という行為なくして他人の魂たましいを所有する──彼だけが持つ力だ』


    　生まれてすぐという言葉に、ダヤンは頭を殴なぐられたような気がした。


    　ガーガウルドは気の毒そうに微ほほ笑えんだ。


    『君はオスカーの所有していた彼女の魂を半分奪い取っただけにすぎない。君が奪ったのは彼女の精神。オスカーが所有しているのは彼女の記憶にあたる。彼女を生き返らせたいのなら、残る半分を取り戻す必要がある』


    　言われてダヤンはさっきの光景を思い出した。アリアの魂は欠けて歪いびつな形をしていたのだ。


    「師匠は本当に……アリアを道具としか思っていなかったんだな」


    　オスカーは変わり者だったが、ダヤンに魔術ヴアールを教えてくれた師である。ダヤンはオスカーを尊敬していた。しかしそれは粉々に砕くだかれた。


    『そうだね、彼は私が彼女の魂を欲していることを誰より知っているからね。その餌えさを手放すはずがない。彼は私と契約して、究極の魔術を会え得とくしようと考えているのさ』


    　悪魔はゆらゆらと腕うでを動かして契約書ベルダングラーンを揺らした。
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    『だけど私は君に出会ってしまった。君の魂を私好みに味付けして育て上げれば、きっと彼女以上の極ごく上じようなごちそうになる。私に喰くわれる覚悟があるのなら、私はオスカーではなく君の願いを叶かなえよう』


    　恍こう惚こつとした瞳ひとみでガーガウルドはダヤンを見つめる。そこに宿やどる欲望に嘘うそはないと分かった。ただ、一つだけ気になることがある。


    「……生き返るまで、アリアはこのままなのか？」


    　ダヤンは猫のような彼女の姿を示した。


    『それは今まで私に取り憑かれていた影響だ。この私が長年かけて育てた、欲や怒りや破壊衝しよう動どうの結晶──それが今の彼女だよ。契約するなら、その状態を封ふう印いんする術と、彼女の戦闘能力を高める術を授けよう。さあ、契約書ベルダングラーンに署名を……』


    　甘い声で誘いかけ、悪魔は古風な羽根ペンを渡してきた。ダヤンは膝ひざの上に眠るアリアに目を落とし、迷うことなくそれを受け取った。美しい契約書の紙面に目を通して、一番下に自分の名を記す。


    　契約書は眩まばゆい光を放ち、砕くだけて光の粒りゆう子しとなると、ダヤンと悪魔に分かれて吸い込まれた。途と端たん──ダヤンの背中が急激な熱を持ち、まるで焼やき鏝ごてを当てられたかのように熱く痛んだ。ダヤンは呻うめき声をあげて転げまわり、そのまま意識を失った。


    　目を覚まして得たものは、背中一面に刻まれた契約の魔術法陣ヴアルグラーンと、今まで知らなかったいくつかの術。そして理性を取り戻し、憎しみのまなざしを向ける屍人形アイズオルガンだった。


    　それでもダヤンは契約を貫つらぬき通す。


    　彼女のために──ではない。これはダヤンの欲だ。


    　もう一度あの温かさを自分の手元に取り戻したいという欲望だ。


    　悪魔と契約して願いを叶かなえるのは強欲な者だけだ。


    　己おのれの欲のために、ダヤンは今日も彼女を道具と呼ぶ。


    



    



    　契約した日のことを思い出し、ガーガウルドはくつくつと笑う。


    「私の愛いとしい契約者ベルダー……君は彼女を生き返らせるほどの強欲を、最後まで貫けるかい……？」


    　悪魔が眺ながめるその先を、二人の影は歩んでゆく。


    



    



    


  


  
    



    　　　あとがき


    



    　はじめまして、宮みや野の美み嘉かと申します。お久しぶりですの読者様もいらっしゃるでしょうか？


    　はじめましての方もお久しぶりですの方も、この本をお手に取ってくださり本当にありがとうございます。


    　私は去年までルルル文庫で少女小説を書かせていただいていた作家の端くれなのですが、このたびガガガ文庫で書かせてもらうことになりました。


    　数えてみたところ、本作は通算二十冊目の作品です。


    　どこの馬の骨とも知れぬ者の作品を手に取ってくださった読者様に、少しでも楽しんでいただけたら幸いですので、どうぞよろしくお願いします。


    



    　思い返せば去年の夏、「神様神様今年こそカープを優勝させてください。今年優勝できるなら、一年間仕事がなくなっても構いません」と願った結果、ガチで一年仕事がなくなるという奇跡。


    　色んな意味で涅ね槃はんに飛び立つ宮野の魂たましい。


    　そんなこんなで一年ぶりの出版にこぎつけました。


    　好きなものをこれでもかと詰め込んでおりますよ。


    　とにかく色んな意味で痛々しい感じを目指しました。


    　というわけで、動く死体の物語です。


    　死体が動く話は古今東西ありますが、やっぱりキョンシーが一番好きですかね。


    　特に来来キョンシーズが大好きです！　テンテンちゃんは可か愛わいすぎると思います。


    　子供の頃はキョンシーに襲われた時の対策で、長時間息を止める練習をしたり、キョンシーの動きを止めるお札を作ったりしてました。（キョンシーは息を止めた人間が見えないらしい）


    　最終的に、キョンシーになってクラスメイトを襲ってみたいという願望を抱く謎なぞの乙女心。


    　小学生の頃の心温まるエピソードですね。


    



    　余談ですが、今の担当様と前の前の前の担当様いわく、私の書くものは中二っぽいらしい。


    　何が中二なのかよく分からないですが、それで皆様に楽しんでもらえるなら本望なので、もっと中二っぽくなるよう頑張ろうと鋭意努力中でございます。


    　ちなみに中二病という言葉は私の大好きなタレントの伊い集じゆう院いん光ひかる氏が作った言葉で、ご本人はその言葉が人を揶や揄ゆする意味で使われていることに対して複雑な気持ちになるのだとか。


    　不満を言うとすれば、個人的には二より三の方がいいなあ……


    　密かに中三病と呼ばれたい宮野がお届けする本作、どうぞよろしくお願いします。


    



    　ところで主人公のダヤン君、担当様からとにかくもっとカッコよくしてと言われまくったポンコツ君ですが、宮みや野のはカッコいい男性キャラを書くのは苦手だという悲劇！


    　今まで一発でカッコいいと言われた男性キャラは一人もいない。一人も……！


    　カッコいい男性キャラどころか、恋愛を描えがくのがそもそも苦手すぎるという致命的欠陥！


    　これでよく少女小説を書けたなと自分で自分に感心するのですよ。ほめてくれ。


    　そもそも、カッコいいとは何だ？


    　高たか橋はし英ひで樹き氏や高たか田だ延のぶ彦ひこ氏や佐さ々さ木き健けん介すけ氏のことだろうか？


    　男に生まれていたらあんな風になってみたかったと思います。


    　その話をしたところ、担当様から主人公をムキムキにしてもいいとお許しが出ました。


    　マジですか……？　でも、インドア魔術オタクにムキムキは似合わないだろ……


    　というわけで、泣く泣く断念したムキムキ主人公、いつか書いてみたいものです。


    　一方ヒロインのアリアちゃんは、作者の好みをぎゅっと結晶化させた仕上がりに。


    　最初アクセルをべた踏みしたら、こんな女の子を受け止める自信はないと担当氏に全力で拒否られたヒロイン、アリアちゃん。


    　だ、大丈夫だろうか……？　この子が読者様に嫌われたらどうしよう……


    　布団ふとんを被って震えるチキンハート宮野。


    



    　七転八倒した末に出来上がった不肖の我が子ですが、皆様どうぞよろしくお願いいたします。


    　ほらほら、読者の皆様が書店まで迎えに来てくださったよ。お行儀よく本棚に並んで、可か愛わいがっていただくんだよ。


    　と、送り出しながらほろり……


    　なんだかんだ苦労したので、愛おしさもひとしおです。


    　ドン引きする読者様の気配を感じつつ、己の作品への愛を叫ぶ宮野でした。


    



    　それでは最後にお礼を申し上げます。


    　旦那様、家族のみんな、担当様、イラストの薫かおる石いし先生、編集部はじめ出版に関わってくれた方々、そしてこの本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます。


    　またお目にかかれることを願って、これからも頑張ります。


    



    
      宮野美み嘉か
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